
        
            
                
            
        

    











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　０　プロローグ







　薄うす暗ぐらい部へ屋やの中なか。

　するどい目めつきの男おとこたちが10人にん以い上じょう、顔かおをつきあわせていた。

「────では、命めい令れいに変へん更こうはないんだな？」

　男おとこの１人ひとりが、低ひくくおさえた声こえできく。

「ああ。手てはずは、こちらにまかせるそうだ」

「この命めい令れいを果はたせば、われわれの立たち場ばもあがるな」

　べつの男おとこが、ニヤリと笑わらう。

「成せい功こうすれば、な。だが失しっ敗ぱいすれば、あの御お方かたは容よう赦しゃがないぞ」

「こんな楽らくな仕し事ごとを失しっ敗ぱいするものか」

　男おとこが鼻はなで笑わらう。

「どっちにしろ、おれたちにはもう後あとがない。失しっ敗ぱいはゆるされない」

　１人ひとりの男おとこの言こと葉ばに、部へ屋やの中なかがしんと静しずまりかえる。

　だれもが、それを理り解かいしているのか、全ぜん員いんが真しん剣けんな表ひょう情じょうになる。

　男おとこたちは無む言ごんでうなずきあうと、立たちあがって、それぞれ動うごきだす。







　　　　１　ケイからのメッセージ
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　部へ屋やの窓まどから見みえるしずみはじめた太たい陽ようから、日ひ差ざしがさしこんでくる。

　夕ゆう方がたの５時じすぎ。

　わたし──紅こう月づきアスカは部へ屋やのベッドで、ゴロリと寝ねころんでいた。

　今日きょうは、家いえにいるのはわたし１人ひとり。

　お父とうさんたちは仕し事ごとに出でかけているし、ケイもいないんだよね。

　いつもケイがいる、部へ屋やのパソコンの前まえが、ガランとしている。

　ケイは、夏なつ休やすみ中ちゅうということもあって、ここ数すう日じつは大だい学がくの研けん究きゅう室しつにいっている。

　前まえにもかよっていたところの教きょう授じゅさんから、手て伝つだってほしいって声こえをかけられたんだって。

　しばらくはレッドの予よ定ていもないし、わたしもいってきたらって、すすめたんだ。

　わたしにはさっぱりわからないけど、ケイにとっては、大だい学がくの研けん究きゅう室しつっていうところで勉べん強きょうするのって、楽たのしいみたいだから。

　やっぱり、レッドのことばかりじゃなくて、ケイにもいろいろ楽たのしんでもらいたいもんね。

　だから、今日きょうもケイの帰かえりは遅おそい予よ定ていだ。

　わたしは、昼ひる間まは実み咲さきたちと遊あそびにいってきたんだけど、この時じ間かんになるとヒマになる。

　とはいえ、ヒマをもてあましていても、しょうがない。

「よっと！」

　わたしは、いきおいよくベッドからおきあがると、リビングにいって、かるくストレッチをはじめる。

　ぺたりと、床ゆかに体からだをくっつけたまま、もうちょっと体からだを動うごかしたいなという気き分ぶんになってくる。

　お父とうさんが用よう意いしておいたくれた夕ゆう食しょくを食たべるのも、あと２時じ間かんぐらいあとでいい。

　２時じ間かんもあれば、体からだを動うごかすには十じゅう分ぶんな時じ間かんだよね。

　よし！

　わたしは立たちあがると、ランニングにいってこようと決きめる。

　部へ屋やにもどると、すばやくランニング用ようのウェアに着き替がえて、水すい分ぶんや携けい行こう食しょくなど準じゅん備びをととのえる。

　さあ、部へ屋やを出でよう、としたところで、スマホに通つう知ちがくる。

　なんだろう？

　わたしは、スマホを手てにとって確かく認にんする。

　トークアプリの通つう知ちだったので、アプリを開ひらく。

「…………えっ」

　わたしは一いっ瞬しゅん、スマホのトークアプリの画が面めんに出でている言こと葉ばの意い味みが理り解かいできなくて、ぽかんとしてしまう。

　トークアプリの画が面めんを見み直なおすけど、見みまちがいじゃない！

「ど、どういうことなの!?」

　わたしは、声こえを出ださずにはいられない。

　トークアプリの画が面めんを、穴あなが開あくほど見みつめる。

　そこには、ケイから短みじかい、たった一ひと言ことのメッセージが表ひょう示じされていた。


──誘ゆう拐かいされた









　　　　２　「タ　ス　ケ　テ」
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　マンションの17階かいの一いっ室しつ。

　おれ──マサキは、恭きょう也や様さまのセーフハウスの１つにいた。

　ドリップコーヒーをいれているキッチンには、こうばしい香かおりがただよっている。

　恭きょう也や様さまの好すきな豆まめをおれがブレンドした、特とく製せいのコーヒーができあがる。

　カップに注そそぎ、焼やき菓が子しをそえて、トレイに載のせると、キッチンを出でる。

　恭きょう也や様さまがいる部へ屋やの前まえまでいくと、部へ屋やのドアをノックする。

「マサキです」

「……入はいってかまわないよ」

　少すこし間まがあってから、部へ屋やの中なかから声こえがする。

　おれは、ドアを開あけて中なかに入はいる。

　まず目めに飛とびこんでくるのは、壁かべにずらりとならぶ、複ふく数すうのディスプレイだ。

　そこに映えい像ぞうや文も字じなど、さまざまなものが映うつしだされている。

　恭きょう也や様さまはこちらには背せをむけて、その複ふく数すうのディスプレイを見みながら、キーボードをたたいている。

「恭きょう也や様さま。もう５時じ間かんも作さ業ぎょうされています。少すこしお休やすみになられては？」

　おれは声こえをかけながら、コーヒーと焼やき菓が子しの載のったトレイを持もって、恭きょう也や様さまのそばに近ちかづく。

「もうそんなにたったか。……ふうぅ」

　恭きょう也や様さまは、イスの背せもたれに体からだをあずけて、息いきをつく。

「ああ……いい香かおりだね。せっかくマサキが用よう意いしてくれたんだ。休きゅう憩けいにするとしよう」

　恭きょう也や様さまは、トレイの上うえに載のっているものを見みて、笑えみをうかべる。

「これはマンデリンのブレンドだな。この酸さん味みが好すきなんだ」

　コーヒーをひと口くち飲のんで、めじりを下さげる。

「さすがです。前まえに恭きょう也や様さまが好このみだと、カフェで言いっていらしたので」

「そんなこまかなことを、覚おぼえているマサキのほうが、さすがだと思おもうけどね」

　恭きょう也や様さまは、肩かたをすくめる。

「タキオンの動うごきですか？」

　おれは、さっきまで恭きょう也や様さまが見みていた、複ふく数すうのディスプレイを見みる。

「そうだよ。師し匠しょうに監かん視しをたのまれていてね。このディスプレイには、タキオンに関かん係けいしそうな情じょう報ほうが、随ずい時じ流ながれるようになってるんだよ。──こういうのは、怪かい盗とうレッドの『彼かれ』のほうが得とく意いなんだろうけどね」

　恭きょう也や様さまは、首くびを小ちいさく横よこにふる。

「あれは、規き格かく外がいだと思おもいます」

　直ちょく接せつ、会あったことはないが、怪かい盗とうレッドの『片かた割われ』の情じょう報ほう処しょ理り能のう力りょくの高たかさについては、いろいろなところからきいている。

　きいた相あい手てが信しん用ようできる人じん物ぶつじゃなければ、冗じょう談だんだと思おもっていただろう。

「かもね」

　恭きょう也や様さまは言いって、焼やき菓が子しをほおばる。

　評ひょう判ばんのいい焼やき菓が子し店てんのフィナンシェだ。

　表ひょう情じょうを見みるかぎり、気きに入いっていただけたらしい。

　おれは、ほっと息いきをつく。それにしても……。

　この数かずのディスプレイに流ながれる情じょう報ほうを、同どう時じに見みられるだけで、恭きょう也や様さまだって十じゅう分ぶんとんでもないのではないだろうか。

　そんな話はなしをしていると、おれのスマホから通つう知ち音おんが鳴なる。

　思おもわず、顔かおをしかめそうになり、なんとか止とめる。

「失しつ礼れいしました。音おとをきっておくのをわすれていました」

　おれは、恭きょう也や様さまに謝あやまる。

　通つう知ち音おんをきっておくのをわすれていたのは、失しっ態たいだ。

「かまわないよ。確かく認にんしてみるといい」

　恭きょう也や様さまは、笑え顔がおでうながす。

　いつもなら遠えん慮りょするところだが、なんとなく胸むな騒さわぎがする。

「では、失しつ礼れいして」

　結けっ局きょく気きになって、恭きょう也や様さまの言いうとおりに、スマホを確かく認にんしてみる。

「悪わるい知しらせかな？」

　恭きょう也や様さまが、おれの顔かおを見みてきく。

「そういうわけでは……」

　おれは答こたえつつも、自じ分ぶんの顔かおがゆがむのがわかる。

　いったいなにがあった？

　通つう知ちは、桜さくら子こからのメッセージがあったことを知しらせていた。

　トークアプリを開ひらいて、マサキはメッセージを見みつめる。

　メッセージはシンプルに４文も字じだけ。

　ただし、おれの心こころをざわつかせるのに十じゅう分ぶんな言こと葉ばだった。


──タ　ス　ケ　テ
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　　　　幕まく間あい１　その瞬しゅん間かん、桜さくら子こは？
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「ふうぅ…………一いち段だん落らくかな」

　宇う佐さ美み桜さくら子こは、大だい学がくの北きた澤ざわ研けん究きゅう室しつでのデータ整せい理りを終おえて、両りょう腕うでを上うえにのばして、のびをする。

　机つくえのむこう側がわには、研けん究きゅう室しつの北きた澤ざわ教きょう授じゅと話はなしをしているケイがいる。

　桜さくら子こが出で入いりしている北きた澤ざわ研けん究きゅう室しつに、ケイがやってくるようになったのは、春はる先さきのことだった。

　それから一度ど、ケイは学がっ校こう行ぎょう事じがいそがしいという理り由ゆうでこなくなって、最さい近きんになって、また顔かおを出だすようになった。

　ふつうなら、そんなきたりこなかったりが許ゆるされるところではないし、そもそも研けん究きゅうについてこられない。

　ケイがいない間あいだにも、研けん究きゅうはどんどん進すすんでいるんだから。

　それなのに、ケイはあっさりと進すすんだぶんの研けん究きゅうを理り解かいして、いまは次つぎの実じっ験けんの進すすめ方かたについて、研けん究きゅう室しつのメンバーと議ぎ論ろんしている。

「本ほん当とうにとんでもないわよね……」

　自じ分ぶんとケイをくらべるのを桜さくら子こはやめたけれど、やっぱり意い識しきはしてしまう。

　そんなふうに、いつもどおりの研けん究きゅう室しつの時じ間かんが過すぎていた、夕ゆう方がたの５時じ過すぎのこと。


ガタン



　最さい初しょは、そんな小ちいさな物もの音おとだった。

「だれだ、あんたたちは……？」

　研けん究きゅう室しつのドアのほうから、男おとこの人ひとの声こえがきこえた。

　なんだろう？　桜さくら子こがふりむこうとしたとき、


パリッ



　ドアとは反はん対たいの、窓まどガラスのほうから、わずかな音おとがきこえる。

　ふりかえると、７～８人にんの黒くろずくめの男おとこたちが、窓まどガラスを飛とびこえて研けん究きゅう室しつに入はいってくるところだった。

　同どう時じに、ドアのほうからも、いきおいよく男おとこたちが侵しん入にゅうしてくる。

「きゃあっ！」

「なんだ、おまえは！」

「やめろ！」

　研けん究きゅう室しつの人ひとたちが、さけび声ごえをあげてる。

　な、なにがおきてるの!?

　目めの前まえのできごとに、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速はやくなる。

　桜さくら子こが悲ひ鳴めいをあげなかったのは、以い前ぜん、ふつうの人ひとが経けい験けんしたことのないような、危き険けんな状じょう況きょうをくぐりぬけた経けい験けんがあるからだと思おもう。

　とっさにケイのことを捜さがそうとしたけど、部へ屋や中じゅうに人ひとが入いり乱みだれていて見みつからない。

　桜さくら子こは一いっ瞬しゅんで思し考こうをきりかえて、いまなにをするべきか考かんがえる。

　近ちかくに見みえる男だん性せいの研けん究きゅう員いんたちは、次つぎ々つぎと黒くろずくめの男おとこたちにとり押おさえられている。

　女じょ性せいでとっさに大おおきな悲ひ鳴めいをあげた研けん究きゅう員いんも、すぐに口くちをふさがれた。

　悲ひ鳴めいで注ちゅう意いをひかなかったぶん、桜さくら子こへの対たい応おうは後あとまわしにされたらしい。

　でも、時じ間かんとしては、わずか数すう秒びょうの話はなし。

　この状じょう況きょうをひっくりかえすなんてこと、自じ分ぶんにはむりだ。

　なら……どうにかしてくれる人ひとにたよるしかない。

　桜さくら子こはスマホをうしろ手でにとった。ばれないように、背せ中なかでメッセージを打うちこむ。

　届とどいて……マサキ！
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　念ねんじながらメッセージを送そう信しんすると、桜さくら子こはそのまま、研けん究きゅう室しつの机つくえの奥おくにそのスマホをほうりこむ。

　送そう信しん履り歴れきを見みられたら、助たすけをよんだのがばれてしまう。

「なにをしている？」

　桜さくら子この前まえに、黒くろずくめの男おとこが立たっていた。

「……あなたたち、なにが目もく的てきなんですか？」

　ふるえそうになる声こえで、桜さくら子こはきく。

「いずれわかる」

　男おとこは低ひくい、感かん情じょうのない声こえで答こたえると、桜さくら子この腕うでをつかんだ。

　そうして、桜さくら子こたちは黒くろずくめの男おとこたちに、連つれていかれた。







　　　　３　もう、まよわない
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　ケイからのメッセージをうけとってすぐに、わたしは自じ分ぶんでもおどろくぐらい、冷れい静せいに動うごきだしていた。

　ランニング用ようのラフなかっこうだったから、普ふ段だん着ぎに替かえて、荷に物もつをととのえる。

　今日きょうは運うん悪わるく、お父とうさんもおじさんも、仕し事ごとで家いえにいない。

　連れん絡らくは入いれておいたけど、すぐに返へん事じは期き待たいできないと思おもう。

　だけど、それはわたしが動うごかない理り由ゆうにはならない。

　あのトークアプリに、届とどいたメッセージ。

　ケイの身みになにかおきたのは、まちがいない。

　ケイは冗じょう談だんなんかで、こんなメッセージを送おくってきたりしないから。

　そして、自じ分ぶんでどうにかならないから、わたしにメッセージを送おくってきているんだ。

　いちおう、ケイからは、かよっている大だい学がくの場ば所しょはきいている。

　外そとに出でる準じゅん備びがととのうと、わたしはスマホで行いき方かたを確かく認にんしながら、玄げん関かんから飛とびだす。

　まずは情じょう報ほうを集あつめなきゃ！

　あせる気き持もちはあるけど、ただあせっていても、怒おこっても、やみくもに動うごいても、意い味みがない。

　とにかく、ケイからのＳエスＯオーＳエスにこたえるための、行こう動どうをとらなくちゃ。

　ここからなら、最も寄よりの駅えきから電でん車しゃで30分ぷんほど。

　わたしは、電でん車しゃに飛とび乗のると、目もく的てきの駅えきまでじれったい気き持もちをおさえながら、じっと待まつ。

　電でん車しゃの中なかで待まっている間あいだも、受うけとったメッセージのことが、自し然ぜんと思おもいうかぶ。

　ケイがねらわれたんだろうか？

　それとも……ケイのいた大だい学がくの研けん究きゅう室しつの中なかのだれかが？

　短みじかいメッセージだけじゃ、状じょう況きょうがさっぱりわからないよ。

　だからって、わたしからメッセージを送おくるのも、ためらってしまう。

　本ほん当とうに誘ゆう拐かいされているなら、わたしからのメッセージは、ケイの立たち場ばを危あやうくするかもしれないもんね。

　…………でも。

　そこまで考かんがえて、わたしは自じ分ぶんがまよわずに行こう動どうできていることに、不ふ思し議ぎな気き持もちになる。

　たぶん、少すこし前まえのわたしだったら、こんなふうに動うごけなかった。

　あせって、まだ家いえの中なかで、どうしよう？　と立たちすくんでいたかもしれない。

　……これも経けい験けんのおかげなのかな。

　あせる気き持もちは、もちろんある。

　不ふ安あんで、頭あたまの中なかはいっぱいだ。

　だけど、動うごきだせる！

　目もく的てきの駅えきにつくと電でん車しゃをおりて、スマホで確かく認にんした地ち図ずで覚おぼえた道みち順じゅんを走はしって大だい学がくにむかう。

　レッドの仕し事ごとで、一いち度ど地ち図ずで見みた道みち順じゅんは、おぼえるくせがついてる。

　だから、迷まようことなく大だい学がくに、たどりつけたけれど……。

「なにこれ……」

　大だい学がくの大おおきな門もんのまわりには、学がく生せいらしき人ひとだかりができていて、簡かん単たんに近ちかよれそうにない。

　しかも、門もんの前まえには、制せい服ふくを着きた警けい官かんが５人にんほど立たっていて、黄き色いろいテープをはって、大だい学がくに出で入いりできないようにしている。

　こんなの、なにかあったのはまちがいない。

　それがケイのメッセージと、きっと関かん係けいあることも。

　だけど、この様よう子すだと、正しょう面めんから入はいるのはむずかしいよね。

　なにかあった現げん場ばには、警けい察さつがもっとたくさんいるはずだし。

　大だい学がくは春はるが丘おか学がく園えんより、数すう倍ばいの広ひろさがありそうだから、べつの場ば所しょから忍しのびこむことはできそうだけど……。

　忍しのびこんだあとに、なにかあった場ば所しょに近ちかづけるかが問もん題だいなんだよね。

　そう考かんがえていると、

「あれ、アスカじゃない？」

　きき覚おぼえのある声こえに、わたしはびっくりしてふりかえる。

　え、うそ……！

　どうして、ここにいるの？

　わたしは目めを丸まるくする。

　そこには、つい最さい近きんいっしょに旅りょ行こうにいったばかりの、探たん偵ていの深ふか沢ざわ七な音おが立たっていた。







　　　　４　恭きょう也や様さまからの指し令れい
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「なるほど。それは緊きん急きゅう事じ態たいのようだね」

　おれから桜さくら子このメッセージの話はなしをきいた恭きょう也や様さまが、真しん剣けんな顔かおで言いう。

「ですが、あくまで個こ人じん的てきなことなので……」

　桜さくら子このことは、あくまでも、おれ個こ人じんの問もん題だいだ。

　勝かっ手てな行こう動どうはできない。

「そうでもない」

　恭きょう也や様さまが、首くびを横よこにふる。

「ここ最さい近きんおれが動うごきを追おっていた、タキオン傘さん下かの下か部ぶ組そ織しきに、妙みょうな動うごきがあってね。だれかの誘ゆう拐かいを企くわだてていたようなんだ。そして、この彼かの女じょが出で入いりしている大だい学がくに、やつらのターゲットがいた可か能のう性せいがある」

「誘ゆう拐かいを？　……まさかこのメッセージと、関かん係けいがあるとおっしゃるんですか？」

　おれは、恭きょう也や様さまにたずねる。

「可か能のう性せいの話はなしだよ。緊きん急きゅう事じ態たいを知しらせるメッセージと、タキオンが不ふ穏おんな動うごきをしていた場ば所しょに出で入いりしていたこと。２つが重かさなるのなら、疑うたがうぐらいはするだろう」

　そうはいっても、恭きょう也や様さまがなんの確かく信しんもないものを、結むすびつけて話はなすとは考かんがえにくい。

　なにかしらの関かん係けいがあると、考かんがえているのだろう。

　桜さくら子こが、タキオンの下か部ぶ組そ織しきにねらわれることが、あり得うるだろうか？

　ない、とも言いいきれない。

　前まえのときには、タキオンの幹かん部ぶ・ファルコンとの戦せん闘とうの場ばにいあわせている。

　無む関かん係けいとは言いえない。

「マサキは彼かの女じょの話はなしになると、冷れい静せいさを欠かくじゃないか」

　恭きょう也や様さまが、ニヤリと笑わらう。

「い、いえ、そんなことは……」

　おれは、あわてて答こたえる。

「自じ覚かくがないなら、それは覚おぼえておいたほうがいい。──おれたちにとって、それは命とりになる。文も字じどおりにね」

　恭きょう也や様さまが、ふっと真ま顔がおになって言いう。

「──肝きもに銘めいじておきます」

　たしかに、恭きょう也や様さまの言いうとおりだ。

　この「裏うらの世せ界かい」に身みをおくかぎり、弱よわみは少すくないほうがいい。

　桜さくら子こがおれの「弱よわみ」なのかは、自じ分ぶんでもよくわからないが。

「ともかく、うたがわしいことがあるのは事じ実じつだ。そこで、マサキに調ちょう査さにむかってほしい」

「……よろしいのですか？」

「あくまで、タキオンの下か部ぶ組そ織しきに不ふ穏おんな動うごきがあるから、その調ちょう査さだ。なにもやましいことはないだろう？」

　恭きょう也や様さまはそう言いうが、おれに自じ由ゆうに調ちょう査ささせるための、心こころづかいの気き持もちがあるのは、見みてわかる。

　ただ、調ちょう査さが必ひつ要ようなことも事じ実じつのはずだ。

　下か部ぶ組そ織しきとはいえ、タキオンの動うごきをノーマークで放ほう置ちしておくわけにはいかない。

　なら、これ以い上じょう質しつ問もんを重かさねるのは、恭きょう也や様さまの気き持もちを無む下げにすることになる。

「かならずタキオンの下か部ぶ組そ織しきの動うごきを、つかんでまいります」

　おれは、うやうやしく片かた膝ひざをついて、恭きょう也や様さまの命めい令れいを受うける。

「たのんだ。……もちろん、その場ばに誘ゆう拐かいされた人にん間げんがいれば、助たすけるのは問もん題だいないからね」

　恭きょう也や様さまはそう言いって、片かた目めをつぶる。

「……はっ！」

　やはり、この方かたには、かなわないな。

　これでおれは、正せい式しきに恭きょう也や様さまの命めい令れいで、桜さくら子この身みになにがおきたのか調ちょう査さしにいくことができ、しかもなにかあれば、助たすけることもできる。

　それにおれが抵てい抗こうを感かんじないように、「命めい令れい」として処しょ理りしてしまったのだ。

　恭きょう也や様さまがメッセージの話はなしをきいてから、まだ10分ぷんたつかどうか。

　その間あいだに、ここまでの道みち筋すじを見みきわめていたのだとしたら……。

　やはりおれが、恭きょう也や様さまにお仕つかえできることは、この身みにあまる光こう栄えいだと思おもう。

「それでは準じゅん備びにとりかかりますので、失しつ礼れいいたします」

「成せい果かを期き待たいしているよ」

　おれは部へ屋やを退たい室しつすると、調ちょう査さにいく準じゅん備びをはじめる。

　恭きょう也や様さまから情じょう報ほうを得えて、不ふ穏おんな動うごきのあるという、タキオンの下か部ぶ組そ織しきの場ば所しょはきいている。

　しかし、いまもそこにいるかどうかはわからない。

　ねらわれている可か能のう性せいがあるという、大だい学がくのほうがいいか。

「とにかく、いってみるしかないか」

　おれは、スマホの画が面めんを見みつめる。

『タ　ス　ケ　テ』の桜さくら子こからのメッセージ。

「無ぶ事じでいろよ」

　おれは小ちいさくつぶやくと、調ちょう査さを開かい始しした。







　　　　５　高こう校こう生せい探たん偵てい・深ふか沢ざわ七な音お
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「ど、どうして七な音おさんが、ここに？」

　わたしは、とつぜんあらわれた七な音おに、びっくりして目めを丸まるくする。

「どうしてって、事じ件けんがあるところに探たん偵ていがいるのはふつうでしょ？」

　七な音おは、まわりの様よう子すを見みまわして言いう。

　いわれてみれば、それもそうだ。

　だけど、そうなると響ひびきもいっしょに？

　キョロキョロしていると、

「響ひびきなら、ここにはきてないわ。いま、べつの事じ件けんを追おっていてね。こっちにはむかえそうにないって」

　七な音おが、わたしの考かんがえを察さっして答こたえてくれる。

「そうですか……」

　ほっとしたような、たのみのつなが１つ減へってしまったような、複ふく雑ざつな気き持もちだ。

「それで、アスカはどうしてここにいるの？　大だい学がくって、中ちゅう学がく生せいにはかなり縁えん遠どおい場ば所しょだと思おもうけど？」

　七な音おが、探さぐるようにわたしを見みてくる。

　うっ……。それはそうだよね。

　ぐうぜんとおりかかるにも、家いえから遠とおすぎるし。

　そもそも、ウソなんてついても、七な音おならすぐに見み破やぶってきそう。

　ケイがこの大だい学がくの研けん究きゅう室しつに出で入いりしているのは、ちょっと調しらべたら、すぐにわかることだし。

　ケイもとくに、かくしてないことだから、伝つたえてもいいはずだ。

「じつは、ケイがここの大だい学がくの研けん究きゅう室しつっていうところに、いっているんです」

　わたしは、正しょう直じきに話はなす。

「えっ!?　ほんとに？」

　七な音おは、予よ想そう外がいだったのか、目めを見み開ひらいておどろいている。

　まずいことを言いっちゃったかな!?

　七な音おの、あまりのおどろき方かたに、わたしは心しん配ぱいになってくる。

「は、はい。教きょう授じゅさんからよばれてるっていう話はなしですけど……」

「そっか……彼かれはただ者ものじゃないとは思おもってたけど、そこまでだったんだ」

　七な音おは、勝かっ手てに１人ひとりで何なん度どもうなずいている。

　……大だい丈じょう夫ぶ……みたい？

　七な音おの様よう子すは、わたしやケイを疑うたがっているというよりは、ただケイが研けん究きゅう室しつっていうところにきてることを、おどろいてるだけみたいだ。

　大だい学がくの研けん究きゅう室しつって、そんなにすごいところなのかな？

「そういうことなら、彼かれが事じ件けんと無む関かん係けいじゃない可か能のう性せいもあるわね。……アスカ、ちょっとこっちにきて」

　七な音おは、わたしの手てをひっぱって、人ひとが混こみあう正せい門もんからはなれる。

　大だい学がくのまわりにそって歩あるき、途と中ちゅうを右みぎに曲まがってさらに歩あるいていく。

「どこにいくんですか？」

　正せい門もんからどんどんはなれていく、七な音おにたずねる。

「ここよ」

　七な音おは、小ちいさな出で入いり口ぐちをしめす。

　そこには警けい察さつ官かんが２人ふたり立たっていて、ほかに人ひとはいない。

　普ふ段だんはかぎられた人ひとしか使つかわない出で入いり口ぐちなのか、大だい学がく生せいたちも気きづいていない場ば所しょみたい。

　ジロリと警けい察さつ官かん２人ふたりが、七な音おとわたしを見みる。

「探たん偵ていの、深ふか沢ざわ七な音おです。猿さる渡わたり警けい部ぶからの要よう請せいで、ここにきました」

　七な音おが視し線せんを気きにした様よう子すもなく、堂どう々どうと警けい察さつ官かんにつげる。
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　警けい察さつ官かんは、少すこしびっくりした顔かおで、手てもとの手て帳ちょうを開ひらいて確かく認にんしている。

「し、失しつ礼れいいたしました。おききしています。……あの、そちらのお嬢じょうさんは？」

　警けい察さつ官かんがわたしを見みる。

　うっ……。

　いまはレッドじゃないけど、警けい察さつ官かんにジロジロ見みられるのは、落おちつかない気き分ぶんだよ。

「この人ひとは捜そう査さ協きょう力りょく者しゃです。中なかではあたしがついていますので」

　七な音おは、おとなびた口く調ちょうで、きっぱりと答こたえる。

「そうですか。わかりました。どうぞ中なかへお入はいりください」

　警けい官かんはあっさりと、七な音おとわたしを小ちいさな出で入いり口ぐちから、大だい学がくの中なかへととおしてくれる。

「すごいですね。警けい察さつの人ひとにも知しられてるなんて」

「響ひびきにくらべたら、たいしたことないけどね。知しりあいの警けい部ぶさんが事じ件けんの担たん当とうだから、話はなしがつうじているだけ。関かん係けいのない事じ件けんに首くびをつっこんだら、ふつうに邪じゃ魔ま者ものあつかいだもの」

　七な音おは肩かたをすくめる。

　探たん偵ていといっても、どこでも歓かん迎げいされるわけじゃないらしい。

　そう考かんがえると、響ひびきが特とく別べつな存そん在ざいなのかもしれない。

　警けい察さつに協きょう力りょくを求もとめられるんだから、七な音おだって十じゅう分ぶんすごいと思おもうんだけど。

「事じ件けん現げん場ばはこっちよ」

　七な音おに案あん内ないされて、わたしは大だい学がくを進すすんでいく。

　大だい学がく生せいのすがたはなく、ガランとしている。

　芝しば生ふや木き々ぎがつづく自し然ぜんの中なかに、大おおきな建たて物ものが、いくつもならんでいる。

　春はるが丘おか学がく園えんも、大おおきいと思おもったけど、大だい学がくは学がっ校こうっていう感かんじがしないぐらい大おおきい。

　公こう園えんみたいなところもあるし、２～３階がい建だての建たて物ものも見みえるだけでも10近ちかくもならんでいて、普ふ段だんならたくさんの人ひとがいるのが、想そう像ぞうがつく。

「ここで、なにがあったんですか？」

　わたしは、七な音おにきく。

「誘ゆう拐かい事じ件けんよ。……あたしの推すい理りどおりなら、だけど」

「やっぱり……」

「やっぱり？」

　七な音おが、意い外がいそうな顔かおをする。

「そういえば、うっかりしていたけど、どうしてアスカは、この大だい学がくでなにかあったと思おもったの？　ニュースを見みてからきたにしては、早はやすぎるわよね？」

「じつは、ケイからこういうメッセージがきて」

　わたしは、七な音おにケイからのメッセージを見みせる。

　ケイのことだから、わたし以い外がいの人ひとに見みられることも計けい算さんに入いれているだろうから、大だい丈じょう夫ぶなはずだ。

　それに、もしこのスマホを警けい察さつに預あずけなきゃいけないようなことがあっても、レッドのことがバレるようなやりとりは、一いっ切さいしていないし。

「なるほどね。このメッセージだと、おそらく彼かれも事じ件けんの被ひ害がい者しゃである可か能のう性せいが高たかいわね」

「被ひ害がい者しゃ……」

　想そう像ぞうしていたとはいえ、言こと葉ばにされると胸むねにずしんとくる。

　ケイは無ぶ事じなのかな。

　大だい学がくの奥おくにいくと、警けい官かんと刑けい事じが20人にん以い上じょういて、せわしなく動うごきまわっている。

　ふつうの状じょう態たいじゃないのは、一ひと目めでわかる。

「深ふか沢ざわ七な音おです。猿さる渡わたり警けい部ぶはいますか？」

　七な音おが見み張はりをしている、年ねん配ぱいの制せい服ふく警けい官かんに声こえをかける。

　となりには、若わかい警けい官かんもいる。

「あなたが……！　は、はい。いま、警けい部ぶをおよびして……」

「その必ひつ要ようはないぞ。きてくれたね、七な音おくん」

　40～50代だいの男おとこの人ひとが、奥おくの建たて物ものからすがたを見みせる。

　たしか、猿さる渡わたり警けい部ぶだっけ。

　響ひびきが警けい察さつに追おわれたときにも会あったし、この前まえの理り央お先せん輩ぱいが企き画かくした旅りょ行こうの事じ件けんのときにも、ちらりと事じ情じょうをきかれたりしたから、覚おぼえてる。

　響ひびきや七な音おとは知しりあいみたいだったもんね。

　この警けい部ぶさんが事じ件けんの担たん当とうだから、七な音おがよばれたって感かんじかな？

「事じ件けん解かい決けつのための協きょう力りょくをといわれれば、もちろん。それにそうでなくても、あたしが動うごく理り由ゆうはありましたから」

「ん？　そうなのか。ところで、そのとなりの少しょう女じょはたしか……」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、けげんそうにわたしを見みる。

「捜そう査さ協きょう力りょく者しゃの紅こう月づきアスカさんです。この前まえの事じ件けんでも、少すこし顔かおをあわせてますよね」

　七な音おが、説せつ明めいする。

　わたしはぺこりと頭あたまを下さげる。

「ああ。覚おぼえているよ。しかし。捜そう査さ協きょう力りょく者しゃか。七な音おくんがそう言いうなら、必ひつ要ような協きょう力りょく者しゃなんだろうな。うん、七な音おくんがいっしょにいることを条じょう件けんに、出で入いりを許きょ可かしよう」

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、あっさりと許きょ可かを出だす。

　思おもった以い上じょうに、七な音おは信しん頼らいされているみたい。

「ありがとうございます。それに、彼かの女じょからの情じょう報ほうは、警けい察さつにとっても有ゆう益えきだと思おもいますよ」

「それはどういう意い味みだ？」

「くわしくは中なかで話はなします。現げん場ばには入はいれますか？」

「ああ。現げん場ば検けん証しょうはすんでいる」

「なら、いきましょうか。アスカ、中なかを見みたいでしょ？」

　七な音おがわたしをちらりと見みて、こちらにくるようにうながす。

「はい！」

　どうやら、話はなしがまとまったみたい。

　まわりには警けい察さつ官かんが、あちこちをうろうろしている。

　レッドとバレていないとはいえ、こういう中なかをいくのは緊きん張ちょうするんだよね。

　でも、ケイの手てがかりを得えるためだし、がんばらないと！

　わたしは、七な音おと猿さる渡わたり警けい部ぶのあとを追おって、建たて物ものの中なかに入はいっていった。







　　　　６　彼かの女じょは、まきこまれ体たい質しつ？
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　おれは、人ひとだかりができている大だい学がくの正せい門もん前まえを見みて、小ちいさく舌した打うちする。

　ここは桜さくら子こがかよっている、研けん究きゅう室しつがある大だい学がくだ。

　もちろん、桜さくら子こがこの大だい学がくの研けん究きゅう室しつに出で入いりしているのは知しっていた。

　メッセージがきたのは、その研けん究きゅう室しつにいる時じ間かんだということも。

　恭きょう也や様さまの言こと葉ばもあったから、最さい初しょにきてみたんだが……。

　どうやら、いやな予よ感かんは当あたったらしい。

　警けい察さつ官かんのすがたもある、ということは事じ件けんでまちがいないだろう。

　おれは正せい門もんからきびすをかえすと、大だい学がくのまわりにそって歩あるいていく。

　正せい門もんからはなれていくほど、人ひと気けがなくなっていく。

　……このあたりなら、よさそうか。

　まわりに人ひとがいないことを確かく認にんすると、目めの前まえの３メートルほどあるフェンスを見みる。

　大だい学がくのまわりは、防ぼう犯はんのために出で入いり口ぐち以い外がいは、この高たかいフェンスがはられているらしい。

　たしかに、あるていどの防ぼう犯はんには、なるだろう。

「……あるていど、ならな」

　地じ面めんをけると、フェンスの中ちゅう央おうあたりまでジャンプして、かるくフェンスに手てをかける。

　そこからもう一いち度どいきおいをつけて、フェンスを飛とび越こえる。


トンッ



　わずかな足あし音おとで着ちゃく地ちすると、かがんだ姿し勢せいのまま、まわりを見みまわす。

　木き々ぎにかこまれている場ば所しょを選えらんだこともあって、だれにも見みつからなかったようだ。

　もうそろそろ、薄うす暗ぐらくもなっているし、フェンスを人ひとが飛とび越こえると思おもわないだろうから、見みられても問もん題だいはないが。

　おれは立たちあがると、バッグからすばやく変へん装そう道どう具ぐをとりだして、変へん装そうをすませる。

「まあ、こんなものか」

　準じゅん備びしてきた、制せい服ふく警けい察さつ官かんのすがたに変へん装そうしたおれは、堂どう々どうと大だい学がくの構こう内ないを歩あるきだす。

　このかっこうで、大だい学がくの敷しき地ち内ないにいたら、まずうたがわれることはない。

「とにかく、桜さくら子この身みになにがあったのか、知しらないとな」

『タ　ス　ケ　テ』が、どういう意い味みなのか。

　それを知しるには、現げん場ばをおさえている、日に本ほんの警けい察さつの捜そう査さをたよったほうが正せい確かくだろう。

　おれは、警けい察さつ官かんが多おおくいるほうにむかって歩あるいていく。

　大だい学がくの中なかでも、かなり奥おくのほうが現げん場ばらしい。

　進すすんでいくと、どんどんと警けい察さつ官かんの数かずが増ふえている。

　おれは、警けい察さつ官かんにまぎれて、警けい備びをしているふうをよそおう。

　それにしても、警けい察さつ官かんの数かずが多おおい。

　制せい服ふく警けい官かんと私し服ふく警けい官かんが、40～50人にんはいる。

　それにくわえて、鑑かん識しきなどの科か学がく捜そう査さ班はんもきているから、かなり大おおがかりな捜そう査さだ。

　おれは、近ちかくを警けい備びしている年ねん配ぱいの制せい服ふく警けい官かんに近ちかづいていく。

「失しつ礼れいします。さきほど合ごう流りゅうしたばかりなんですが、昼ひる間まの大だい学がくでどんな事じ件けんがおきたんですか？これだけの数かずがきているということは、大だい事じ件けんだったりするのでしょうか？」

　おれは若わか手て警けい官かんをよそおいつつ、年ねん配ぱいの警けい官かんにたずねる。

「くわしいことはわからないが、どうやら何なに者ものかが大だい学がくの研けん究きゅう室しつを襲しゅう撃げきし、北きた澤ざわ教きょう授じゅなど関かん係けい者しゃを連つれ去さったらしい。連つれ去さったというのは、現げん場ばにいないことから判はん断だんしているにすぎないそうだが」

　年ねん配ぱいの警けい官かんが、ていねいに答こたえる。

　おれのことを警けい官かんだと思おもって、うたがっていないようだ。

「そんなことが？　目もく的てきはなんなんですか？」

「それがわかれば、捜そう査さは進しん展てんしているだろう。金かね目もく的てきとは考かんがえにくいし、恨うらみがあったにしてはねらわれた人にん間げんが多おおすぎる」

「多おおいといっても、残のこされた人ひとはいるのでは？」

　研けん究きゅう室しつの人にん数ずうがどれぐらいかはわからないが、全ぜん員いんが常つねに研けん究きゅう室しつ内ないにいるわけではないだろう。

「そのとき研けん究きゅう室しつにいた人にん間げんは、全ぜん員いん連つれ去さられたらしい。運うんよく、研けん究きゅう室しつの外そとに出でていた学がく生せいが、もどってきて異い常じょう事じ態たいに気きづき、通つう報ほうしてきたぐらいだからな」

　おれは、かすかにまゆをひそめる。

「でも、まだ夕ゆう方がたなら大だい学がく内ないには学がく生せいもいたはずですよね？　目もく撃げきしていないんですか？」

「この現げん場ばは、大だい学がくの敷しき地ち内ないのかなり奥おくにあるだろう。普ふ段だん、このあたりにはあまり学がく生せいはこないそうなんだ。それこそ、この研けん究きゅう室しつの人にん間げんぐらいしかな」

「その研けん究きゅう室しつの名な前まえはなんていうのですか？　なんの研けん究きゅうをしていたとか」

「北きた澤ざわ研けん究きゅう室しつといったはずだ。なんの研けん究きゅうかまではきいていないな。きいても、わからないだろうがな」

　年ねん配ぱいの警けい官かんが、すらすらと教おしえてくる。

　どうやら、警けい備びで立たっているだけで、ヒマをしていたようだ。

　それにしても……。

　北きた澤ざわ研けん究きゅう室しつは、桜さくら子こがかよっていた研けん究きゅう室しつでまちがいない。

　そして、この時じ間かんなら桜さくら子こは研けん究きゅう室しつにいたはずだ。

　目もく的てきは不ふ明めいだが、その襲しゅう撃げき犯はんがタキオンの下か部ぶ組そ織しきの人にん間げんだとして、桜さくら子こはいっしょに連つれ去さられたと考かんがえていい。

　おれは、頭あたまをかかえたくなる。

　あいつは、まきこまれ体たい質しつでもあるのか？

　まあ……それだけ目めにつく才さい能のうを持もちあわせている、ということか。

　ふつうの高こう校こう生せいなら、この時じ間かんに大だい学がくの研けん究きゅう室しつにいるなんて、ほぼあり得えないことなんだから。

　問もん題だいはこのあとだな。

　最さい低てい限げんの情じょう報ほうは手てに入はいった。

　これ以い上じょうの情じょう報ほうをここで探さぐるか、どうするか。

　……ん？

　考かんがえていると、正しょう面めんから知しった顔かおが歩あるいてくる。

　あれは……怪かい盗とうレッドの片かた割われの、紅こう月づき飛鳥あすかか。

　なんで、あいつが？

　しかも、となりにいるのは深ふか沢ざわ七な音おだ。

　ドイツ帰がえりの高こう校こう生せい探たん偵ていで、ドイツにいたころ、数かず々かずの事じ件けんを現げん地ちの警けい察さつと協きょう力りょくして解かい決けつしている。

　おれたちにとっては、白しら里さと響ひびきとならぶ警けい戒かい対たい象しょうだ。

　なんで、そんなやつと紅こう月づきアスカがいっしょに？

　不ふ可か解かいに思おもいつつも、気きづかないふりをして、こちらにむかってくるアスカと七な音おに対たい応おうする。

「深ふか沢ざわ七な音おです。猿さる渡わたり警けい部ぶはいますか？」

　七な音おが、年ねん配ぱいの警けい官かんに話はなしかける。
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　年ねん配ぱいの警けい官かんが案あん内ないする前まえに、やってきた刑けい事じといっしょに、アスカと七な音おは現げん場ばの研けん究きゅう室しつにむかっていく。

　どういう流ながれかはわからないが、あいつらも捜そう査さにきたようだ。

　アスカと七な音おの動うごきが気きにはなるが……深ふか追おいは禁きん物もつだな。

　もしあやしまれたりしたら、めんどうだ。

　ここで問もん題だいをおこしたら、警けい察さつの捜そう査さの邪じゃ魔まになるだろう。

　警けい察さつからすれば、おれも襲しゅう撃げき者しゃもあやしいことには変かわりない。

　おれの捜そう査さに人ひとがさかれて、襲しゅう撃げき者しゃの捜そう査さが遅おくれるのはまずい。

　日に本ほんの警けい察さつの捜そう査さは、タキオンの下か部ぶ組そ織しきも、警けい戒かいしているだろう。

　とくに、いまの警けい視し総そう監かんは有ゆう能のうなようだしな。

　警けい戒かいさせておけば、こちらへの注ちゅう意いはいくらかそらせるはずだ。

　なら、おれはこの場ばは引ひきあげて、べつのルートから探さぐるとするか。

　おれはスマホをとりだし、連れん絡らくがあったふりをしてから、

「すみません、先せん輩ぱい。正せい門もんから応おう援えんによばれたので、いってきます」

「ああ、がんばれよ」

　まったく疑うたがう様よう子すなく、年ねん配ぱいの警けい官かんはおれを送おくりだす。

　おれは正せい門もんにむかいつつ歩あるくと、途と中ちゅうで方ほう向こうを変かえる。

　さっきの木き々ぎが目めかくしになっている場ば所しょにいくと、人ひとがいないことを確かく認にんして、警けい官かんの制せい服ふくを着き替がえる。

「よっと」

　フェンスを乗のりこえると、なにごともなかったように道どう路ろに着ちゃく地ちする。

「さてと。さらっていったのなら、すぐには危き険けんはないと思おもうが、桜さくら子こがおとなしくしているとはかぎらないからな。いそぐか」

　おれは大だい学がくに背せをむけて、歩あるきだした。







　　　　７　七な音おと桜さくら子この意い外がいなつながり
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　猿さる渡わたり警けい部ぶの案あん内ないで、わたしと七な音おは、ケイがきていたという研けん究きゅう室しつの中なかに入はいる。


ヒュッ



　部へ屋やの中なかを見みたわたしは、思おもわず息いきをのむ。

　書しょ類るいらしき紙かみが床ゆかに飛とび散ちり、なにかの機き械かいが倒たおれ、イスや机つくえが横よこ倒だおしになっている。

　これだけ荒あれているということは、この部へ屋やの中なかで、かなりの争あらそいがあったっていうことだ。

　ケイは…………ここにいた人ひとたちは、無ぶ事じなのかな……。

　心こころの中なかに、不ふ安あんが広ひろがっていく。

「それで彼かの女じょは、どういった捜そう査さ協きょう力りょく者しゃなんだ？」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、わたしを見みる。

「この事じ件けんの被ひ害がい者しゃの、親しん族ぞくです」

　七な音おがかわりに答こたえる。

「被ひ害がい者しゃの親しん族ぞく？　しかし、それだけでは……」

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、いぶかしげな顔かおをする。

「アスカ。猿さる渡わたり警けい部ぶに、さっきのメッセージを見みせてあげてくれる？」

「わかりました……これです」

　七な音おにたのまれ、わたしはトークアプリを開ひらいて、ケイからのメッセージの画が面めんを表ひょう示じさせたスマホを差さしだす。

「これは……！　被ひ害がい者しゃからの、襲しゅう撃げきされたときのメッセージか！」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、食くい入いるように、わたしのスマホを見みる。

「そう。被ひ害がい者しゃの中なかに、紅こう月づき圭けいという少しょう年ねんはいるわよね？」

　七な音おが、猿さる渡わたり警けい部ぶにたずねる。

「ああ……さきほど確かく認にんがとれたばかりだが、この研けん究きゅう室しつに特とく別べつに出で入いりしている、中ちゅう学がく生せいだ」

「あたしも知しりあいなんだけど、そのいとこが、この紅こう月づきアスカなの。そのメッセージを受うけとって、あわててかけつけてきたっていうわけ」

　七な音おが、わかりやすく説せつ明めいする。

「なるほどな。しかし、この送おくり主ぬしは、襲しゅう撃げきのさなかで、よく冷れい静せいにメッセージを送おくってくることができたな」

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、首くびをかしげる。

　たしかに……。

　ケイだからって変へんにまったく思おもわなかったけど、ふつうに考かんがえたら冷れい静せいすぎるよね。

　大だい丈じょう夫ぶかな？　うたがわれたりとか……。

　そんなことを思おもっていると、七な音おが急きゅうにあきれた顔かおをする。

「考かんがえてみてよ、警けい部ぶ。大だい学がくの研けん究きゅう室しつに出で入いりしている中ちゅう学がく生せいが、ただ者ものなわけないでしょう？」

「それもそうか」

　七な音おの言こと葉ばに、猿さる渡わたり警けい部ぶはあっさりとうなずく。

　七な音おは、よっぽどこの警けい部ぶさんから信しん用ようされているみたい。

　いまのやりとりだけで、ケイへのうたがいは消きえたみたいだし。

「しかし、誘ゆう拐かいということは、やはり連つれ去さりが目もく的てきという、捜そう査さ本ほん部ぶの見み方かたはまちがってなさそうだな」

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、あごに手てをあてて、難むずかしい顔かおをする。

「警けい部ぶ。それと、もう１つ確かく認にんしたいことがあるんだけど」

「なんだ？」

「被ひ害がい者しゃの中なかに、宇う佐さ美み桜さくら子こという高こう校こう生せいの女おんなの子こはいる？」

　ん？　高こう校こう生せいの女おんなの子こ？

　わたしは、七な音おがとつぜん出だしてきた名な前まえに、きき覚おぼえがなくて、きょとんとする。

「いるな。この研けん究きゅう室しつに特とく別べつに出で入いりしていた外がい部ぶの者ものは２名めい、紅こう月づき圭けいくんと、もう１人ひとりは高こう校こう生せいで研けん究きゅう室しつに出で入いりしている宇う佐さ美み桜さくら子こさんだ」

「やっぱりね……」

　猿さる渡わたり警けい部ぶの答こたえに、七な音おは顔かおをしかめる。

　宇う佐さ美み桜さくら子こってだれだろう？

　七な音おの知しりあいっぽい口くちぶりだけど。

「知しりあいかね？」

「同どう級きゅう生せいよ。クラスはちがうけれど……『友とも達だち』だと、あたしは思おもってるわ」

　七な音おがうなずく。

「そうだったのか。だが捜そう査さには……」

「私し情じょうは持もちこまないわ。目めがくもるもの。被ひ害がい者しゃを無ぶ事じに助たすけだす。そのために全ぜん力りょくをつくすだけよ」

「念ねんを押おすまでもなかったな。なら、さっそくだが、事じ件けんについてこちらでわかっていることを話はなそう」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、研けん究きゅう室しつを見みまわす。

「現げん場ばは、この研けん究きゅう室しつだ。時じ間かんは夕ゆう方がた５時じすぎ。さっきのメッセージをふまえて考かんがえると、５時じ10分ぷんぐらいになるか。研けん究きゅう室しつで、研けん究きゅうをしていた北きた澤ざわ教きょう授じゅをふくめた、大だい学がく生せいや研けん究きゅう協きょう力りょく者しゃなど13名めいが、襲しゅう撃げきにあった。鑑かん識しきからの報ほう告こくでは、ろう下かからと、窓まど側がわの両りょう方ほうに侵しん入にゅうのあとがあることから、両りょう側がわからほぼ同どう時じに襲しゅう撃げきされたと考かんがえられる」

「ずいぶん大おおがかりね」

　七な音おは言いいながら、研けん究きゅう室しつの中なかに視し線せんをめぐらせてる。

「13名めいも同どう時じに連つれ去さったことから、襲しゅう撃げき者しゃの人にん数ずうは少すくなくとも10人にん以い上じょうと考かんがえられる」

「それだけの人にん数ずうでの争あらそいがあったっていうのに、この研けん究きゅう室しつはきれいなほうですね」

　わたしは感かんじたことを、つい口くちにだしてしまう。

　その言こと葉ばに、猿さる渡わたり警けい部ぶがびっくりした顔かおで、わたしを見みている。

　な、なにかまずいことを、言いっちゃったかな。

「──この現げん場ばを見みたら、ふつうは『荒あれてる』って感かんじると思おもうけどね」

　七な音おが、おもしろそうにわたしを見みてる。

　そ、そっか！

　レッドの経けい験けんで、つい不ふ自し然ぜんに思おもっちゃったけど、ふつうに考かんがえたらいまの研けん究きゅう室しつは、十じゅう分ぶんに荒あれているよね。どうしよう……。

「そ、そうですか？　でも、20人にん以い上じょうが暴あばれたにしては、机つくえの上うえのパソコンとかは無ぶ事じみたいですし……」

　なんとか、言いいわけをしぼりだす。

「よく見みているね。うむ、おそらく研けん究きゅう室しつ内ないにいた人にん間げんで、抵てい抗こうできたのは数すう人にんだけなのだろう。予よ期きしていないことに、とっさに体からだが動うごく人にん間げんなどそうはいないし、さらに襲しゅう撃げき者しゃたちが手て慣なれていれば、暴あばれそうな人にん間げんから先さきに押おさえこむからな」

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、感かん心しんしたようにわたしを見みて言いう。

　どうやら、うたがわれたわけじゃなくて、素人しろうとのわたしが気きづいたことに、単たん純じゅんにびっくりされただけみたい。

　心こころの中なかで、ほっと息いきをつく。

　やっぱり、警けい察さつを相あい手てに話はなしをするのは、心こころが休やすまらないよ。

「手て慣なれているっていうことは、捜そう査さ本ほん部ぶは組そ織しき的てきな犯はん行こうをうたがってるの？」

　七な音おが確かく認にんする。

「そうだ。これだけの人にん数ずうを連つれ去さるのに、訓くん練れんもしていない人にん間げんではむずかしいだろう、というのが捜そう査さ本ほん部ぶの考かんがえだ。連つれ去さるときも目もく撃げき者しゃはおらず、あやしい車くるまが数すう台だい、大だい学がく周しゅう辺へんから走はしり去さるのを目もく撃げきした人ひとがいるぐらいだ」

「組そ織しき的てきというのには同どう意い見けんだけど、そんな組そ織しきに、この研けん究きゅう室しつがねらわれた、その理り由ゆうが気きになるわね……。金きん銭せん目もく的てきなら、北きた澤ざわ教きょう授じゅ１人ひとりだけをねらうだろうし。それに、教きょう授じゅがみんな特とく別べつにお金かね持もちってわけでもないから、組そ織しきがかりでねらうのは、なにかおかしい。となると、考かんがえられるのは────『この研けん究きゅう室しつ自じ体たい』かしらね」

　七な音おは腕うでを組くんで、推すい理りを口くちにする。

「研けん究きゅう室しつ自じ体たい、ですか？」

　わたしは、七な音おにきく。

「そう。やつらがほしがったのは、この研けん究きゅう室しつの『頭ず脳のう』というべきかしらね。研けん究きゅう室しつの人にん間げんをまとめて連つれ去さったのも、それならうなずける。つまり犯はん人にんたちは『研けん究きゅう室しつの人にん間げんに、なにかの研けん究きゅうをさせたがっている』ということじゃないかしら？」

「なるほど。捜そう査さ本ほん部ぶでも、それと似にた意い見けんは出でているが、少しょう数すう派はでな。あまりきいたことのない犯はん行こう目もく的てきだからな」

「そうでしょうね。あたしも、こんなことをする犯はん人にんなんて、きいたことないもの」

「それじゃあ、ケイは……連つれ去さられた人ひとたちは、無ぶ事じってことですか？」

　わたしは、どうしても確かく認にんせずにはいられないことを、質しつ問もんする。

「たぶん。たしかなことは、もちろん言いえない。でも、事じ件けんの流ながれを確かく認にんするかぎり、研けん究きゅう室しつの人ひとたちをどうこうするつもりなら、この場ばでやってしまっているはずよ」

　……よかった。

　その言こと葉ばに、わたしはほっと、息いきをつく。

　七な音おだって、すべてが見みえているわけじゃないだろうし、まちがえることもあると思おもう。

　だけど、いまの七な音おの言こと葉ばに、少すこしだけ心こころが楽らくになる。

「いったん現げん場ばから出でましょうか。見みられるところは、確かく認にんできたし」

　七な音おがそう言いって、わたしたちは、現げん場ばの研けん究きゅう室しつの外そとに出でる。

　外そとはもう陽ひが落おちて、暗くらくなってきている。

「アスカは、そろそろ帰かえったほうがいいわ、夜よるになるし。心しん配ぱいだろうけど、なにかわかれば連れん絡らくをするから」

　七な音おが、わたしのほうをむいて言いう。

　情じょう報ほうは手てに入いれられた。だけど、ここから先さき、動うごく手て立だてがない。

　犯はん人にんの組そ織しきを探さぐるのに、あてがなさすぎる。

　でも、七な音おならどうだろう？

　その推すい理り力りょくは響ひびきなみだと思おもう。

　それなら、危き険けんはあるけど、いっしょにいれば敵てきの情じょう報ほうも早はやく手てに入はいるかもしれない。

「あ、あの、七な音おさん！」

　わたしは意いを決けっして声こえをかける。

「なに？　心しん配ぱいなら警けい察さつに送おくってもらうようにも……」

「そうでなくて！　しばらく七な音おさんといっしょに、行こう動どうさせてもらえませんか？　けっしてお邪じゃ魔まはしませんから」

　わたしは、七な音おをまっすぐに見みつめる。

「アスカ……ケイくんが心しん配ぱいなのはわかるけど、これは危き険けんな事じ件けんなのよ？」

「わかってます。だから、七な音おさんの指し示じにはしたがいます。どうか……」

　七な音おは、眉み間けんにしわをよせて、考かんがえている。

　時じ間かんが長ながく感かんじる。

　だけど、実じっ際さいは10秒びょうもなかったんだと思おもう。

「…………わかったわ」

　七な音おがうなずく。

「七な音おくん。いいのか？」

　猿さる渡わたり警けい部ぶがおどろく。

「しかたがないでしょう。こんな表ひょう情じょうで言いわれたら。勝かっ手てに動うごいて危あぶないめにあいそうだもの。だけど、アスカ約やく束そくして。あたしの指し示じにはしたがうこと、あたしが『これ以い上じょうは危き険けんだ』と判はん断だんしたら、すぐに家いえに帰かえること。いい？」

「わかりました！　ありがとうございます」

　わたしは、七な音おに深ふかく頭あたまを下さげる。

「なら、ひとまず捜そう査さ本ほん部ぶのある警けい察さつ署しょにむかいましょうか」

「え……」

　七な音おの言こと葉ばに、思おもわずわたしは声こえをもらす。

「どうしたの、アスカ？」

「い、いえ！　なんでもないです」

　警けい察さつ署しょにいくときいて、苦にが手て意い識しきからつい声こえが出でてしまった。

　レッドじゃなく「わたし」としていくんだから、だ、大だい丈じょう夫ぶだよね。

　車くるまにむかう、七な音おと猿さる渡わたり警けい部ぶに、わたしもついていく。

　ケイ、待まっててね。

　追おいかけて、たどりついてみせるから。







　　　　８　その男おとこ、情じょう報ほう屋やカラス
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　陽ひが落おちて、暗くらくなったビジネス街がい。

　おれは、その中なかの１つのビルを見みあげていた。

　事じ件けんのあった大だい学がくからはなれ、次つぎにきたのが、この場ば所しょだ。

「このビルにいるはずなんだがな……」

　さっきから監かん視ししているが、人ひとの動うごく気け配はいがない。

　おれはしかたなく、ビルに近ちかづいていく。

　裏うらにまわって、人ひと気けがないのを確かく認にんしてから、裏うら口ぐちのドアをピッキングで開あける。

　ビルに入はいると、中なかは薄うす暗ぐらい。

　やはり人ひと気けがない。

　そのまま、階かい段だんをのぼっていき、３階がいにたどりついたところで止とまる。

「……ここか」

　おれはぽつりとつぶやき、３階がいのフロアにある、ドアに手てをかける。

　ガチャリ、とドアを開あけると、暗くらい部へ屋やに豪ごう華かそうなイスとデスクがある。

　そこに、１人ひとりの全ぜん身しん黒くろいスーツの男おとこが、すわっている。

　年ねん齢れいは40代だいぐらいだろう。

　黒くろいスーツには独どく特とくの艶つやがあり、ぱっと見みただけでも高こう級きゅうな仕し立たてだとわかる。おそらく一着ちゃく50万まん円えんは下くだらなそうなものだ。

「────やあ。待っていましたよ、マサキ」

　男おとこが、まったく動どうじる様よう子すを見みせずに、笑えみをうかべる。

「おれがここにくるのも、予よ想そうずみか」

　おれはため息いきをつく。

「それが仕し事ごとですからね」

「情じょう報ほう屋やカラス。ひさしぶりだな」

　おれは、黒くろ服ふくの男おとこ──情じょう報ほう屋やカラスを見みすえながら言いう。

「そちらも、いろいろゴタついていたようでしたからね。『主あるじ』がタキオンからラドロに鞍くら替がえしたり」

　カラスは、ゆかいそうに語かたる。

「口くちのきき方かたには気きをつけろ。いまのあんたを、味み方かただと判はん断だんしたわけじゃないんだ」

「こわいこわい。大だい丈じょう夫ぶですよ、私わたしはいつでも中ちゅう立りつです。でなければ情じょう報ほう屋やなんて、やっていません」

　カラスは両りょう手てをあげて、敵てき意いがないことをしめす。

　──情じょう報ほう屋やのカラス。

　以い前ぜん、よく使つかっていた優ゆう秀しゅうな裏うらの情じょう報ほう屋やだ。

　本ほん当とうの名な前まえは、おれは知しらない。

　下手へたをしたら、知しる者ものはだれもいない可か能のう性せいもある。

　カラスの名な前まえのとおり、いつも真まっ黒くろなスーツすがたで、ひょうひょうとしてつかみどころがないのが、唯ゆい一いつの特とく徴ちょうだ。

　ただ、彼かれからもたらされる情じょう報ほうは正せい確かくで、しかもこまかなことまで調しらべあげてくるので、裏うらの世せ界かいでの信しん用ようは高たかい。

　こいつなら、大だい学がくでの事じ件けんについても、なにかしらの情じょう報ほうをつかんでいると思おもってきてみたが……。

「おれがくることがわかっていたなら、なにを求もとめているのかも、知しっているんだろう？」

「もちろん。大だい学がくでおきた集しゅう団だん誘ゆう拐かい事じ件けんのことでしょう。有ゆう力りょくな情じょう報ほうはあります」

　こともなげにカラスは言いう。

「なにが目もく的てきだ？」

　おれはきく。

「どういう意い味みです？」

「そこまでわかっているなら、おれを誘さそいこむような、こんな待まち方かたはしないだろう。おまえにも、なにか目もく的てきがある。だから、こんな真似まねをした。ちがうか？」

　ビルから人ひとばらいをして、おれがみずからやってくるのを待まつ。

　カラスが、そんなやり方かたをしたことはなかったはず。

　なら、なにか目もく的てきがあると考かんがえるのが自し然ぜんだ。

「話はなしが早はやいのは、助たすかりますよ。私わたしのクライアントがみんなそうだとうれしいんですけどね。……１つ、マサキにたのみたいことがあるんです」

　カラスが、右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびを立たてる。
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「いまはべつの仕し事ごと中ちゅうだ」

「私わたしからの情じょう報ほうの対たい価かだと思おもってほしいですね。それに、このたのみごとをきいてもらえないと、最さい悪あくの場ば合あい、キミは私わたしから情じょう報ほうをききだせなくなりますよ。文も字じどおり、口くちがきけなくされてしまうので」

「命いのちをねらわれているのか？」

　おれはすぐにピンときて、たずねる。

「やっかいなクライアントがいましてね。どうやら、支し払はらいをせずに今こん度ど会あうときに、私わたしを消けすつもりらしい」

　カラスは、命いのちをねらわれているというわりには、笑えみをたやさず、おびえている様よう子すもない。

　まあ、おびえているカラスのすがたなんて、見みたことはないが。

「情じょう報ほうをわたさずに逃にげればいいだろう」

「逃にげるとなると、今こん後ごも私わたしへの支し払はらいを踏ふみ倒たおすクライアントが現あらわれることになります。それはさけたい。腕うで利ききを１人ひとり連つれていって、シンプルに話はなしをつけるのが、わかりやすいのです」

　その腕うで利ききが、おれということか。

「前ぜん例れいをつくらせず、たたきつぶすことで、今こん後ごの仕し事ごとをやりやすくする、ということか」

「正せい解かい。やはり、あなたはのみこみがいいから、話はなしていて楽らくですね。あなたが『主あるじ』に忠ちゅう誠せいを誓ちかっているのでなければ、引ひきぬきたいぐらいです」

「ごめんだな。だが、その対たい価かは引ひき受うけよう。おれも、おまえにいなくなられるのはこまる」

　カラスが情じょう報ほうを持もっているのなら、手てを貸かす以い外がいにない。

　こちらの弱よわみにつけこんできたことは気きに入いらないが、手てを貸かせば情じょう報ほうが手てに入はいるというのは、わかりやすくて助たすかる。

　本ほん来らいなら、カラスへの情じょう報ほうの対たい価かは、かなり高こう額がくだしな。

「そう言いってもらえて、うれしいかぎりですよ。ほかの情じょう報ほう屋やをあたる、なんて言いわれた日ひには、どうしようかと思おもいましたよ」

「そんなこと、まったく思おもっていなかっただろう」

「かもしれませんね」

「食くえないやつだ」

　カラス以い上じょうの情じょう報ほう屋やなんて、そうはいない。

　まして、タキオンの息いきのかかっていない情じょう報ほう屋やは、いまとなっては少すくないだろう。

「たのみについては、くわしくはあとでデータを送おくりますよ。それを見みてください」

「わかった。いまは危き険けんはないのか？」

　おれがいない間あいだに、カラスがやられては意い味みがない。

「私わたしを心しん配ぱいしてくれるのですか？　問もん題だいありませんよ。クライアントの情じょう報ほうはリアルタイムでつかんでいますから」

　ニヤリと笑わらうカラスに、こいつだけは敵てきにしないほうがいい、と心こころの中なかで思おもう。

「なら、おれはいったん引ひきあげる。おれがほしい情じょう報ほうも、しっかりと調しらべておけよ」

「情じょう報ほう屋やカラスの名なにかけて」

　おれは、カラスに背せをむけて部へ屋やを出でる。

　階かい段だんを下おりてビルを出でると、小ちいさく息いきをつく。

　カラスは、身しん体たい的てきには強つよい相あい手てじゃない。

　だけど、面めんとむかって話はなすときのプレッシャーは、剛ごうの者ものとまったく変かわらない。

　強きょう制せい的てきに、脳のうを使つかわせられるような感かん覚かくがある。

「少すこし遠とおまわりになるが、確かく実じつに事じ件けんに近ちかづく手てがかりは得えられるはずだ」

　それが裏うらの世せ界かいで生いきぬいてきた、情じょう報ほう屋やカラスのプライドだろう。

　おれは、まわりを警けい戒かいしてなにもないことを確かく認にんすると、足あしばやにビルから遠とおざかった。







　　　　幕まく間あい２　天てん才さい２人ふたりの推すい理り
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　研けん究きゅう室しつで謎なぞの男おとこたちの襲しゅう撃げきを受うけ、目めかくしをされたと思おもったら、桜さくら子こたちは車くるまに乗のせられた。

　そのまま、１時じ間かんほどだろうか。

　目めかくしを外はずされたときには、知しらない部へ屋やにいた。

　襲しゅう撃げき自じ体たいは乱らん暴ぼうだったけれど、そのあとのあつかいは、こう言いうのも変へんだけれど、ていねいなほうだったと思おもう。

　殴なぐられたり、運はこび方かたが雑ざつだったりは不ふ思し議ぎとなかった。

　そして、押おし込こめられた部へ屋やには、桜さくら子このほかにケイがいた。

　ほかの研けん究きゅう室しつの人ひとたちのすがたはない。

　バラバラにしたのは「みんなでいっせいに抵てい抗こうする」みたいなことをしにくくするためかも。

　部へ屋やは小こぎれいで、簡かん易いベッドにテーブルにイスがそろっていて、トイレのついたユニットバスもある。

　２人ふたりには十じゅう分ぶん以い上じょうの部へ屋やの広ひろさだけれど、逆ぎゃくに部へ屋やがよすぎて、落おちつかない。

　ちょっとしたホテルの部へ屋やみたいだ。

「どこなのかしら、ここ」

「…………」

　桜さくら子この言こと葉ばに、ケイは答こたえない。

　それもそのはずで、ケイは真まっ青さおな顔かおで、さっきもユニットバスにかけこんでいたぐらいだ。

　どうやら車くるま酔よいをしたらしい。

　そういえば、乗のり物もの酔よいがひどいという話はなしを、前まえにきいたことがある気きがする。

「大だい丈じょう夫ぶ？」

「……だ、いじょうぶだ」

　ぜんぜん、大だい丈じょう夫ぶじゃなさそうな調ちょう子しで答こたえがかえってくる。

「ケイは、つかまる前まえに、なにかできた？」

「……いや。警けい戒かいされていたから、動うごけなかった」

「そう……」

　桜さくら子こはマサキにメッセージを送おくったことを話はなすべきか迷まよったけれど、だまっていることにした。

　マサキがどんな人ひとか、彼かれと自じ分ぶんにどんなつながりがあるのか、説せつ明めいするのがむずかしい。

「……車くるまで走はしっていたのは１時じ間かんほどだったから、そこまではなれた場ば所しょじゃないはずだ」

　ケイはさっきの桜さくら子この質しつ問もんに、答こたえてくれたらしい。

　目めかくしされながら、どうやって時じ間かんをはかっていたのか、という疑ぎ問もんがわいたけれど、ケイのことだから、どうにかしたんだろう。

　いま、ケイといっしょでよかった。

　ケイが、まったくいつもどおりの顔かおをしているから。

　だから、自じ分ぶんも冷れい静せいに頭あたまを働はたらかせられる。

「警けい察さつにはもう知しらされているかしら？」

「……あれだけ派は手でにやれば、もう捜そう査さがはじまっていると思おもう」

　それもそっか。

「ガラスも割わっていたし、まだ陽ひも落おちていなかったものね。外そとに出でていた人ひともいたから……」

「……ただ、これだけ手てぎわのいい襲しゅう撃げきと誘ゆう拐かいだと、手てがかりがつかめていないかもしれない」

「そうね。完かん全ぜんに、計けい画かく的てき犯はん行こうって感かんじだし」

　どうやれば、短たん時じ間かんで襲しゅう撃げきと誘ゆう拐かいができるか。

　素人しろうとの桜さくら子こから見みても、計けい算さんされた動うごきだったように思おもう。

「彼かれらの目もく的てきがなにか、ケイにはわかる？　わたしたちまで連つれてこられたってことから、なんとなく想そう像ぞうはつくけれど」

「目もく的てきは、研けん究きゅう室しつそのものだと思おもう」

「そうよね……。それならこの、ていねいなあつかいも、研けん究きゅう室しつのメンバーを丸まるごとさらったことにも、説せつ明めいがつくし」

　北きた澤ざわ教きょう授じゅたちをふくめた、研けん究きゅう室しつそのものの「能のう力りょく」こそが「目もく的てき」。

　そう考かんがえれば、今こん回かいさらわれた理り由ゆうもわからなくはない。

　だれかに恨うらみを持もってるとか、お金かねがほしいというには、あまりに規き模ぼが大おおきすぎる。

　でも、研けん究きゅう室しつの能のう力りょくが目もく的てきなら、わたしたち研けん究きゅう者しゃたちに「協きょう力りょく」させなければいけないわけだから、ていねいなあつかいをするだろう。

　当とう然ぜん、「協きょう力りょく」を拒きょ否ひしたら、おどしたりしてくるだろうから、あくまでも形かたちだけだけど。

　でも、無む意い味みに反はん感かんをいだかせるようなことは、しないつもりじゃないだろうか。

　ただ……。

「ろくな研けん究きゅうを、させられる気きがしないわ」

「こんなことをする連れん中ちゅうだから、当とう然ぜんだろう」

「はあ……」

　桜さくら子こはため息いきをつく。マサキは、きてくれるだろうか。

　襲しゅう撃げきされたときには、かなりの人にん数ずうがいた。敵てきは、集しゅう団だんだ。

　いくらマサキでも、１人ひとりでは危あぶないかもしれない。

　だれかと協きょう力りょくとか、マサキはするのかな？

「主あるじ」とよんでいる人ひとがいることは知しっているし、すがたを見みたこともあるけど、それ以い上じょうのことはわからない。知しろうとしたこともない。

　知しってしまったら……マサキとのいまのこの関かん係けいが、終おわりになってしまう気きがしたから。

　…………誘ゆう拐かいされているっていうのに、なんでこんなことを考かんがえているんだろう。

　桜さくら子こは頭あたまをきりかえる。

　少すこしは、この状じょう況きょうを、自じ力りきでどうにかする方ほう法ほうを考かんがえないとね。







　　　　９　犯はん人にんの足あしどりを追おえ！
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　わたしと七な音おと猿さる渡わたり警けい部ぶは、捜そう査さ本ほん部ぶがあるという警けい察さつ署しょに、やってきていた。

　目め立だたないほうがいいという判はん断だんで、覆ふく面めんパトカーを猿さる渡わたり警けい部ぶが運うん転てんして、連つれてきてくれたんだ。

　大おおきな建たて物ものの警けい察さつ署しょに入はいると、猿さる渡わたり警けい部ぶを先せん頭とうに進すすんでいく。

　猿さる渡わたり警けい部ぶの顔かおが知しられているのか、高こう校こう生せいと中ちゅう学がく生せいを連つれているのに、中なかの警けい官かんの人ひとに止とめられることもない。

　七な音おも、猿さる渡わたり警けい部ぶのあとを、なれた様よう子すでついていく。

　わたしはといえば、どうしてもまわりが気きになって、キョロキョロしちゃう。

　警けい察さつ署しょなんて、どうしてもなれそうにない。

　捜そう査さ本ほん部ぶにつくと、猿さる渡わたり警けい部ぶが１人ひとりで中なかに入はいっていき、話はなしをきいてくることになった。

　わたしと七な音おは、ろう下かで待まつことになる。

　さすがに、わたしは捜そう査さ本ほん部ぶに入はいれないよね。

　七な音おは入はいれそうだけど、情じょう報ほうを集あつめるだけだから、待まつことにしたみたい。

　10分ぷんほどして、猿さる渡わたり警けい部ぶが部へ屋やから出でてくる。

「待またせた」

　こちらにやってきた猿さる渡わたり警けい部ぶが、難むずかしい顔かおをしてる。

　その表ひょう情じょうからすると、あまりいい情じょう報ほうはつかめなかったのかも。

「新あたらしい情じょう報ほうはないな。現げん時じ点てんでは、犯はん人にんにつながる情じょう報ほうも大だい学がく周しゅう辺へんから先さきは、とぎれてしまっている」

「でしょうね。これほどに計けい画かく的てきかつ組そ織しき的てきな犯はん行こうをして、無む警けい戒かいだったとは考かんがえられない。となると、まずはあやしい車くるまの足あしどりね」

　七な音おが、ろう下かを歩あるきだしながら言いう。

「車くるまのナンバーがわかれば、Ｎエヌシステムを使つかえるんだが、どうやら襲しゅう撃げき者しゃの車くるまはナンバーをかくしていたらしい」

「対たい策さくずみか。やっかいね」

　猿さる渡わたり警けい部ぶと七な音おの中なかに、知しらない言こと葉ばがあって、わたしは頭あたまに？マークがうかぶ。

「あの……Ｎエヌシステムってなんですか？」

　話はなしについていけないと情じょう報ほうも得えられないから、思おもいきってきいてみる。

「日に本ほんの警けい察さつが使つかっている、道どう路ろを走はしる車くるまのナンバーを、自じ動どう的てきに記き録ろくするシステムのことよ。自じ動どう車しゃナンバー自じ動どう読よみ取とり装そう置ちとも、よばれたりしてるわ。ＮエヌシステムのＮエヌは、Numberナンバー のＮエヌね」

　七な音おが、ていねいに説せつ明めいしてくれる。

　なるほど。

　そんなシステムがあるんだ。

「そのシステムで、あやしい車くるまを探さがしたりはできないんですか？」

「それはむずかしい。ナンバーの確かく認にんなどは自じ動どう的てきに処しょ理りできるが、『あやしい車くるまを探さがす』というあいまいな捜そう索さくは、人にん間げんの手てでやるしかない。それにはカメラの数かずが多おおすぎる。……まあ例れい外がいはあるが」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、教おしえてくれる。

「例れい外がい？」

「そう。まあ、たのんでしまったほうがいいわね。誘ゆう拐かいされた人ひとたちも、いまは安あん全ぜんだと思おもうけど、いつまでもそうだと決きまったわけじゃない」

「上うえへの許きょ可かはとっておこう」

　七な音おと猿さる渡わたり警けい部ぶが、目め線せんをかわしている。

　どうやら、「例れい外がい」について、２人ふたりは知しってるみたいだけど、わたしにはなんのことやら、さっぱりわからない。

「なにをするんですか？」

「ふつうの手てで追おいつきそうもないから、奥おくの手てを使つかうの」

　七な音おが、いたずらっぽく笑わらう。

「奥おくの手て？」

「すぐにわかるわ」

「許きょ可かがとれた。かまわないそうだ」

　スマホで、どこかに連れん絡らくしていた猿さる渡わたり警けい部ぶが言いう。

　七な音おも、どこかに連れん絡らくをとる。

「あとは待まつだけ」

　スマホの通つう話わをきると、七な音おがわたしのほうを見みる。

　待まつって、どれぐらい待まつんだろう？

　そんなに待まっていられないよね。

　七な音おだって、さっき誘ゆう拐かいされた人ひとたちが、いつまでも無ぶ事じとはかぎらないって言いってたんだし。

　わたしが不ふ安あんに思おもっていると、５分ふんほどたって七な音おのスマホに連れん絡らくが入はいる。

「うん……そう……わかった。ありがとう、静しず乃の」

　七な音おが、スマホの通つう話わをきる。

　いま、きいたことのない名な前まえが出でてきたけど、それが連れん絡らくしている相あい手てなのかな？

「あやしい車くるまの足あしどりがつかめたわ」

「……へっ!?」

　とつぜんの七な音おの報ほう告こくに、わたしは思おもわず声こえが出でる。

「ど、どうやって!?」

「Ｎエヌシステムを、あたしの知しりあいが使つかわせてもらったの。その知しりあいなら、ＡエーＩアイが自じ動どう的てきに処しょ理りする以い上じょうのことができるから」

　……えっ？

　いま、さらっとすごいことを言いわなかった？

　ＡエーＩアイ以い上じょうの処しょ理りができる人ひと？

　そんな人ひと…………わたしはケイぐらいしか思おもい当あたらないけど、もちろんそんなわけがない。

　つまり、七な音おの知しりあいにも、ケイのようなことができる人ひとが、いるっていうことだ。

　それがさっきの「静しず乃の」っていう人ひとなのかな。

「あくまで、このことは例れい外がいだ。口こう外がいはしないように」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、釘くぎをさすように視し線せんを送おくってくる。

「わかりました……。それであやしい車くるまの足あしどりっていうのは？」

　わたしは、真面目まじめな顔かおでうなずいてから、七な音おを見みる。

「解かい析せきしたデータも届とどいているから、時じ間かんも惜おしいし、移い動どうしながら話はなしましょう」

　七な音おが言いい、また車くるまのところにもどることになる。

　警けい察さつ署しょにいたのは、30分ぷんぐらいかな。

　長ながくいたいところではないから、助たすかるけど。

　わたしと七な音おが車くるまに乗のりこみ、猿さる渡わたり警けい部ぶの運うん転てんで走はしりだす。

　大だい学がく近ちかくにいて、走はしり去さったという、あやしい車くるま。

　その行方ゆくえがつかめれば、ケイが誘ゆう拐かいされた場ば所しょもわかるかもしれない。

　いまは、七な音おと、その知しりあいの人ひとがたよりだ。

　わたしは、車くるまの後こう部ぶ座ざ席せきで、ギュッと拳こぶしをにぎりしめる。

　こんなとき、自じ分ぶんは力ちからが足たりないって本ほん当とうに感かんじる。

　いまのわたしは、ただ、七な音おについていっているだけだ。

　でも、そうやってでも、ケイや誘ゆう拐かいされた人ひとたちのもとへ近ちかづけるんなら、かまわない。

　全ぜん部ぶが自じ分ぶん１人ひとりでこなせるなんて、おごったりしない。

　わたしが動うごけるときまで、まだじっと我が慢まんのときだよね。
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　夜よもふけて、深しん夜や。

　おれは再ふたたび、カラスと出で会あったビルの部へ屋やにむかう。

　カラスが指し定ていしてきた時じ間かんだったからだ。

　その間あいだに、準じゅん備びをすませ、おれは少すこしだけ休きゅう息そくをとった。

　このあと、どれだけ動うごきつづけるかわからない。

　体からだを休やすめられるときに、休やすめておけば、少すこしでも体たい力りょく温おん存ぞんになる。

　カラスは、やはり１人ひとりきりで、ビルの部へ屋やでおれを待まっていた。

　おれが部へ屋やに入はいっていくと、変かわらない笑え顔がおで迎むかえてくる。

「やあマサキ、約やく束そくどおりきてくれましたね。さっそくだが、下したに車くるまを用よう意いしてあります。いきましょう」

　命いのちをねらわれているというのに、肝きもがすわっている。

　カラスといっしょに、ビルの駐ちゅう車しゃ場じょうにいくと、カラスが運うん転てん席せきに乗のり、おれは助じょ手しゅ席せきに乗のった。

　運うん転てんはカラスがするらしい。

「運うん転てん手しゅをやとわないんだな」

「わざわざ、情じょう報ほうを知しる人にん間げんを増ふやす真似まねはしたくないのでね」

「おれのことはいいのか？」

「必ひつ要ようなことですし、あなたのことを信しん用ようしてるんですよ、これでも」

「そのうさんくささで言いわれても、信しんじるやつもいないだろう」

「情じょう報ほう屋やとしては、グサリとくる言こと葉ばですね。でも、よく言いわれます」

　カラスは気きにしたふうもなく、笑わらう。

　あいかわらず、この男おとこはつかめない、とおれは心こころの中なかでため息いきをつく。

　カラスは笑えみをうかべても、その奥おくでなにを考かんがえているのか、ほとんど読よめない。

　そんな相あい手てを仕し事ごと以い上じょうに信しん頼らいすることは、むずかしい。

　おれがあっさりと、カラスの条じょう件けんをのんだのも、下手へたに駆かけ引ひきをしてよけいに状じょう況きょうを悪わるくするのをさけたためだ。

　この男おとこに、口くちで勝かてる気きはしない。

　それに命いのちがねらわれているのが事じ実じつだということは、待まっている間あいだに裏うらをとった。

　カラスの身みになにかあって、情じょう報ほうが手てに入はいらなくなるのはこまる。

　そんな会かい話わをしている間あいだも、車くるまは夜よるの街まちを走はしっていく。

「そろそろ、約やく束そくしてる場ば所しょにつきますが、準じゅん備びは大だい丈じょう夫ぶですか？」

「ああ、問もん題だいない」

　カラスと合ごう流りゅうする前まえに、変へん装そうはすませてある。

　さすがに素す顔がおで、この依い頼らいを受うけるわけにはいかない。よけいな敵てきを作つくるだけだ。

　顔かおを、とくに印いん象しょうに残のこらない中ちゅう年ねん男だん性せいふうに変かえ、平へい凡ぼんなスーツを着きている。

　まったく別べつ人じんに見みえるはずだ。

　だがさっき、このすがたを、カラスはなんということもなく、すぐにおれだと言いいあてた。

　自じ分ぶんの変へん装そうのレベルが低ひくいとは思おもわない。

　長なが年ねん鍛きたえてきた技ぎ術じゅつだ。

　だが、それでもなんなくカラスは見みやぶる。

　それが、おれがカラスを苦にが手てに感かんじていて、しかも優ゆう秀しゅうだと思おもっている理り由ゆうの１つだ。

　車くるまがあるビルの前まえに止とまる。

　街まちはずれの場ば所しょにあり、もう使つかわれていないのか、かなりさびれているビルだ。

「ここです」

　車くるまが止とまったのは、これから会あう相あい手てがいる、ビルの近ちかくの道どう路ろ。

　先さきにおれが車くるまをおりて、周しゅう囲いを警けい戒かいする。

　問もん題だいないことを確かく認にんしてから、運うん転てん席せきのドアを開あけると、カラスが外そとに出でてくる。

「それでは、仕し事ごとを果はたすとしましょうか」

　カラスは、リラックスした調ちょう子しで言いう。

　命いのちの危き険けんがあろうが、この男おとこは変かわらないな。

　それが、このカラスの情じょう報ほう屋やとしてのプライドなのかもしれない。

「念ねんのため言いっておくが、こちらの指し示じにはしたがえ。命いのちを守まもりたければな」

　おれは、釘くぎをさしておく。

「わかっていますよ。荒あら事ごとは専せん門もん外がいですし、おまかせします」

　ビルの中なかにおれが先さきにいき、あとからカラスがついてくる。

　気け配はいからすると、ビルの１階かい部ぶ分ぶんは大だい丈じょう夫ぶだろう。

　とはいえ、気け配はいを消けしている相あい手てが、いないとはかぎらない。

「エレベーターは使つかわないんですか？」

　カラスが、エレベーターを指ゆびさす。

「ないとは思おもうが、待まち伏ぶせしてくれと言いうようなものだからな」

「やれやれ。よけいなめんどうをかけさせるクライアントですよ」

　カラスが肩かたをすくめる。

　待まちあわせ場ば所しょの３階がいまで、非ひ常じょう階かい段だんをのぼっていく。

　ろう下かに出でると、ドアが３つあり、そのうちの真まん中なかの部へ屋やをカラスが指ゆびでしめす。

　おれは、ちらりとその両りょう側がわのドアも見みて、わずかに顔かおをしかめる。

　だが、視し線せんをもどして、カラスがしめしたドアの前まえまでいき、ドアを開あける。

「おお、カラス。よくきてくれた。待まちかねていたぞ！」

　50代だいぐらいの身みなりのととのった男おとこが、ソファから立たちあがって、部へ屋やに入はいったカラスを歓かん迎げいする。

　グレーのスーツに、髪かみはオールバックでかためられている。

　顔かおつきも、正しょう直じきに言いって、強こわ面もてといっていいものだろう。

「いえいえ。これも仕し事ごとですから」

　カラスは、笑えみをたたえて返へん事じをする。

　命いのちをねらわれているとわかっていて、相あい手てに笑えみをうかべられるカラスも、ふつうではない。

「ところで、こちらは？」

　オールバックの男おとこが、おれを見みる。

「助じょ手しゅのようなものです。１人ひとりですべてこなすのも大たい変へんですからね」

「なるほど。では、さっそく取とり引ひきといこうか」

　オールバックの男おとこは、おれのことはとくに警けい戒かいする必ひつ要ようもないと思おもったのか、そのままソファに案あん内ないする。

　おれはカラスのあとについていき、ソファにすわるカラスのうしろに立たった。

　むかいにすわったオールバックの男おとこのうしろにも、大おお柄がらなスーツすがたの男おとこたちが立たっている。

　いかにも、ボディガードといった男おとこたちだ。

　おれは、油ゆ断だんなくまわりの気け配はいを探さぐる。

　この部へ屋やに入はいってきたときから、ワナのにおいがぷんぷんしている。

　まずクライアントの男おとこが、カラスたちが部へ屋やにくるのをわかっていたように、すぐに出で迎むかえたこと。

　ふつうは、ボディガードの仕し事ごとだ。

　それをしなかったのは、この男おとこがカラスやマサキのすがたを、監かん視しカメラかなにかで確かく認にんしていたからだろう。

　それに、この部へ屋やの両りょうどなりの部へ屋やだが……。

「ご依い頼らいの調ちょう査さ結けっ果かはこちらになります」

　カラスが、アタッシュケースから書しょ類るいをとりだし、テーブルの上うえにおく。

　オールバックの男おとこが手てにとり、その書しょ類るいに目めをとおしていく。

「──すばらしいっ！　さすが、かの有ゆう名めいな情じょう報ほう屋やカラス。こちらのほしい情じょう報ほうが、すべてそろっている」

「そう言いっていただけて、よかったですよ。それでは、こちらの情じょう報ほうの代だい金きんですが……」

「ああ！　わかっている。これだけの情じょう報ほうには、きちんとした代価が必ひつ要ようだ」

　おれは、男おとこをするどく見みる。

「……鉛玉という、な」

　男おとこの言こと葉ばと同どう時じに、うしろにひかえていたボディガードが、すばやくスーツの内うち側がわから拳けん銃じゅうをとりだした。

　おれは、その動うごきを読よんで、カラスの体からだを乱らん暴ぼうにひっぱって、ソファから床ゆかにころがす。

「わっとと！」


パンッ！　パンッ！



　さっきまでカラスがいたソファに、ボディガードの銃じゅうが撃うちこまれて、中なかに詰つめられていた羽はねが宙ちゅうを舞まう。

　直ちょく後ごにドアが開ひらいて、スーツすがたの男おとこたちが、10人にんほどずらりとならんでやってくる。

　やはりか。

　部へ屋やに入はいる前まえに、両りょうどなりの部へ屋やから、殺さっ気きをふくんだ気け配はいを感かんじたのは、まちがいなかったようだ。

　この部へ屋やにいた２人ふたりのボディガードとあわせて、12人にん。

　カラスを守まもりながらとなると、少すこしめんどうな人にん数ずうだ。

「よけた、だと!?」

　オールバックの男おとこが、おどろいている。

　最さい初しょの銃じゅうのふいうちで、カラスとおれを同どう時じに片かたづけられると思おもっていたのだろう。
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　指し示じがない状じょう態たいで、次つぎの行こう動どうをどうするか、ボディガードの男おとこたちに迷まよいがある。

　オールバックの男おとこがおどろいている間あいだに、おれは次つぎの行こう動どうにうつる。

　カラスからはなれすぎないようにしながら、近ちかくにいたボディガードの１人ひとりに発はっ勁けいの掌しょう底ていをあごに入いれる。

「ぐはっ！」

　男おとこの体からだがうきあがり、そのまま床ゆかにくずおれる。

　やはり態たい勢せいをととのえられる前まえに、片かたづけるほうがいい。

　おれは、まだ状じょう況きょうを把は握あくしきれていないボディガードたちにむかっていく。

　拳けん銃じゅうをかまえようとするボディガードだが、

「銃じゅうは使つかうな！　同どう士し討うちになるぞ！」

　ボディガードの中なかの、だれかがさけぶ。

　当とう然ぜんだ。まわりをかこめば、銃じゅうは使つかいにくくなる。

　男おとこは、あわてて銃じゅうをしまって迎むかえうとうとする。

　だが、遅おそい。

　おれは発はっ勁けいをこめたけりで、１人ひとりをしずめる。

「ふざけやがって！」

　ボディガードの男おとこたちが、まとめてむかってくる。

　そう。

　かこんだなら、人にん数ずうをかけて攻こう撃げきしてくるのが正せい解かいだ。

　……ふつうならな。

「ぎゃあ！」

「ごほっ！」

「ううぅっ……」

　おれは、発はっ勁けいをこめた一いち撃げきで、次つぎ々つぎと男おとこたちを倒たおしていく。

「カラスをねらえ！」

　半はん分ぶん以い下かにボディガードが減へったあとに、オールバックの男おとこが指し示じしたものの、後あとの祭まつりだ。

　最さい初しょにそれができていれば、少すこしは手て間まどっただろう。

　すでに半はん分ぶん以い下かのこの人にん数ずうなら、１人ひとりずつ倒たおしやすくなる、隙すきにしかならない。

「があっ！」

「ぐぅ……」

　カラスにたどりつく前まえに、おれの一いち撃げきで、ボディガードたちが倒たおれていく。

「これで最さい後ごだ」

　右みぎのハイキックが、12人にんいた男おとこたちの最さい後ごの１人ひとりの首くびに入はいり、大おお柄がらな男おとこがドスンと音おとをたてて、床ゆかに倒たおれる。

「────さて、終おわったぞ」

　おれは、オールバックの男おとこを見みる。

「ひぃ！」

　オールバックの男おとこは、床ゆかにすわりこんだまま、後あとずさる。

「情じょう報ほう屋やだからとなめられると、こまるんですよ。あなたのように、勘かんちがいする人ひとが出でてきてしまう」

　カラスが言いいながら、ゆっくりとした動どう作さで、床ゆかにころがった銃じゅうをひろう。

「か、金かねならはらう！」

　オールバックの男おとこが、さけぶ。

「それはもちろん。契けい約やくですから。──でもね。この世界では、信用は金で買えないんですよ」

　カラスが、銃じゅうを男おとこにむける。

「やめ、やめろ！」

　オールバックの男おとこが、両りょう手てで顔かおをおおって、目めをつぶる。

「バンッ！」

「ひぃっ！」

　カラスが口くちで言いった銃じゅう声せいに、おどろいたオールバックの男おとこが気き絶ぜつして床ゆかに倒たおれこむ。

「ずいぶんと、脅おどかし方かたが手て慣なれているな」

　おれは、あきれたように言いう。

「映えい画がの見みよう見みまねですよ。さあ、引ひきあげましょう」

　カラスは書しょ類るいをアタッシュケースにもどすと、もう用ようはないとばかりに、すたすたと部へ屋やを出でていく。

　おれは部へ屋やで気き絶ぜつする男おとこたちを見みまわして肩かたをすくめると、カラスのあとをついていく。

　車くるまに乗のりこむと、カラスの運うん転てんで走はしりだす。

「さっそくですが、あなたへの支し払はらいをします」

　車くるまの窓まどから外そとを見みると、カラスがいたビルの方ほう向こうとはちがう。

　どうやら車しゃ内ないで、情じょう報ほうを話はなすつもりらしい。

　たしかにそれなら、だれかにきかれる心しん配ぱいはない。

「──あの大だい学がくの研けん究きゅう室しつを襲しゅう撃げきしたのは、タキオンの下か部ぶ組そ織しきで、ドラゴというチームです」

「……きいたことがないな」

　タキオンについては、あるていどは知しっているつもりだが、きき覚おぼえがない。

「もともと日に本ほんの小ちいさな犯はん罪ざい組そ織しきですからね。だから、タキオンが日に本ほんに再ふたたび侵しん攻こうしてきたときに、あっさりと吸きゅう収しゅうされたんですよ」

「そこがなぜ、今こん回かいの事じ件けんをおこした？」

　小ちいさな犯はん罪ざい組そ織しきがやるには、今こん回かいの襲しゅう撃げき誘ゆう拐かい事じ件けんは、大おおがかりすぎる。

「う～ん……これを伝つたえるべきか悩なやむところなんですが」

　カラスは、言こと葉ばをにごす。

「なんだ？　情じょう報ほう料りょうが足たりないと？」

「いえ。そういうつもりはありません。ただ、不ふたしかな情じょう報ほうなので、情じょう報ほう屋やとしては依い頼らい主ぬしに伝つたえるべきかどうか悩なやむところなのです」

「かまわない。まちがっているかどうかは、こちらで確かく認にんする」

「本ほん来らいは、そこまでが情じょう報ほう屋やの仕し事ごとなんですがね。まあ、いいでしょう。今こん回かいの事じ件けん、タキオン本ほん部ぶ……幹かん部ぶクラスからの命めい令れいだという気け配はいもあります。しかし、改あらためて言いいますが、これは裏うらがきちんととれていません」

　カラスは、めずらしいしかめ面つらでつげる。

「十じゅう分ぶんだ。ドラゴのかくれ家がはわかるか？」

「１つ、ドラゴが最さい近きん使つかっているかくれ家ががあります」

「教おしえてくれ」

　おれが質しつ問もんすることは、わかっていたのだろう。

　ドラゴのかくれ家がの場ば所しょを、カラスはすらすらと答こたえる。

　情じょう報ほうをきき終おえて、おれは街まち中なかでカラスに車くるまを止とめてもらう。

「また、知しりたいことがあれば、いつでも情じょう報ほう屋やカラスをご利り用ようください」

　車くるまをおりると、カラスから声こえをかけられる。

「必ひつ要ようになったらな。……助たすかった」

　おれは、ふりかえらずに答こたえる。

　そのまま、カラスの乗のった車くるまは走はしり去さる。

　夜よ空そらを見みあげると、雲くもの間あいだから月つきが見みえかくれしている。

　事じ件けんからかなりの時じ間かんがたった。

　どれだけの時じ間かん、桜さくら子こたちが無ぶ事じでいられるか、わからない。

「いくか」

　おれは、カラスからきいた情じょう報ほうをもとに、足あしばやに歩あるきだした。
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　猿さる渡わたり警けい部ぶが運うん転てんする車くるまは、七な音おとわたしを後こう部ぶ座ざ席せきに乗のせて走はしっている。

「調しらべてもらった結けっ果かによると、あやしい車くるまはこの場ば所しょで止とまって、それからは移い動どうしていないみたい」

　七な音おはそう言いって、スマホの画が面めんに地ち図ずを表ひょう示じさせて、わたしに見みせる。

　地ち図ずには、赤あかいピンがささっている。

　そこが、あやしい車くるまのある場ば所しょなんだと思おもう。

「あれだけの手てぎわで襲しゅう撃げきしたのに、車くるまを乗のりかえないとも思おもえないから、誘ゆう拐かいされた人ひとたちがそのままこの地ち点てんにいる期き待たいは薄うすいけどね。それでも、手てがかりはあるはずだから」

「少すこしでも、誘ゆう拐かいされた人ひとたちに近ちかづけるなら……」

　わたしは、ギュッとひざの上うえで両りょう手てをにぎりしめる。

　なにもつかめてない状じょう態たいよりは、大おおきな一歩ぽだよね。

「相あい手ては、こっちの『奥おくの手て』のことは知しらないから、こんなに早はやく追おいつくとは思おもっていない。うまくいけば情じょう報ほうを集あつめられるかもしれないよ。アスカ、あんまり思おもいつめないでね」

　七な音おの言こと葉ばで、わたしは自じ分ぶんがきびしい顔かおをしていたことに気きづく。

　車くるまの窓まどガラスにうつる自じ分ぶんの顔かおを見みて、心こころの中なかでいましめる。

　これじゃダメ。

　とり乱みだしていたら、あのころと変かわらない。

　──ケイがラドロにいった、あのときと。

　なにかがおきたときに、すぐに動うごける気き持もちでいなくちゃ。

「そろそろつくが……車くるまはここらで止とめておこう」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが言いって、目もく的てき地ちより手て前まえの路ろ地じに停てい車しゃする。

　車くるまをおりると、１００メートルほど先さきに見みえる２階かい建だての小ちいさなビルの前まえに、白しろいワンボックスカーがあった。

　あれが、目もく撃げきされた「あやしい車くるま」らしい。

「ビルの中なかの駐ちゅう車しゃ場じょうにも車くるまが止とまっているから、合ごう計けい３台だいか。数かずはあいそうね」

　七な音おが、けわしい目めで車くるまを見みつめている。

「どうする、七な音おくん。踏ふみこむには、われわれだけでは心こころもとないが……」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、七な音おを見みる。

　わたしは人にん数ずうには入はいってないみたい。

　当とう然ぜんだよね。

　いまのわたしは、ケイの家か族ぞくとしてついてきている、ただの女じょ子し中ちゅう学がく生せいなんだから。

「様よう子す見みくらいなら大だい丈じょう夫ぶ。それに警けい察さつの応おう援えんをよぶには、踏ふみこむ許きょ可かをとるのとかに時じ間かんがかかりすぎるでしょ。ちょっと訪たずねていって、様よう子すを見みるだけなら、問もん題だいないわ。だから、警けい戒かいされそうな猿さる渡わたり警けい部ぶは、ここにいて」

　七な音おは、自じ分ぶんだけでいくつもりらしい。

「だが……」

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、七な音おの判はん断だんに不ふ服ふくそうな顔かおをしてる。

「猿さる渡わたり警けい部ぶは、警けい察さつだってことが丸まるわかりでしょ。刑けい事じがしみついてるんだから」

　七な音おが笑わらう。

　たしかに、猿さる渡わたり警けい部ぶはふつうのサラリーマンには見みえないよね。

　雰ふん囲い気きとか、立たちふるまいとか、そういうものは変へん装そうの訓くん練れんを受うけていないと、そうそう変かえられない。

「そう言いわれると、かえす言こと葉ばもないが」

「決きまり。じゃあ、いってくるね」

「待まってください。わたしもいっしょにいきます！」

　歩あるきだしかけた七な音おに、わたしは声こえをかける。

「アスカも？　でも……」

　七な音おは、こまったような表ひょう情じょうになる。

「女おんなの子こ２人ふたりなら、相あい手てはさらに警けい戒かいしないと思おもいます。それになにかあっても、２人ふたりなら、どちらかが助たすけをよべます」

　わたしは、まっすぐに七な音おを見みつめる。

「はあ……たしかにいまはアスカの理り屈くつが正ただしいかな。でも、危き険けんを感かんじたら、あたしをおいてでも、すぐに逃にげること。いい？」

「はい！」

　わたしはうなずく。

　七な音おの実じつ力りょくは信しんじているけれど、相あい手てがそれ以い上じょうの可か能のう性せいだってある。

　レッドのアスカとしての動うごきはできなくても、いっしょにいれば、七な音おが危き険けんにおちいったとき、助たすけることはできるはず。

　わたしは、七な音おといっしょに目もく的てきのビルに近ちかづいていく。

　人ひとどおりの少すくない場ば所しょらしく、道どう路ろを歩あるくのは、わたしと七な音お以い外がいにはいない。

　ビルの前まえにたどりつくと、わたしには気け配はいで、ビルの中なかに人ひとがいることがわかる。

　ただ、誘ゆう拐かいされた人にん数ずうを考かんがえると、少すくなすぎる。全ぜん部ぶで７人にんぐらいかな。

　それでも、中なかにいるのは、事じ件けんの関かん係けい者しゃのはずだよね。

　七な音おは、正しょう面めんの入いり口ぐちにつくと、ちらりとわたしを見みてから、インターホンを鳴ならす。

　インターホンが鳴なって、10秒びょうぐらいすると、中なかから30代だいぐらいの男おとこが出でてくる。

　特とく徴ちょうの薄うすい、ふつうに街まち中なかですれちがっても、顔かおを覚おぼえられなそうな男おとこの人ひとだ。

「なんですか？」

「あの、すみません。あたしたち、道みちに迷まよっちゃって。表おもての通とおりにいくには、どうすればいいですか？」

　七な音おが、いかにも女じょ子し高こう生せいっぽい高たかい声こえで、考かんがえておいたらしい言いいわけを、口くちにする。

　そう言いいながら、さりげなく目めの前まえの男おとこの人ひとと、中なかの様よう子すを観かん察さつしているみたい。

　奥おくにも、男おとこの人ひとのすがたが数すう人にん見みえる。

　気け配はいで感かんじとったとおりだ。

「ああ、ここのあたりの道みちは、ちょっとわかりづらいからな」

　男おとこの人ひとは、親しん切せつそうな笑えみをうかべる。

　やっぱり、誘ゆう拐かいされた研けん究きゅう室しつの人ひとたちがいるようには見みえないかな。

　だけど、奥おくにも部へ屋やがあるし、はっきりとはわからない。

　気け配はいを読よめるといっても、すべての位い置ちがわかるほど万ばん能のうなわけじゃない。

「そうなんですよー。あの、ところで、ここってオフィスかなにかなんですか？」

　七な音おが、さらに踏ふみこんで質しつ問もんする。

　男おとこの人ひとは、笑えみをたたえたまま答こたえる。

「そうだよ。知しっててきたんじゃないのか。────探偵、深沢七音」

「えっ」

　わたしは、思おもわず声こえが出でる。

　その瞬しゅん間かんには、男おとこが七な音おの腕うでをつかんで、強ごう引いんにビルの中なかに引ひきこむ。

「ワナよ！」

　七な音おがビルの中なかに引ひきこまれながら、さけぶ。

　まずいっ！

　わたしはとっさに、猿さる渡わたり警けい部ぶのほうに合あい図ずを送おくり、自じ分ぶんも七な音おのあとにつづいて中なかに飛とびこむ。

　いまのわたしは「ただの女じょ子し中ちゅう学がく生せいの紅こう月づき飛鳥あすか」だから、表おもてだって手て伝つだうことはできないけど、それでも七な音おを１人ひとりにはできないよ。

　七な音おと男おとこたちは、すでに戦たたかいになっていて、５人にんほどの男おとことむかいあっている。

　どの男おとこも、武ぶ術じゅつをそれなりに修おさめているらしいのが、見みるだけでわかる。

　七な音おは、片かた手てにスタンガンを持もって、かまえをとっている。

「なんできたの！」

　七な音おが、わたしにむかって怒ど鳴なる。

「ほうっておけません！　それに応おう援えんはよびました！」

　わたしも、さけびかえす。

　わたしの言こと葉ばに、室しつ内ないにいた男おとこたちに、少すこしあせりのような反はん応のうがある。

　応おう援えんがくる、というのが耳みみに入はいったみたい。

　実じっ際さいには、外そとにいるのは猿さる渡わたり警けい部ぶ１人ひとりだし、警けい部ぶが応おう援えんをよんだとしても、時じ間かんがかかる。

　けど、そこまでは、この男おとこたちだって知しらないはず……と思おもって、わざと口くちに出だしてみたけど、効こう果かがあったみたいだ。

　ケイなら、もっとうまい方ほう法ほうを思おもいつくんだろうけど、わたしにはこれがせいいっぱいだよ。

　七な音おは、男おとこたちとむきあう。

「どうして、あたしのことを知しってるの？」

「警けい戒かいするように言いわれていたからな。おまえの顔かおは覚おぼえていたぜ」

　最さい初しょに出でてきた、親しん切せつそうだった男おとこが、悪わるそうな笑えみをうかべながら言いう。

　演えん技ぎがうまいタイプだったってことね。

　わたしも、まんまとだまされたよ。

　しかも、七な音おが捜そう査さにくることも読よまれていた？

　そんなことができるのって、いったい……。

　ううん！

　いまは、それを考かんがえてる場ば合あいじゃない。

　ここをきりぬけないと！

「おらっ！」

　男おとこの１人ひとりが、七な音おにおそいかかる。

　七な音おは冷れい静せいに男おとこの拳こぶしをさばくと、カウンター気ぎ味みにスタンガンを押おし当あてようとするが、男おとこも警けい戒かいしていて、よけられてしまう。

「やっぱり、簡かん単たんにはいかないか」

　七な音おも、気きづいているらしい。

　七な音おの攻こう撃げきがスタンガンだというのは、バレバレ。

　なら、スタンガンを持もつ右みぎ手てだけを警けい戒かいすればいい、という考かんがえ方かただ。

　もちろん、七な音おにもそれ以い外がいの攻こう撃げき手しゅ段だんはあるだろうけど、この手練てだれ相あい手てだと１人ひとりに見みせてしまえば、ほかの相あい手てにその攻こう撃げきを対たい処しょされてしまう。

　ただ、予よ想そう以い上じょうに七な音おが戦たたかえることもあって、さばくだけなら相あい手ての攻こう撃げきも当あたりそうもない。

　そうなると、次つぎに相あい手てが出だしてくる手ては決きまってくる。

　男おとこたちが視し線せんで合あい図ずをかわすと、

「いくぞっ！」

　七な音おの目めの前まえの男おとこが声こえをあげて、七な音おにせまる。

　さっきと同おなじに見みえるけど、同どう時じに右みぎ奥おくにいた男おとこが、静しずかに動うごきだしている。

　やっぱり！

　読よみどおりの相あい手ての動うごきを見みて、わたしはすばやく右みぎ手ての親おや指ゆびをはじく。

「がっ！」

　右みぎ奥おくにいた男おとこが、ひたいをおさえて、とまどったように足あしを止とめる。

　わたしがやったのは、指し弾だんでパチンコ玉だまをはなつこと。

　レッドで使つかう、催さい眠みんガス入いりの球たまは使つかえないから、代かわりに用よう意いしておいたものだ。

　わたし自じ身しんは、大おおきなデスクのうしろにかくれているふりをして、様よう子すを見みながら、七な音おが不ふ利りにならないように、助たすけることにする。

　レッドとして戦たたかえない以い上じょう、それがいまできることだと信しんじるよ。
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　七な音おは不ふ可か解かいそうにしながらも、相あい手ての隙すきを見み逃のがさずに反はん撃げきをしている。

「ふっ！」

　スタンガンを持もつ手てとは逆ぎゃくの手てで、男おとこの腹はらに掌しょう底ていを入いれている。

　男おとこがうしろによろめいてから、バックステップで距きょ離りをとる。

　わたしの援えん護ごもあり、少すこしずつ男おとこたちにダメージを与あたえられてる。

　だけど、男おとこたちもバカじゃない。

　わたしの動うごきに気きづいたわけではないだろうけれど、人ひと質じちとして利り用ようできると思おもったのかもしれない。

　男おとこの１人ひとりが、七な音おにむかうと見みせかけて、反はん転てんしてわたしにむかってくる。

「しまっ……逃にげて、アスカ！」

　目めの前まえの相あい手てにかかりきりになる七な音おから、まわりこむようにして、わたしのほうへ男おとこがせまってくる。

　パチンコ玉だまでの指し弾だんでは、男おとこを倒たおすには威い力りょくが足たりない。

　どうする？　わたしは、冷れい静せいに考かんがえる。

　いざとなれば、この男おとこを倒たおすぐらいはなんてことない。

　だけど、それはレッドのアスカの力ちからを見みせるということになる。

　七な音おの前まえで、それはまずいよね。

　悩なやんでいるうちに、男おとこが目めの前まえにせまってくる。

　わたしは、男おとこの攻こう撃げきを受うける覚かく悟ごを決きめる。

　ガードするかまえをとって、衝しょう撃げきにそなえる。

　受うけ流ながせば、たいしたダメージにはならないはずだ。

　男おとこが拳こぶしをふりおろそうとした瞬しゅん間かん──

「刑けい事じの前まえで、女おんなの子こに手てを出だそうとは、ずいぶんと勝かっ手てをやってくれるな！」

　むかってくる男おとこの腕うでを、横よこからのびてきたべつの手てが、ぐいっとわしづかみにする。

　横よこを見みると、走はしりこんできた猿さる渡わたり警けい部ぶが息いきをきらして立たっている。

「はあっ！」

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、つかんだ腕うでを持もって、男おとこをそのまま一いっ本ぽん背ぜ負おいする。

「ぐはっ！」

　男おとこがふい打うちに、受うけ身みもとれずに、床ゆかにたたきつけられる。

「ここでかくれてるんだ。いいな」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、わたしにむけて言いう。

　わたしがうなずくと、猿さる渡わたり警けい部ぶは七な音おのとなりに立たった。

「おそいよ、猿さる渡わたり警けい部ぶ」

「すまんな。応おう援えんの手て配はいをしていた」

　２人ふたりは視し線せんをかわすと、わずかに笑わらう。

　そこからは、一いっ方ぽう的てきだった。

「２人ふたりに増ふえたところで！」

　男おとこたちが、七な音おと猿さる渡わたり警けい部ぶにむかっていく。

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、柔じゅう道どうが得とく意いらしく、相あい手てがのばしてきた腕うでをつかむと、その腕うでの関かん節せつを決きめて、相あい手てを動うごけないようにする。

　その隙すきに、七な音おのスタンガンがタイミングよく、男おとこをしびれさせる。

　ちょっとしたタイミングのずれがあったら、猿さる渡わたり警けい部ぶもスタンガンで感かん電でんさせてしまう可か能のう性せいがある。

　それなのに、２人ふたりの動うごきは流ながれるようで、息いきがあっている。

　これなら、わたしが助たすける必ひつ要ようは、ぜんぜんなさそうだね。

「ぎゃあ！」

「ぐっ！」

「がはっ……」

　男おとこたちが、次つぎ々つぎと七な音おと猿さる渡わたり警けい部ぶのコンビネーションの前まえに、倒たおれていく。

　わたしが思おもったとおり、七な音おと猿さる渡わたり警けい部ぶは、男おとこたちを３分ぷん足たらずで制せい圧あつしちゃった。

「ふうぅ……終おわったな」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、ひたいの汗あせをぬぐう。

「ありがとう、猿さる渡わたり警けい部ぶ」

「刑けい事じとして、当あたり前まえのことをしただけだ」

「アスカも、大だい丈じょう夫ぶだった？」

　七な音おが、ふりかえってきいてくる。

　２人ふたりが戦たたかいながらも、わたしのところに敵てきがいかないように、気きをつけてくれていたのは気きづいていた。

「はい。大だい丈じょう夫ぶです」

　わたしは机つくえの陰かげから立たちあがって、無ぶ事じだとしめす。

　七な音おが、ほっと息いきをついている。

「それにしても、いきなりおそわれたのか？」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、床ゆかに倒たおれた男おとこたちを見みながら、たずねる。

「どうやら、あたしの顔かおがばれていたみたい。捜そう査さにくることも読よまれていたっていうことだから、相あい手てには頭あたまのきれるやつがいるみたいね。うかつだったわ」

　七な音おは、くちびるをかむ。

「表おもてにほとんど出でていない七な音おくんまで警けい戒かいしているとなると、よっぽどだな」

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、むずかしい顔かおをする。

　そうだよね。

　響ひびきの顔かおはテレビにも出でたりしているから有ゆう名めいだけど、七な音おはそうじゃない。

　それなのに、警けい戒かいしているっていうのは、その判はん断だんができる人にん間げんがいるっていうことだ。

　それがだれなのか……。

　タキオンが相あい手てな以い上じょう、あんまり、いい予よ感かんはしないよね。

　そうしていると、パトカーのサイレンの音おとが近ちかづいてくる。

「どうやらよんでおいた応おう援えんがやっときたようだ。こいつらは、彼かれらにまかせればいいだろう」

「そうね。鑑かん識しきも入はいるだろうから、まかせるわ。さすがにこの人にん数ずうの相あい手ては少すこしつかれたし」

　七な音おは、腕うでをぐるぐるとまわす。

　体からだのつかれもそうだろうけれど、精せい神しん的てきなつかれもあるんだと思おもう。

「なら、車くるまで休やすんでいるといい。アスカくんもな」

「お言こと葉ばに甘あまえるわ。アスカ、いこう」

「はい！」

　わたしは返へん事じをして、部へ屋やを出でる七な音おについていく。

　そのわたしの右みぎの手てには、１枚まいのメモ用よう紙しがにぎりしめられていた。







　　　　幕まく間あい３　ケイのおとり作さく戦せん
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　桜さくら子こは、自じ分ぶんが連つれてこられた部へ屋やを、あらためて見みまわす。

　閉とじこめておくには、少すこしととのいすぎている部へ屋やだけど、やつらの目もく的てきを考かんがえたら、べつにおかしくはないのかもしれない。

　だけど、この部へ屋やにはあきらかに、閉とじこめておくにはおかしなものがおいてある。

　最さい初しょから目めについていたものの、桜さくら子こは触ふれずにいた。

　どうしていいか、わからなかったからだ。

「監かん禁きんするには、明あきらかにおかしなものがあるのよね」

　桜さくら子こは、ほかに見みるものがなくなり、しかたなく「それ」に目めをむける。

　──ノートパソコン。

　閉とじこめておく部へ屋やにあるには、似につかわしくないものが、テーブルの上うえに２台だいおかれている。

「パソコンは、ふつうなら監かん禁きん場ば所しょにはおかない」

　ケイが言いって、そのままノートパソコンの前まえにすわる。

「さわっても大だい丈じょう夫ぶ？」

　桜さくら子こは、心しん配ぱいになってたずねる。

「キーボードに毒どくでも塗ぬってないかの心しん配ぱいなら、そんなまわりくどいことはしない。ノートパソコンになにかのプログラムがしかけられているのなら、見みつけられる」

　ケイのシンプルな答こたえに、桜さくら子こは思おもわずふきだす。

「それもそうね」

　桜さくら子こも覚かく悟ごを決きめ、ケイのとなりのノートパソコンの前まえにすわる。

　ノートパソコンをスリープから復ふっ帰きさせると、ふつうのパソコンの画が面めんにきりかわる。

「さすがにインターネットからは、遮しゃ断だんされてるわね」

「どうせつながっていても、警けい戒かいして使つかえない」

「それもそうか。パソコンの動うごきは、当とう然ぜん監かん視しされてるでしょうし」

　その間あいだにも、ケイはパソコンのキーボードを、カタカタとタイピングしている。

「なにをしてるの？」

「…………」

　ケイは集しゅう中ちゅうしているのか、監かん視しの目めを気きにしているのか、なにも答こたえない。

　ケイにきくより、自じ分ぶんで見みつけたほうが早はやい。

　桜さくら子こも、目めの前まえのパソコンを探さぐってみることにする。




　１時じ間かんほどたつと、部へ屋やに近ちかづく足あし音おとに気きづき、顔かおをあげる。


ガチャ



　足あし音おとが部へ屋やの前まえで止とまったかと思おもうと、ノックもなしにドアが開ひらく。

　ドアの前まえには、研けん究きゅう室しつを襲しゅう撃げきしてきたのと同おなじ、黒くろずくめのかっこうの男おとこが、２人ふたり立たっている。

　男おとこたちの冷つめたい視し線せんに、桜さくら子こは体からだをこわばらせる。

　男おとこの１人ひとりが短みじかく、「移い動どうする」と、つげる。

「移い動どう？」

　桜さくら子こはけげんに思おもう。

　ここにきてから、まだそんなに時じ間かんがたっているわけじゃない。

　それなのに、すぐに移い動どうなんて。どういうこと？

　桜さくら子こは、すぐさま思し考こうをめぐらせる。

　あり得うる可か能のう性せいは、もともとここは仮かりの場ば所しょで、すぐに移い動どうするつもりだった。

　ほかには、この場ば所しょが黒くろずくめの男おとこたちにとって、安あん全ぜんでなくなったから。

　なぜ、安あん全ぜんでなくなったのか。

　それは、だれかが桜さくら子こたちの居い場ば所しょを、探さぐりあてようとしているから。

　もしかしてマサキが！

　……ううん。そうとはかぎらない。

　もとから移い動どうするつもりのほうが、可か能のう性せいが高たかい。

　でも、だれかが桜さくら子こたちに、近ちかづいている可か能のう性せいだって、すてきれない。

　桜さくら子こは、男おとこたちが部へ屋やに入はいる前まえに手てににぎりこんでいた１枚まいのメモ用よう紙しをうしろ手でに確かく認にんする。

　そのメモ用よう紙しを、そっと開ひらき、もう片かた方ほうに持もったペンで、メモに書かきこもうとする。


ドキリ



　黒くろずくめの男おとこの１人ひとりが、桜さくら子このほうをじっと見みている。

　気きづかれた？

　するどい視し線せんに、桜さくら子この背せ中なかに汗あせがつたう。

「次つぎは、どこへ連つれていくつもりですか？」

　するとケイが、その男おとこに話はなしかける。

「教おしえる必ひつ要ようはない」

　男おとこの視し線せんが、桜さくら子こからケイにうつる。

「ぼくたちになにか、協きょう力りょくをさせるつもりなんでしょう。それぐらい、教おしえてくれてもいいのではないですか？」

　ケイにしては、なめらかによくしゃべる。

　ケイを知しっている人ひとなら、すぐに不ふ自し然ぜんだと気きづくほどに。

　だけど、この男おとこたちはケイのことを知しらないはず。

　桜さくら子こは、ケイが気きを引ひいてくれている間あいだに、うしろ手でのまま、メモにペンを走はしらせる。

　メモを手てばやく書かき終おえ、丸まるめると、桜さくら子こは死し角かくになる机つくえの下したに、メモ用よう紙しをころがす。

「うるさい！　おまえたちがいなくても、計けい画かくには支し障しょうがないんだ、ここで消きえたいのか！」

　男おとこの１人ひとりがいらついたように、ケイに手てをのばそうとする。

　た、大たい変へん！

　ケイは気きを引ひきすぎて、男おとこをいらだたせてしまったらしい。

　桜さくら子こはあわてて、頭あたまを下さげる。

「す、すみません！　彼かれは弁べんが立たつんで、すぐに生なま意い気きなことを言いってしまって。おとなしくついていくので、乱らん暴ぼうはしないでください」

「おい。そこまでにしておけ」

　桜さくら子このとりなしに、もう１人ひとりの男おとこが仲ちゅう裁さいしてくれる。

「ふん！」

　いらだった男おとこは不ふ満まんげだったが、それでも手てを出だすのはあきらめたらしく背せをむけて歩あるきだす。

　あ、危あぶなかった……。ケイも無む茶ちゃしすぎ。

　ケイを見みると、なにごともなかったような顔かおをしてる。

　あのままだと、メモを残のこせなかったから助たすかったけど、あんまり危き険けんな真似まねはしてほしくない。

　残のこった男おとこに背せ中なかから追おい立たてられて、桜さくら子ことケイも、あとをついていく。

　ろう下かを歩あるきながら、ちらりと、さっきまでいた部へ屋やのドアを、桜さくら子こは見みる。

　…………どうか、気きづいて……。







　　　　12　桜さくら子この残のこしたメモ
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　街まちが静しずまりかえる、午ご前ぜん１時じすぎ。

　おれは、情じょう報ほう屋やカラスから教おしえられた、タキオンの下か部ぶ組そ織しき・ドラゴが最さい近きん使つかっているという屋や敷しきの近ちかくまでやってきていた。

　カラスの情じょう報ほうでは、もとはベンチャー企き業ぎょうの富ふ豪ごうが建たてたという屋や敷しきで、富ふ豪ごうが海かい外がいに移い住じゅうするために売うりに出だされたそうだ。

　ドラゴの関かん係けい者しゃと思おもわれる人じん物ぶつに買かわれたようだ。

　それが、つい最さい近きんのことらしい。

「単たんなる下か部ぶ組そ織しきが購こう入にゅうするには、似につかわしくはないな」

　タキオンというバックがいるにしても、これだけの屋や敷しきを購こう入にゅうする金かねを、下か部ぶ組そ織しきがポンッと出だせるものじゃない。

　屋や敷しきを買かうために金かねを使つかうくらいなら、もっと組そ織しきをでかくするためなど、ほかにやることがあるだろう。

「あやしかろうが、潜せん入にゅうする以い外がいの選せん択たく肢しはないんだが」

　マサキは小ちいさく息いきをつき、屋や敷しきのセキュリティを確かく認にんする。

　カラスの情じょう報ほうどおりに、防ぼう犯はんシステムは働はたらいているが、あくまで一いっ般ぱん的てきなもの。

　これぐらいなら問もん題だいない。

　屋や敷しきに近ちかづいたところで、おれは足あしを止とめる。

　……どういうことだ？

　屋や敷しきの中なかに、人ひとの気け配はいがない。

　あやしいと思おもいつつも、窓まどガラスからマサキは屋や敷しきに忍しのびこむ。

　だれも出でてくる様よう子すはない。

「すでに、引ひきあげたあとか……」

　だが、なにかしらの手てがかりが残のこされているかもしれない。

　そう考かんがえていると、なにかの機き械かいが動うごくような音おとが、静しずまりかえった屋や敷しきのどこかから、きこえてくる。

　この音おとはなんだ？

　屋や敷しき内ないを、音おとのする場ば所しょを探さがして移い動どうする。

　そうしていても、屋や敷しきの中なかには、やはりだれもいない。

　この部へ屋やか。

　屋や敷しきの少すこし奥おくにいったところで、音おとがする部へ屋やを見みつける。

　ドアをゆっくりと開あける。

「ちっ！」

　部へ屋やの中なかを見みて、思おもわず舌した打うちする。

　そこには、時じ限げん爆ばく弾だんと一ひと目めでわかるものが、部へ屋やの床ゆかにしかけてある。

　解かい除じょは……ムリだな。

　しかも、爆ばく弾だんがこれ１つとは、かぎらない。

　おれが屋や敷しきに入はいってから、時と計けいが動うごきだしたのだとしたら、ワナだろうから、１つじゃない可か能のう性せいが高たかい。

　時と計けいの残のこり時じ間かんは、あと４分ぷんをきっている。

　思し考こうをきりかえ、その４分ぷんのあいだに、なにか手てがかりになるものを探さがすため、部へ屋やの探たん索さくに集しゅう中ちゅうする。

　爆ばく弾だんをしかけてまで、消けしたいなにかがあるのなら、重じゅう要ような手てがかりかもしれない。

　もしも桜さくら子こがここに一いっ時ときでも囚とらわれていたのなら……。

　おれは、走はしりながら、次つぎ々つぎと部へ屋やを確かく認にんしていく。

　広ひろい屋や敷しきの中なか、人ひとがいた痕こん跡せきのある部へ屋やを中ちゅう心しんに調しらべる。

　かなりの大おお人にん数ずうがいたあとは残のこっていたが、手てがかりらしいものは見みあたらない。

　見みつかったのは、予よ想そうどおり追つい加かの時じ限げん爆ばく弾だんぐらいだ。

　おれは、いらだちながらまだ入はいっていない、部へ屋やのドアを開あける。

　……ここは？

　部へ屋やには、ノートパソコンが２台だい、おかれたままだ。

　ほかの部へ屋やにも、パソコンがある部へ屋やはあったが……、なぜかここは妙みょうに気きになった。

　ノートパソコンの電でん源げんは落おとされているが、１台だいのノートパソコンは、半はん分ぶんだけ閉とじられている。

　このかたちを、おれは見みた記き憶おくがある。

　──桜さくら子こが休きゅう憩けいするときに、よくノートパソコンをそうやって半はん分ぶんだけ閉とじていた。

　もしや、と思おもってその部へ屋やの奥おくに入はいる。

　机つくえのまわりには、なにもない。

　かがんで机つくえの下したを確かく認にんすると、陰かげに、くしゃくしゃになった小ちいさなメモ用よう紙しが落おちているのを見みつける。

　おれは、メモ用よう紙しを手てにとると、手てばやく広ひろげる。

　桜さくら子この字じだ！

　そう思おもった瞬しゅん間かん──


ドンッ！



「時じ間かんか！」

　時じ限げん爆ばく弾だんの、タイムリミットがきたらしい。

　おれはメモ用よう紙しをにぎりしめると、窓まどガラスにむかって走はしる。


ドゴンッ！



　とうしろから、ひときわ大おおきな爆ばく発はつ音おんがして、爆ばく風ふうに背せ中なかを押おされる。

「ぐっ！」

　背せ中なかに感かんじる熱あつさに、顔かおをゆがめつつ、いきおいのまま、体からだが窓まどガラスにたたきつけられる。


パリンッ！



　窓まどガラスが割われて、屋や敷しきの外そとに押おしだされる。

「くぅ……」

　地じ面めんにたたきつけられてから、ゴロゴロところがる。

　衝しょう撃げきに、息いきができない。

　なんとか、ころがる体からだを止とめて、顔かおをあげる。

　屋や敷しきを見みると、あちこちから火ひの手てがあがっている。

　まずいな……早はやく遠とおざからないと、すぐに警けい察さつと消しょう防ぼうがくる。

　そう思おもっても、受うけたダメージが大おおきすぎたのか、体からだに力ちからが入はいらない。

　おれは倒たおれたまま、片かた手てににぎりしめたメモ用よう紙しを見みる。

「……たしかに受うけとったぞ、桜さくら子こ」

　目めの前まえが暗くらくなっていく。

　この場ばで気きを失うしなうのは、まずい……。

　だが、抵てい抗こうできないぐらいの速はやさで、意い識しきがだんだんと遠とおのいていく。

　くっ、どうすれば……。




「………………まったく。しかたのない人ひとね」

　目めの前まえが真まっ暗くらに染そまる前まえに、そんな声こえがきこえた気きがした。







　　　　13　ヒミツのスマホから
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　わたしと七な音おは、猿さる渡わたり警けい部ぶの運うん転てんしてきた覆ふく面めん車しゃの後こう部ぶ座ざ席せきにすわると、ほっと息いきをつく。

　七な音おも、緊きん張ちょうをといているのがわかる。

　だけど、それもほんの少すこしのこと。

　すぐに七な音おは、わたしのほうをむく。

「アスカ。ここまでよ」

　そう言いわれることは予よ想そうしていたから、おどろきはない。

　さすがに、あれだけのことがあれば、これ以い上じょう「ただの女じょ子し中ちゅう学がく生せい」を連つれていけないと考かんがえるのは、ふつうだもんね。

「これ以い上じょうは、アスカを連つれてはいけない。いまみたいにおそわれる可か能のう性せいがあるから。わかるでしょ？」

「……そういう約やく束そくでしたもんね」

　七な音おが、危あぶないと判はん断だんしたら、そこまでしか連つれていかない。

　最さい初しょから、そう言いわれてる。

「あとのことは、あたしにまかせて。かならずケイくんたちは助たすけだすから」

　七な音おの目めは、まっすぐにわたしにむけられてる。

　わたしが、自じ分ぶんの言いうことをきいてくれるかどうか、心しん配ぱいするような感かん情じょうの色いろが、見みてとれる。

　さすがに、これ以い上じょうは、かえって捜そう査さの邪じゃ魔まになるし、気きをつかわせすぎることになるよね。

「……お願ねがいします」

　わたしは、素す直なおに頭あたまを下さげた。

　そのあと、応おう援えんにきた刑けい事じに引ひき継つぎをした猿さる渡わたり警けい部ぶがもどってきて、わたしは家いえまで送おくってもらうことになった。

　もう夜よるも10時じをまわっている。

　わたしはマンションの前まえで、車くるまをおりる。

「なにかわかれば、かならず連れん絡らくするから」

　七な音おの瞳ひとみは、わたしのことを心しん配ぱいするようにゆれている。

　これからも捜そう査さをつづける七な音おのほうが大たい変へんなのに、やさしい人ひとだな、とあらためて感かんじる。

「はい。七な音おさんも気きをつけて」

「ありがと。でも、探たん偵ていは体からだを張はるのも仕し事ごとだから」

　七な音おが笑わらって、そのまま、車くるまが走はしり去さる。

「ただいま！」

　わたしは、マンションの玄げん関かんのドアを開あける。

「アスカ、帰かえってきたか」

　家いえには、お父とうさんたちが帰かえってきていた。

「ケイくんが、誘ゆう拐かいされたそうだな」

　リビングまできてから、お父とうさんが真面目まじめな顔かおできいてくる。
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「うん。いままで七な音おと警けい察さつといっしょに、調しらべてた」

　その言こと葉ばに、お父とうさんとおじさんはびっくりした様よう子すで、顔かおを見みあわせてる。

「それで、……やれそうか？」

「大だい丈じょう夫ぶ」

　お父とうさんからの問といに、わたしは、はっきりと答こたえる。

　いつかのケイがいなくなったときみたいに、やるべきことを見み失うしなったり、とり乱みだしたりしない。

「そうか。なら目めいっぱい、やってこい」

「手てを借かりたいことがあれば、遠えん慮りょなく言いってくれていいからね」

　お父とうさんとおじさんも、それをわかったのか、くわしいことはきかずに、応おう援えんしてくれる。

　わたしは自じ分ぶんの部へ屋やにもどると、ポケットの奥おくにしまいこんでおいた紙かみをとりだす。

　あの敵てきのアジトで、手てに入いれたものだ。

　なにが書かいてあるかまでは確かく認にんせずに、とりあえず目めについたのを持もってきたんだけど……。

「当あたりだったみたい」

　紙かみに書かかれているのは、電でん話わ番ばん号ごうらしき数すう字じ。

　あそこにあったからには、誘ゆう拐かい犯はんと関かん係けいのあるものにちがいない。

　手てがかりになるかも、とは思おもったけど、想そう像ぞう以い上じょうの価か値ちがあるものかもしれない。

　だけど、どうしよう？

「この電でん話わ番ばん号ごうにかけるにしても、自じ分ぶんのスマホじゃダメだし……そうだ！」

　わたしは、前まえにケイに教おしえてもらったことを思おもいだす。

　ケイから、相あい手てにばれないように連れん絡らくをとりたいときは、ここを開あけろと言いわれていた。

　部へ屋やにあるタンスの引ひき出だしをあけると、そこには見みなれないスマホが入はいっている。

　これが、ケイが言いっていたスマホだよね。

「使つかわせてもらうね、ケイ」

　朝あさを待まってからかけるべきか、少すこし考かんがえたけど、犯はん罪ざい組そ織しきなら夜よるのほうが活かつ動どう的てきなはずだ。

　それに、時じ間かんがたつと、このメモを手てに入いれた敵てきのアジトが、警けい察さつにおさえられたことが、敵てきにも広ひろまってしまう。

　七な音おはまだ大だい丈じょう夫ぶだと推すい理りしていたけど、ケイや誘ゆう拐かいされた人ひとたちの身みの安あん全ぜんも、確かく認にんがとれているわけじゃない。

　わたしは心こころを決きめて、スマホに、メモに書かかれた電でん話わ番ばん号ごうを打うちこむ。

　数すう回かいのコール音おんのあと、電でん話わのむこうの相あい手てが出でる。

『なんだ？』

　低ひくい男おとこの声こえ。

　わたしは声こわ色いろとしゃべり方かたを、おとなっぽいものに変かえる。

「アジトが襲しゅう撃げきされたわ」

『なんだと？　だれからだ？』

　男おとこが、おどろいた声こえをあげてる。まだ、知しらなかったらしい。

　まず第だい一段だん階かいがうまくいったことに、心こころの中なかでほっとする。

「警けい察さつね。一いっ気きに踏ふみこまれて、ほとんどつかまったわ。私わたしはなんとか逃にげられたけど」

『少すこし待まて』

　相あい手ての男おとこが、遠とおざかる音おとがきこえる。

　確かく認にんをしているのだろうか。だとしても、問もん題だいないはず。

『待またせた。そうか……大たい変へんだったな』

　間まがあってから、返へん事じがある。

　いま、警けい察さつがあの場ば所しょを調しらべているのは、事じ実じつだもんね。

　その確かく認にんができて、わたしへの疑うたがいが薄うすれたらしい。

「それで、どこにいけば合ごう流りゅうできる？」

『いまはＣシーだ』

　Ｃシー？　場ば所しょの名な前まえ……ううん、かくれ家がの名な前まえってところかな。

「Ｃシーの場ば所しょって、どこだったかしら？」

『わすれたのか？　まあ最さい近きん増ふやした場ば所しょだからな。住じゅう所しょは……』

　男おとこが、すらすらと教おしえてくれる。

　おそわれたアジトから逃にげてきた仲なか間まだと思おもって気きを許ゆるしているのと、部ぶ外がい者しゃは知しらないはずの電でん話わ番ばん号ごうにかけてきているからかな。

　どっちにしても、警けい戒かい心しんが薄うすすぎる気きもするけど……。

「ありがとう。助たすかったわ。さらってきた人にん間げんもＣシーにいるの？」

『そうだが……きいていないのか？』

　男おとこが、けげんそうにきいてくる。

　ま、まずっ！　知しっていないと、おかしなことだったのかも！

『お前まえの所しょ属ぞくはどこだ？　組そ織しきが急きゅうに拡かく大だいしたせいで、人ひとの顔かおと名な前まえも覚おぼえられん。おまえとははじめて言こと葉ばを交かわすはずだな？』

　男おとこがうたがいのまざった声こえで、早はや口くちできいてくる。

　そうか、組そ織しきが急きゅうに大おおきくなったから、仲なか間ま同どう士しを全ぜん員いんわかっているわけじゃないんだ、それで警けい戒かい心しんが薄うすかったんだね。

　でも、さすがにいまは疑うたがわれちゃったみたい。

　本ほん当とうは、もうちょっと情じょう報ほうを引ひきだしたかったけど。

「ええ、そうよ。所しょ属ぞくは……あっ、警けい察さつがいるわ。きるわね」

『お、おい……』

　男おとこの声こえがきこえたけど、わたしはかまわずに電でん話わをきる。

「ふぅ……もう電でん話わをかけるのはむずかしいかな」

　でも、情じょう報ほうは手てに入はいった。

　Ｃシーという場ば所しょ。そこにいけば、さらわれた人ひとたちもいる。

　きっと、ケイもいるはず。

　だけど、誘ゆう拐かいされた人ひとたちがいるなら、敵てきもがっちり守まもりを固かためているにちがいない。

　準じゅん備びを万ばん全ぜんにして、むかわなきゃ！







　　　　14　救すくいの天てん使し？
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「う、ううぅ……」

　おれは体からだに痛いたみを感かんじ、うめき声ごえをあげて目めを覚さます。

　うすく目めを開あけた視し界かいから見みえるのは、灰はい色いろの天てん井じょうと壁かべにかこまれた、知しらない場ば所しょだ。

　どこだ……ここは？

　まさか……敵てきにつかまった!?

　飛とびおきるが、そのとたん、体からだのあちらこちらに痛いたみが走はしり、おれは顔かおをしかめる。

「手て当あてはしたけれど、無む茶ちゃはするものじゃないわ。けっこうなケガを負おっていたのよ」

　おれが声こえがしたほうに視し線せんをむけると、10歳さいぐらいの少しょう女じょが立たっている。

　ここには場ばちがいな、ドレスふうの洋よう服ふくを着きている。

「────どうしておまえがここにいる、宝ほう条じょう有あり栖す」

　おれは、この少しょう女じょを知しっている。

　ラドロの幹かん部ぶの１人ひとり……10歳さいの天てん才さい画が家か、宝ほう条じょう有あり栖す。

　いまのラドロのボスである、先せん代だいファンタジスタ様さまが、その才さい覚かくにほれ込こんで「幹かん部ぶ」とした少しょう女じょ。

　そして、ラドロでの仕し事ごとで数かず々かずの実じっ績せきをあげ、才さい能のうどおりの結けっ果かを残のこしている才さい女じょだ。

　ここにはすがたは見みえないし、気け配はいも感かんじとれないが、どこかにはもう１人ひとりの幹かん部ぶ、サクスもひかえているのだろう。

「タキオンの動うごきについては、こちらがもともと警けい戒かいしていたことだもの。不ふ思し議ぎではないでしょう？」

「……そうだな」

　恭きょう也や様さまも、ラドロの依い頼らいで調しらべていたのだから、おかしな話はなしではない。

「いきなり屋や敷しきが燃もえあがったときは、びっくりしたけれど」

「それでおれを見みつけて、連つれてきたわけか」

「助たすけた、と言いってほしいところね」

　おれは自じ分ぶんの体からだをゆっくり動うごかしてみて、確かく認にんする。

　さっきは、いきなり動うごいたから痛いたみが走はしったが、動うごかし方かたに気きをつければ行こう動どうできなくはない。

　腕うでや首くびまわりなどに、包ほう帯たいが巻まかれているのは、有あり栖すたちが治ち療りょうしてくれたものだろう。

「手て当あては感かん謝しゃする。だが、すぐに出でていく」

「そう言いうとは思おもったけれど、少すこし冷れい静せいになったほうがいいわよ。まず、あなたの右みぎ手てににぎりしめられた、メモを見みることからはじめたらいいんじゃないかしら？」

　有あり栖すは、ちょんちょんと、おれの右みぎ手てを指ゆびさす。

　右みぎ手て……？

　そう言いわれて、マサキは自じ分ぶんが、右みぎ手てをにぎりしめていることに気きづく。

　そうか！

　桜さくら子こからのメモを見みつけて……。

　おれは、メモを広ひろげる。

「なにが書かいてあるの？　気きを失うしなっても、そのメモだけは放はなそうとしなかったから、そのままにしておいたのよ」

「……ドラゴのかくれ家がと思おもわれる場ば所しょが、いくつか書かかれている」

　このどこかに、桜さくら子こや研けん究きゅう室しつの人にん間げんが移い動どうさせられた、という可か能のう性せいがある。

「あら？　それはすごいわね。でも、だれがどうやって調しらべたのかしら？　さすがに簡かん単たんに調しらべさせてくれるほど、無む警けい戒かいだったわけじゃないでしょう」

　有あり栖すは首くびをかしげる。

「メモのあった部へ屋やには、ノートパソコンがおかれていた」

　桜さくら子こなら、それを使つかえばどうにかできるか？

　しかし、かくれ家ががわかるようなところに、アクセスできるようにしてないだろう。

　ネット回かい線せんも、つながらないようにしておくはずだ。

「ワナってことはないのかしら？」

　有あり栖すが、当とう然ぜんの疑ぎ問もんを口くちにする。

　ワナか。

　状じょう況きょうから見みると、その可か能のう性せいを有あり栖すが考かんがえるのも不ふ思し議ぎじゃない。だが……。
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「いや。ない。これはまちがいなく、桜さくら子この字じだ」

「桜さくら子こというのは……宇う佐さ美み桜さくら子このことね。高こう校こう生せいで大だい学がくの研けん究きゅう室しつに出で入いりする天てん才さい女じょ子し高こう生せい。たしかに、ふつうの少しょう女じょだとは考かんがえないほうがいいかもしれないわね。まして、もう１人、天才がそばにいるのだし」

「もう１人ひとり？」

　おれは、けげんに思おもう。

　桜さくら子こ以い外がいにも、有あり栖すが「天てん才さい」とよぶほどの人にん間げんがいるのか？

　質しつ問もんをこめた視し線せんを、有あり栖すにむける。

「知しらないの？　誘ゆう拐かいされた中なかには、ケイがいるのよ」

「怪かい盗とうレッドの、かたわれか……」

　そちらには直ちょく接せつ会あったことはないが、恭きょう也や様さまから話はなしはよくきく。

　怪かい盗とうレッドは、能のう力りょく不ぶ足そくの２人ふたりが補おぎないあっているのではない、それぞれ１人ひとりでも十じゅう分ぶんに脅きょう威いとなる人にん間げんがチームを組くんでいるから、思おもいがけないほどの力ちからを発はっ揮きするのだ、と。

　桜さくら子こより年とし下したでありながら、同おなじ研けん究きゅう室しつに出で入いりしているのだから、実じつ力りょくがうかがえる。

　宝ほう条じょう有あり栖すの評ひょう価かも、そうだ。

　となると、このメモは、よけいに信しん頼らいがおける。

「怪かい盗とうレッドの頭ず脳のう担たん当とう」が、からんでいるのなら、もしもこのメモが敵てきからむりやり書かかされたものだとしても、そうとわかるようにしてあるはずだ。

　それぐらいは、やってのけるだろう。

　だが、このメモには、必ひつ要ような情じょう報ほう以い外がいは書かかれていない。

「そのメモを信しん用ようするとしても、候こう補ほの場ば所しょがいくつもあるじゃない。どうするつもり？」

「もちろん、全ぜん部ぶ捜さがす」

　しぼりこむための情じょう報ほうは、ない。

　それなら総そう当あたりが、一いち番ばん早はやい。

「あなたって、もう少すこし冷れい静せいな人ひとかと思おもっていたけど、意い外がいと頭あたままで筋きん肉にくでできてるタイプなのね」

　有あり栖すはあきれた様よう子すで、ため息いきをつく。

「ほかに手てはあるのか？」

「さあ。すぐには思おもいつかないわね」

　有あり栖すは肩かたをすくめる。

「なら、もういく」

　おれは立たちあがり、部へ屋やのドアにむかう。

　今こん度どは、有あり栖すも止とめてこない。

「なにかわかれば、連れん絡らくをいれるわ。……あなたの『主あるじ』だって、あなたの無む茶ちゃを望のぞんではいないと思おもうわよ」

「知しっている」

　おれは短みじかく答こたえると、部へ屋やから出でていく。

　　　　[image: ]

　部へ屋やに残のこった有あり栖すは、マサキが部へ屋やを出でていくのを見み送おくると、深ふか々ぶかとため息いきをついた。

「世せ話わの焼やける人ひとね……しょうがないわ。ちょうどたのまれてもいたし、おせっかいな人にでも、連れん絡らくしておこうかしら。どうにかするでしょ」







　　　　15　ラドロの加か勢せい？
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　わたしは、「Ｃシー」とよばれた場ば所しょへむかう準じゅん備びをととのえて、外そとに出でる。

　外そとは真まっ暗くらだ。

　昼ひる間まよりは涼すずしくなったとはいえ、夏なつの蒸むし暑あつい熱ねっ気きが、ただ立たっているだけでも、ひたいに汗あせをにじませる。

　……ん？

　スマホに、着ちゃく信しんがある。こんな時じ間かんに、だれだろう。

　わたしはスマホを確かく認にんする。

「有あり栖すちゃん!?」

　スマホに表ひょう示じされている電でん話わの相あい手ては、有あり栖すちゃんだ。

　どうして、このタイミングで？

　わたしは、人ひとの少すくない場ば所しょに移い動どうして、電でん話わに出でる。

『──アスカ、ちょっといま、いいかしら？』

　スマホのむこうから、有あり栖すちゃんの声こえがする。

「ごめん。これから出でかけるところだから……」

『なら、ちょうどよかったわ』

「ぜんぜん、よくな……」

『アスカはいま、ケイの居い場ば所しょを捜さがしにいくところでしょ？』

　ずばりと、言いい当あてられる。

「どうしてそれを……って、ラドロに協きょう力りょくを求もとめたのはわたしだね」

　そういえば、ケイの誘ゆう拐かいの連れん絡らくがあったあと、ラドロになにか情じょう報ほうが入はいってきていないか、問といあわせていたんだ。

　でも、情じょう報ほうはなかったし、調ちょう査さをお願ねがいしたというわけでもないから、そのままになっていたんだけど。でも……。

「有あり栖すちゃんから連れん絡らくがくるってことは、今こん回かいの事じ件けんでラドロが動うごいているってこと？」

『そう。そして、わたくしたちが動うごくということが、どういうことかわかるかしら？』

　有あり栖すちゃん……ラドロが動うごく……って、もしかして!?

　わたしは、ある考かんがえにいきつく。

「これって、タキオンが関かん係けいしているの!?」

『そう。今こん回かいの襲しゅう撃げき、誘ゆう拐かい事じ件けんをおこしたのは、下か部ぶ組そ織しきだけれど、まちがいなくタキオンの組そ織しきの一いち部ぶよ』

　有あり栖すちゃんが答こたえる。

「タキオンがねらったのは…………ケイなの？」

　ききながら、冷ひや汗あせが背せ中なかをつたう。

　ケイを「怪かい盗とうレッド」だと知しって、タキオンがねらったのだとしたら……！

　不ふ安あんに、心こころがおおわれそうになる。

　だけど……。

『ちがうわね』

　有あり栖すちゃんは、はっきりと否ひ定ていする。

『少すくなくとも、うちのおじいちゃんはそう言いってるわ。ケイがさらわれたのは、単たんなる偶ぐう然ぜんだって』

「そうなんだ……」

　わたしは、ほっと息いきをつく。

　有あり栖すちゃんが言いう「おじいちゃん」というのは、ラドロのボスのことだ。

　先せん代だいのファンタジスタでもあって、ケイもその力ちからを認みとめているみたいだし、その人ひとの言こと葉ばなら信しん用ようできそう。

『うちにも情じょう報ほうはいくつかあるけれど、まだ足たりない感かんじなの。それで、連れん絡らくしたのよ。アスカだけなら期き待たいできないとは思おもったんだけどね。念ねんのためよ』

　わたしだけなら期き待たいできないって……。

　あいかわらず、有あり栖すちゃんは容よう赦しゃがない。

　でも、今こん回かいは有あり栖すちゃんを、いい意い味みで裏うら切ぎれそうだ。

「ケイ……誘ゆう拐かいされた研けん究きゅう室しつの人ひとたちの居い場ば所しょがつかめたから、いまむかうところ」

『へえ……どういうことかしら？　きかせてもらえるの？』

　有あり栖すちゃんが、興きょう味み深ぶかそうに、きいてくる。

　わたしは、自じ分ぶんが手てに入いれた情じょう報ほうを、有あり栖すちゃんに教おしえる。

　ぐうぜんが味み方かたしたとはいえ、敵てきの連れん絡らく先さきを手てに入いれられたのは大おおきかった。

　有あり栖すちゃんは、静しずかにわたしの話はなしをきき終おえると、

『なるほどね。……でも、アスカ１人ひとりで助たすけだせるの？』

　ときいてくる。

「助たすけだすよ」

　わたしは、きっぱりと言いいきる。

『……そういうところは、似にているわね、あなたたち』

　有あり栖すちゃんは、なぜか苦にが笑わらいしている。

　似にているって、だれにだろう？

『わかった。いますぐに動うごける人にん間げんが、たぶんそっちにむかうと思おもうわ』

「もしかしてサクス？」

　ラドロの戦せん力りょくなら、サクスがすぐに思おもいつく。

『残ざん念ねんながら、サクスはわたくしの護ご衛えいとして、ついていてもらうことになっているの。わたくしも、この事じ件けんばかりにかまってはいられないのよ』

　じゃあ、だれだろう？

　ラドロの知しりあいは、そう多おおくない。

　知しらない人ひとだと、実じつ力りょくがちょっと不ふ安あんなんだけど……。

　でも、有あり栖すちゃんが言いうんだし、そのあたりはまかせるしかない。

『ともかく、いい情じょう報ほうがきけたわ。あとは、うまくやれることを期き待たいしているわ』

　つきはなされているようだけど、これが有あり栖すちゃんなりのはげましの言こと葉ばなのは、何なん度ども話はなしているから、よくわかる。

「ありがと」

『早はやくいきなさい。きるわよ』

　お礼れいを言いうと、有あり栖すちゃんは少すこし照てれたように、早はや口くちで言いって、先さきに電でん話わをきってしまう。

　有あり栖すちゃんと話はなして、少すこし頭あたまがすっきりした。

　ラドロから、だれがくるのかはわからないけど、それを期き待たいしていたら、ダメだよね。

　たよれるのは自じ分ぶんだけだと思おもっていなきゃ。

　ともかく、まずは敵てきの居い場ば所しょがどういうところか、誘ゆう拐かいされた人ひとたちがどういう状じょう態たいかを、調しらべるんだ。

　ケイは、いつもそうしてる。

　わたしはそう考かんがえると、目もく的てき地ちにむけて動うごきだした。







　　　　幕まく間あい４　だれかがくる？
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　桜さくら子こたちがうつされたのは、30階かいはあるだろう高こう層そうビルだった。

　この前まえにいたところも、かなり豪ごう華かなお屋や敷しきだったし、この誘ゆう拐かい組そ織しきは、いったいどういうところなんだろう？

　桜さくら子こは疑ぎ問もんに思おもう。

　いくらなんでも、誘ゆう拐かい１つに、お金かねをかけすぎだ。

　それとも、この誘ゆう拐かいの指し示じをしているのが、かなりのお金かねを持もっている人ひとなのだろうか。

　いまの情じょう報ほうだけじゃ、これ以い上じょう考かんがえるのはむずかしいか……。

　あと気きになるのは……。

　マサキは、気きづいてくれたかな。

　前まえの屋や敷しきに残のこしてきた、メモ書がき。

　あれはケイといっしょに、ノートパソコンをネットにつないで調しらべたものだ。

　もちろん、あそこにあったパソコンは、ネットにつながっていなかった。

　つながらないようにも、されていた。

　だけど、いまの時じ代だい、人にん間げんの住すんでいる場ば所しょなら、どこかには無む線せん通つう信しんのネットが飛とびかっている。

　もちろん、暗あん号ごう化かされていて、ふつうはそれを勝かっ手てに使つかうことはできない。

　でも、桜さくら子ことケイなら、べつだ。

　暗あん号ごうを無む効こうにして、そこからインターネットにつながることができる。

　もちろん本ほん当とうはいけないことだけど、緊きん急きゅう事じ態たいだったから、ゆるしてほしい……と桜さくら子こは思おもう。

　ノートパソコンの画が面めんは監かん視しされていたから、敵てきにはダミーの画が面めんを見みせるように、細さい工くもしていた。
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　そんなふうにして、桜さくら子ことケイは、こっそりとあのノートパソコンで情じょう報ほうを手てに入いれた。

　それが、あの屋や敷しき以い外がいの、誘ゆう拐かい組そ織しきが使つかいそうな、かくれ場ば所しょのリストだ。

　ずっと、あの屋や敷しきにいるとは思おもわなかったから、移い動どうしそうな場ば所しょを前まえもって調しらべておくことにした。

　候こう補ほの場ば所しょはいくつもあったから、次つぎにどこにいくのかまでは、しぼりこめなかったけど。

　そうして、移い動どうさせられる前まえに、ギリギリでいくつかの場ば所しょを、メモに残のこしておくことができた。

　あのメモに、マサキが気きづいたら、きっと助たすけにきてくれるはず。

　……マサキが動うごいているっていう、たしかな証しょう拠こは、なにもないんだけどね。

　でも、なぜかマサキがきてくれると信しんじている。

　桜さくら子こは考かんがえるのをいったん終おわりにして、部へ屋やを見みまわす。

　この高こう層そうビルの部へ屋やは、前まえにいたところより、さらにきれいで設せつ備びがととのっている。

　デスクトップの性せい能のうのいいパソコンはあるし、そのほかにもこまかい機き械かい設せつ備びがそろっている。

　研けん究きゅう用ようの部へ屋やとして、十じゅう分ぶん使つかえそう。

　問もん題だいは、ここでなにをさせられるか、だ。

　ケイも言いっていたけど、敵てきの目もく的てきが「研けん究きゅう室しつそのもの」なのは、まちがいないと思おもう。

　いまは、北きた澤ざわ教きょう授じゅたちも同おなじ部へ屋やにそろっていて、監かん視し役やくの黒くろ服ふくの男おとこたちが、目めを光ひからせている。

　だから、気きがるにしゃべることもできない。

　でも、誘ゆう拐かいされてからはじめて、北きた澤ざわ教きょう授じゅたち全ぜん員いんの無ぶ事じを確かく認にんできたのは、よかった。

　目もく的てきを考かんがえたら、なにもされてないはずとは予よ想そうしていたけど、やっぱり不ふ安あんはあったから。

　話はなせないのは、じれったいけれど。

　黒くろ服ふくの男おとこたちは、どういうつもりなのか。

　誘ゆう拐かいしてから、はじめて桜さくら子こたちを集あつめたのに、監かん視しだけをつけて、なにをさせるふうでもない。

　彼かれらはなにを考かんがえているんだろう？

　この状じょう況きょうから考かんがえると…………黒くろ服ふくの男おとこたちは、なにかを待まっているのかもしれない。

　この場ば所しょに、だれかがくるとか。

　そして、そのだれかは、この黒くろ服ふくの男おとこたちより、上うえの位い置ちに立たつ人にん間げんではあるはずだ。

　雰ふん囲い気きから、みんなそれを感かんじとっているのか、北きた澤ざわ教きょう授じゅたちも緊きん張ちょうした表ひょう情じょうをしている。


ガチャリ



　部へ屋やのドアが開ひらく。

　その瞬しゅん間かん、黒くろ服ふくの男おとこたちに、ピリッと緊きん張ちょうした空くう気きが流ながれたのが、桜さくら子こにもわかるぐらいだった。

　どうやら、想そう像ぞうは当あたりだったらしい。

　ようやく、この事じ件けんをおこした黒くろ幕まくと、会あえるのかもしれない。







　　　　16　敵てきの陣じん地ちへ




[image: ]

「……わかった。そちらから調しらべてみる。情じょう報ほう助たすかった」

　おれは、スマホにむかって言いう。

『あら。お礼れいを言いわれるなんて、どうしちゃったのかしら？』

　スマホのむこうの有あり栖すが、意い外がいそうな調ちょう子しで言いう。

「必ひつ要ようなときは言いう。それに、助たすけられた恩おんも、いずれかえすつもりだ」

『そうなの。期き待たいしておくわ。そして、作さく戦せんの成せい功こうもね』

「ラドロとしては、そのほうが都つ合ごうがいいだろうしな」

　おれはラドロの一いち員いんではなく、あくまで恭きょう也や様さまの配はい下かだ。

　おれがいなくなったところで、ラドロへの損そん害がいはない。

　そういう意い味みで、有あり栖すにとっても都つ合ごうがいいだろう。

『ひねくれてるわね。……そうそう。もしかしたら、助たすけがいくかもしれないわ。そのときはよろしくね』

「助たすけ？　おい、どういう……」

『じゃあね』

　だが、有あり栖すは、答こたえないまま一いっ方ぽう的てきに電でん話わをきる。

「ラドロから、だれかをよこすということか？」

　心こころ当あたりはないし、中ちゅう途と半はん端ぱな腕うでのやつなら、逆ぎゃくに足あし手でまといだ。

　もともと、それを当あてにするつもりもない。

　だが、有あり栖すからの情じょう報ほうは役やくだつものだった。

　メモにあった、かくれ家がの候こう補ほを、すべてあたるつもりでいたおれのところへ、有あり栖すから電でん話わがきたのが、ついさきほど。

　それによると、独どく自じの情じょう報ほうで、いま桜さくら子こたちのいる場ば所しょが、しぼりこめたらしい。

　どういう情じょう報ほう源げんなのかを、有あり栖すは教おしえなかったが、ラドロの幹かん部ぶが、この場ば面めんでウソをつくとも思おもえない。

「たとえその情じょう報ほうがはずれだとしても、もともとすべてあたるつもりだったんだ」

　おれはつぶやき、足あしばやに移い動どうを開かい始しした。




　到とう着ちゃくしたのは、街まち中なかにある高こう層そうビル。

　桜さくら子こからのメモを見みつけた場ば所しょも、かなり豪ごう華かな屋や敷しきだったが、ここも所しょ有ゆうしているとなれば、そうとうな金かねが動うごいていることになる。

　単たんなるタキオンの下か部ぶ組そ織しきレベルに、そんなことが可か能のうか？　いや、むりだろう。

　カラスの言いっていた情じょう報ほうが、頭あたまをよぎる。

　この事じ件けんへの、「幹かん部ぶ」のかかわり。

　……やっかいだが、それをいま考かんがえてもしょうがない。

　やることは、変かわらないんだからな。

　おれは、スーツすがたのサラリーマンに変へん装そうする。

　今こん回かいもやはり、めだつところのない、20代だい後こう半はんのスーツを着きたサラリーマンだ。

　しばらくビルの様よう子すを見みていたかぎり、もう深しん夜やの２時じだというのに、残ざん業ぎょうなのか、ふつうのサラリーマンらしきすがたも数すう人にんが出で入いりしていた。

　これだけ大おおきなビルだ。

　すべてが、ドラゴの関かん係けい者しゃでうめつくされているとは考かんがえにくい。

　タキオンの息いきのかかった、関かん連れん企き業ぎょうでも入はいっているのだろうか。

　それなら、事じ情じょうを知しらないサラリーマンが出で入いりしていても、おかしくない。

　おれは、何なに食くわぬ顔かおで正しょう面めんから入はいる。

　正しょう面めん玄げん関かんにはゲートがあり、警けい備び員いんが立たっている。

　ゲートに認にん識しき証しょうをかざして、とおるようになっている。

　構こう造ぞうとしては、駅えきの改かい札さつ口ぐちと似にたようなものだ。

　おれは胸むねポケットから認にん識しき証しょうをとりだし、ゲートにかざしてとおりぬける。

　──疑うたがわれなかったようだな。

　いまのおれのサラリーマンの顔かおは、ここから出でてきた社しゃ員いんのものだ。

　認にん識しき証しょうも、そのサラリーマンから、無む断だんで借かりた。

　いまごろ彼かれは、路ろ地じ裏うらで眠ねむっているだろう。

　ほうっておいても、いずれは見みつかるだろうし、夏なつのいまなら、少すこしぐらい外そとにほうっておかれても、風邪かぜをひくこともないはずだ。

　おれは、エレベーターに乗のって、上うえの階かいにむかう。

　１階かいはロビーだが、２階かいからオフィスになっているようだ。

　しかし、エレベーターの表ひょう示じでは、15階かいまでしかいけないようになっている。

　外そとから見みたところ、30階かいはあったはずだが……。

「ここから上うえがあやしいか」

　おれは、15階かいでエレベーターをおりる。

　15階かいのフロアは、ドアの窓まど越ごしに室しつ内ないの明あかりがもれているが、人ひと気けはほとんどなく静しずかだ。

　おれはろう下かを歩あるいて、上うえにつながる階かい段だんを探さがす。

　さすがに、わかりやすい場ば所しょにはないか。

　あやしい場ば所しょはあるが……。

　カードキーで開あけるドアがあったが、そのドアは、おれが持もっているカードキーでは、開ひらかなかった。

　べつのカードキーが必ひつ要ようなのだろう。

　が、それをどこで手てに入いれるかが、問もん題だいだ。

　……ん？

　どうするか考かんがえていると、不ふ自し然ぜんにまわりを気きにしているようすの男おとこを、ろう下かで見みつける。

　見みた目めは、ただの40代だいぐらいの中ちゅう年ねんの男おとこのサラリーマンに見みえるが、なれた職しょく場ばというには、キョロキョロとしすぎだ。

　──あとをつけてみるか。

　気け配はいを消けして、男おとこのあとをつけていくと、あの、カードキーで開あけられなかったドアの前まえで立たちどまる。

　ドアの前まえで、カードキーをとりだそうとしている。

　運うんがいいな。

　おれは、気け配はいを消けしたまま、男おとこに忍しのびよる。

「がっ……」

　背はい後ごから近ちかづき、サラリーマンの男おとこの首くびに手しゅ刀とうをあびせる。

　おれに気きづくひまもなく、男おとこは気きを失うしなってくずれおちる。

　男おとこを両りょう脇わきから支ささえて受うけとめ、手てに持もっていたカードキーを、手てに入いれる。

　やはり、おれが持もっているカードキーとは、ちがうようだ。

　ドアの機き械かいの部ぶ分ぶんにかざすと、


カチャリ



　ドアのロックが外はずれる音おとがする。

　そのままおれは、男おとこを引ひきずりながら、ドアの奥おくに入はいる。

　ここに男おとこをおいていっては、すぐに異い変へんに気きづかれてしまう。

　ドアの奥おくには、上うえにあがる階かい段だんがあった。

　当あたりだったな。

　男おとこをドアの内うち側がわの、階かい段だんの手て前まえですわらせておくと、おれは変へん装そうをとく。

　ここから上うえは、動うごきづらい変へん装そうすがたは、いざというときにデメリットになりかねない。

「なにが出でてくるか、わからないな」

　気きを引ひきしめて、おれは階かい段だんをのぼっていく。







　　　　17　夜よるを飛とべ！
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　わたしは、電でん話わで得えた情じょう報ほうどおりの場ば所しょにある、ビルの近ちかくまでやってきていた。

　こんなりっぱなビルだったなんて……。

　見み上あげると、首くびが痛いたくなりそうだよ。

　ここにケイたち誘ゆう拐かいされた人ひとたちがいるとして、問もん題だいは、どうやって忍しのびこむかだよね。

　変へん装そうは、ケイがいないと、そこまでこまかいことはできない。

　声こわ色いろを変かえるぐらいだ。

　だとすると、レッドとして潜せん入にゅうするしかないんだけど、潜せん入にゅうルートが、そもそもわからない。

「ナビ担たん当とうのケイをたよれないんだったら……思おもいきったルートをとったほうがいいかも」

　わたしはそう考かんがえて、目もく的てきのビルのとなりを見みる。

　となりにもビルが建たっているけど、こちらは目もく的てきのビルより低ひくくて、15階かいほどしかない。

　目もく的てきのビルとはちがって、となりのビルは古ふるそうで、明あかりも消きえていて、人ひと気けがない。

　よし！

　わたしは心こころを決きめると、となりのビルにむかう。

　裏うら口ぐちを見みつけると、わたしは監かん視しカメラにタオルをかぶせておいて、その間あいだにピッキングでカギを開あける。

　カードキータイプだとめんどうだったけど、裏うら口ぐちはふつうのカギでよかった。

　わたしは、ビルの中なかに入はいりこむ。

　もう人ひとも残のこっていないようだし、警けい備び員いんも配はい置ちされていないみたい。

　センサーもなさそうだし。

　いつもとちがいすぎて、ワナじゃないかとうたがうぐらいだけど……レッドとして忍しのびこむのは、いつも、厳げん重じゅうに警けい戒かいされている場ば所しょばかりだもんね。

　ふつうのビルなら、監かん視しカメラを設せっ置ちして、ドアをこじ開あけるようなことがあれば、セキュリティ会がい社しゃの人ひとがくるようにしておくぐらいなのかも。

　わたしは、階かい段だんを使つかって屋おく上じょうにむかう。

　屋おく上じょうに出でると、生なまぬるい風かぜが肌はだをなでていく。

　屋おく上じょうのはしに近ちかづいて、目もく的てきのビルを確かく認にんする。

　目もく的てきのビルとの間あいだの距きょ離りは、20メートルぐらいだろうか。

「いけない距きょ離りじゃないな」

　わたしの考かんがえは、となりのビルの屋おく上じょうから目もく的てきのビルに飛とびうつる、という単たん純じゅんなもの。

　ケイなしで、難むずかしい潜せん入にゅうルートを考かんがえるより、身しん体たい能のう力りょくにたよったこの方ほう法ほうのほうが、まだ成せい功こう確かく率りつが高たかい。

　問もん題だいは、目もく的てきのビルの窓まどが、当とう然ぜん閉しめきられていること。

「でも、それも対たい策さくはしてあるし」

　窓まどガラスを音おとを立たてずに割わる道どう具ぐは、用よう意いしてきてある。

　そういう潜せん入にゅう方ほう法ほうは、いままでも使つかったことがあるし、あとは、警けい報ほうのたぐいがついてないことを祈いのるだけ。

　でも、たぶん大だい丈じょう夫ぶ。

　ビルの窓まどを開あけただけで警けい報ほうが鳴なっていたら、誤ご報ほうが多おおくなって、かえって混こん乱らんする。

　有あり栖すちゃんの話はなしのとおり、タキオンの組そ織しきのビルなら、そんなことはしないはずだ。

　警けい報ほうが鳴なって、警けい察さつに通つう報ほうされるのが、一いち番ばんいやなはずだしね。

　わたしは、右みぎ手てで目もく的てきのビルの上うえの方ほう向こうに、ねらいを定さだめる。


ヒュンッ



　わたしは右みぎ手て首くびに仕し込こんであるワイヤーを飛とばし、ビルの出でっぱりに引ひっかける。

　安あん定ていしていることをたしかめてから、わたしはビルから飛とびおりる。

「よっと」

　ワイヤー１本ぽんでつながった状じょう態たいで、振ふり子このいきおいで、目もく的てきのビルの壁かべにはりつく。

　窓まどガラスの中なかをのぞいてみたけど、ちょうどトイレらしく、人ひともいない。
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　腰こしのポーチに入はいった道どう具ぐで、窓まどガラスの一いち部ぶを静しずかに割わって、ビルの中なかに忍しのびこむ。

　トイレの中なかにおりたつと、ワイヤーを回かい収しゅうする。

　それから、気け配はいを消けしたまま、トイレから、そっとろう下かの様よう子すをうかがう。

　ろう下かにも人ひと気けはなく、室しつ内ないから明あかりがもれている部へ屋やは、２つだけ。

　わたしは足あし音おとを消けして、室しつ内ないを確かく認にんしていく。

　明あかりのついている部へ屋やでは、黒くろ服ふくの体からだの大おおきな男おとこたちが、談だん笑しょうしている。

　ふつうの会かい社しゃのサラリーマンのようには見みえない。

　まして、それが何なん人にんもそろっているなんていうのは、ぐうぜんではなく、ここを守まもる側がわの人にん間げんだと考かんがえたほうがよさそう。

　だからといって、ここで奇き襲しゅうをかけて、全ぜん員いんを倒たおしていくわけにはいかないよね。

　見みつかってしまえば、ケイたちの居い場ば所しょを捜さがしにくくなるし、警けい戒かいもされちゃうし。

　だから、気け配はいを消けしたまま、上うえの階かいにのぼることにする。

　どうやら、いまの階かいは16階かいらしい。

　階かい段だんのところに、そう書かいてあった。

　わたしは、階かい段だんをのぼったところで、ふと足あしを止とめる。

　ろう下かに、気け配はいは感かんじない。

　だけど、なにか背せ中なかがざわつく。

　進すすむのをためらわせる、予よ感かんのようなもの。

　だからといって、ここで立たち止どまっていても、しょうがない。

　わたしは、慎しん重ちょうにろう下かを見みようと体からだを少すこしだけ、乗のりだす。

　なっ!?

　目めの前まえに、人ひと影かげが立たっている。

　完かん全ぜんに気け配はいを消けしていた!?

　おどろくのと同どう時じに、わたしは反はん射しゃ的てきに動うごきだしていた。







　　　　18　敵てき地ちの真まん中なかで
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　おれは気け配はいを消けしたまま、16階かいの探たん索さくをしていく。

　あきらかに、ふつうのサラリーマンでないやつらが部へ屋やにいたが、無む視しして進すすむ。

　桜さくら子こたち誘ゆう拐かいされた人にん間げんを捜さがすことが、最さい優ゆう先せんだ。

　それまで、さわぎをおこすことは、さけておきたい。

　17階かいにあがり、ひととおり探たん索さくをして、そのまま18階かいにむかおうかと思おもったときだ。

　ふと、いやな感かんじが頭あたまをよぎる。

　気け配はいは室しつ内ないからしか感かんじない。

　それなのに、ろう下か……いや階かい段だんのほうに、違い和わ感かんがある。

　この感かんじは……気け配はいを完かん全ぜんに消けしている腕うで利ききか。

　いままでの経けい験けんから、おれはそう判はん断だんして、そっと階かい段だんの方ほう向こうへむかう。

　階かい段だんの手て前まえまできたところで、とつぜん下したの階かい段だんから、目めの前まえに何なに者ものかが現あらわれる。

　ちっ！

　やっぱり、完かん全ぜんに気け配はいを消けしてやがったか。

　おれは、とっさに一いち撃げきをはなつが、相あい手てからも拳こぶしが飛とんでくる。

　紙かみ一ひと重えでおたがいに、攻こう撃げきをかわすと、少すこしだけ距きょ離りをとる。

　いまの一いち撃げきが決きまらないということは、かなりやれる相あい手てだ。

　そう思おもい、相あい手ての顔かおを見みる。

「……は？」

　思おもわず、気きのぬけた声こえを出だしてしまう。

　まちがいない。

　顔かおを半はん分ぶんかくしているが、このコスチュームは──

　怪かい盗とうレッドの１人ひとり、紅こう月づきアスカ。

　なぜここにいる!?

　疑ぎ問もんに思おもう間まもなく、アスカがしかけてくる。

「ちょっと待まて。おれだ」

　おれは攻こう撃げきをさばきつつ、声こえをかける。

「だれよ？」

　アスカに問といかえされる。

　なにを言いって…………そうか！

　そういえば、アスカには、おれの顔かおを知しられていない。

　会あったのは、学がく園えんに潜せん入にゅうして生せい徒とに変へん装そうしていたときと、フラワーヴィレッジ城じょうでメイドに変へん装そうしていたときだけだ。

　まずいな……。

　こんなところで、こいつと争あらそってる場ば合あいじゃないんだが……。

　怪かい盗とうレッドなら、この場ばでは、おれの敵てきだとは考かんがえにくい。

　なら、協きょう力りょくしたほうがいいのだが、会かい話わできないのでは、意い味みがない。

　一いち度ど、おとなしくさせるにも、アスカは手てかげんできる相あい手てじゃないことも、やっかいなところだ。

　いっそのこと、おれが引ひけば追おってこないのか……？

　おれがどうするべきか迷まよっていると、ふとアスカの攻こう撃げきが止やんだ。

「その声こえ、もしかして……恭きょう也やのところの、変へん装そうが得とく意いなマサキ？」

　動うごきを止とめて、きいてくる。

　どうやら、声こえだけで思おもいだしてくれたらしい。

　アスカの警けい戒かい心しんが薄うすれていくのと同どう時じに、おれは、かまえをとく。

「そうだ。誘ゆう拐かいされた人ひとたちを、捜さがしている。おまえの目もく的てきも同おなじだろう？」

「そうよ。ここに、恭きょう也やもきているの？」

　アスカもかまえをといて、視し線せんをまわりにむける。

「いや。恭きょう也や様さまはきていない。おれだけだ」

「そっか。あなただけでも心こころ強づよいよ」

　アスカは、まっすぐにおれを見みて、言いう。

　本ほん心しんからの言こと葉ばなのだろう。

　よどみのない、すんだ瞳ひとみをしている。

　裏うらの世せ界かいにいると、こんな目めを見みることは、ほとんどない。

　……表おもての世せ界かいでだって、めずらしいかもしれないが。
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「とりあえず、この階かいから移い動どうするぞ。気きづかれてはいないと思おもうが、念ねんのためだ」

「うん」

　おれとアスカは、同どう時じに上うえの階かいに移い動どうをはじめる。

　さっきまで、戦たたかっていたというのに、きりかえが早はやい。

　こういうタイプは、やりやすくて助たすかる。

　敵てき地ちで、ぐだぐだと悩なやまれると、邪じゃ魔まにしかならない。

　それにしても……。

　移い動どうしながら、おれは有あり栖すが言いっていた言こと葉ばを思おもいだす。

　──助たすけがいくかもしれないわ。

　それは、このアスカのことだったのだろう。

　そして宝ほう条じょう有あり栖すは、おれとアスカが出で会あうことを、ほぼ確かく信しんしていたはずだ。

　やられた、と思おもったが、すぐに気きづけなかった自じ分ぶんも悪わるい。

「怪かい盗とうレッドの相あい棒ぼうが、誘ゆう拐かいされたメンバーの中なかにいる」という情じょう報ほうは、おれも持もっていたのだから。

　それに、アスカの腕うでが以い前ぜんよりかなりあがっているのは、さっきの攻こう防ぼうでもわかった。

　ここはタキオンの拠きょ点てんだ。

　不ふ穏おんな情じょう報ほうもある。

　足あし手でまといにならない味み方かたなら、歓かん迎げいすべきだろう。







　　　　幕まく間あい５　その敵てきの名なは……
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　桜さくら子こたちは息いきをのんで、ドアから入はいってきた男おとこを見みつめる。

　思おもった以い上じょうに、若わかい。

　最さい初しょに桜さくら子こが感かんじたことは、それだ。

　20代だい半なかばぐらいで、白はく人じんかミックスに見みえる。

　こんな大おおがかりな計けい画かくの黒くろ幕まくというには、若わかすぎる気きがする。

　勘かんちがいだろうか、とも桜さくら子こは思おもったが、まわりの黒くろ服ふくたちの対たい応おうは、その男おとこに敬けい意いをはらっているように見みえた。

　見けん当とうちがいじゃないのかもしれない。

　となりのケイを横よこ目めに見みると、わずかにまゆをひそめたように見みえる。

　ケイも、意い外がいに思おもったんだろうか。

「やあ、みなさん。強ごう引いんな招しょう待たいをして、申もうしわけない」

　若わかい男おとこは、おおげさな手てぶりで、北きた澤ざわ教きょう授じゅたちに話はなしかける。

　なめらかな日に本ほん語ごで、違い和わ感かんがない。

「きみがわれわれのことを、連つれてくるように指し示じしたのか？」

　北きた澤ざわ教きょう授じゅが一歩ぽ前まえに出でて、若わかい男おとこに問とう。

　研けん究きゅう室しつを代だい表ひょうして、桜さくら子こたちを守まもるために、交こう渉しょうをするつもりらしい。

　桜さくら子こたちも、じっと見み守まもるしかない。

「ええ。ぜひとも、北きた澤ざわ教きょう授じゅと、研けん究きゅう室しつのみなさんに、協きょう力りょくをお願ねがいしたいことがありましてね」

「犯はん罪ざいに協きょう力りょくするつもりはない」

　北きた澤ざわ教きょう授じゅは、はっきりとつげる。

　やっぱり北きた澤ざわ教きょう授じゅも、なにかをさせられる可か能のう性せいには、気きづいていたみたいだ。

　でも、そっか。

　研けん究きゅうの成せい果かを、犯はん罪ざいに使つかわれる可か能のう性せいは高たかいんだよね。

　桜さくら子こたちが、誘ゆう拐かいなんていう形かたちで連つれてこられているのだから。

「犯はん罪ざいとは、言こと葉ばが悪わるいですね。この世せ界かいを変かえるためですよ」

「犯はん罪ざい」という言こと葉ばについては、否ひ定ていしなかった。

「われわれに、なにをさせるつもりなんだ？」

　北きた澤ざわ教きょう授じゅは、けわしい目めで若わかい男おとこをにらむ。

「教きょう授じゅは、興きょう味み深ぶかい研けん究きゅう結けっ果かを残のこされていますね。……ダークマターについて」

　若わかい男おとこの言こと葉ばに、北きた澤ざわ教きょう授じゅの表ひょう情じょうが変かわる。

「あれは、すでに研けん究きゅうがいき詰づまり、中ちゅう止しされているものだ！」

　強つよい口く調ちょうで、北きた澤ざわ教きょう授じゅが言いう。

　そう。

　──わたしたちが進すすめていた、ダークマターの研けん究きゅうは、そういうことになっている。

「表おもてむきの話はなしはやめましょう。実じっ際さいは、うまくいきすぎてしまい、危き険けん性せいから研けん究きゅうが中ちゅう止しされた。そうでしょう？」

　若わかい男おとこは笑えみをうかべ、当とう然ぜんのことのように言いう。

　なんで知しってるの!?

　桜さくら子こはおどろく。

　ダークマター研けん究きゅうは、ダークマターそのものについて、研けん究きゅうがいき詰づまっていたのは事じ実じつだ。

　けれど、研けん究きゅうの途と中ちゅうで、思おもわぬ副ふく産さん物ぶつがうまれるというのは、よくあることだ。

　ダークマター研けん究きゅうでも、目もく的てきとしていないものが発はっ見けんされたり、作つくりだされたりした。

　だけどそれらを、これ以い上じょう研けん究きゅうを進すすめると、危き険けんだと北きた澤ざわ教きょう授じゅが判はん断だんして、研けん究きゅうの中ちゅう止しを決きめたのだ。

　中ちゅう止しはざんねんだったけれど、桜さくら子こも、北きた澤ざわ教きょう授じゅの判はん断だんは正ただしかったと思おもっている。

　あの理り論ろんを、実じつ現げんできてしまったら、いったいどういうものになるのか、想そう像ぞうがつかない。

　便べん利りになるかもしれないけど、それ以い上じょうに危き険けんなものがうまれる可か能のう性せいも高たかいと思おもう。

　でも、そのことを知しっているのは研けん究きゅう室しつと、ほんのひとにぎりの大だい学がくの人ひとだけのはずなのに！

「……知しらないな。研けん究きゅうは、いき詰づまったから、中ちゅう止ししたんだ」

　北きた澤ざわ教きょう授じゅは、つっぱねる。

「なかなか強ごう情じょうな性せい格かくのようだな。まあ、いい。この研けん究きゅうに、研けん究きゅう室しつの人にん間げんが全ぜん員いん必ひつ要ようというわけではないでしょう。……あなたの判はん断だんで、帰かえれなくなる人ひともいるかもしれませんね。こんなふうに」

　若わかい男おとこが銃じゅうをとりだし、北きた澤ざわ教きょう授じゅのうしろにいる、研けん究きゅう室しつの男おとこの人ひとにむける。

「や、やめ……」

　男おとこの人ひとはおびえたように、後あとずさる。

「やめろ！」

　北きた澤ざわ教きょう授じゅはさけんで、顔かおをゆがめる。

「少すこし、考かんがえる時じ間かんを差さしあげます。……それぞれの部へ屋やに、送おくって差さしあげろ」

　若わかい男おとこが指し示じを出だすと、黒くろ服ふくの男おとこたちが、北きた澤ざわ教きょう授じゅたちや研けん究きゅう室しつの人ひとたちを、連つれていく。

　その北きた澤ざわ教きょう授じゅたちにむけて、若わかい男おとこが言いう。

「そうだ。名な乗のるをわすれていました。私わたしの名なは、ゼス。これからどうぞよろしく」







　　　　19　強きょう敵てきの予よ感かん
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　18階かいまでくると、人ひとの気け配はいがなくなった。

　代かわりに、機き械かいの駆く動どう音おんのようなものが、部へ屋やの中なかからきこえてくる。

　わたしは、前まえを歩あるくマサキに目めをむける。

　年としは17～18歳さいぐらいかな。

　身しん長ちょうは１８０センチには足たりないぐらいで、細ほそ身みに見みえて、しっかりと必ひつ要ような筋きん肉にくがついているのが、わかる。

　動うごきやすそうな、体からだに密みっ着ちゃくするタイプの黒くろい運うん動どう服ふくのようなものを着きている。

　顔かおは……これが本ほん当とうのマサキの顔かおなのかも、わたしにはわからないし、いっか。

　たぶん、本ほん当とうの顔かおだとは思おもうんだけど……。

　いまは、誘ゆう拐かいされた人ひとたちを助たすけるために、たよれる相あい手てがいることが大だい事じだ。

　それにしても、有あり栖すちゃんが言いってたのは、マサキのことだったんだね。

　ラドロからだれかくるって言いっていたから、サクスとか恭きょう也やあたりを考かんがえていたけど、マサキだったんだ。

　まったく考かんがえてなかった。

　そもそも、わたしってマサキのことを、あんまり知しらないんだよね。

　フラワーヴィレッジ城じょうのときに、話はなしたっきり。

　恭きょう也やの近ちかくにひかえていることが多おおいらしいけど、気け配はいを消けしてかくれているから、話はなす機き会かいもなかった。

　わたしがマサキの声こえを覚おぼえてなかったら、あのまま戦たたかってたところだよ。

　それにしても……。

　マサキは体からだのあちこちにケガをして、手て当あてをしたあとがある。

　ここにくるまでに、いろいろあったみたい。

　わたしはここまで、前ぜん面めんに出でて戦たたかうことはなかったけど、おそわれたりしたし……タキオンの居い場ば所しょをつかむのは簡かん単たんじゃないよね。

　でも、そんな危き険けんをおかしてまで、マサキがこの事じ件けんを追おいかけてるとは思おもわなかったよ。

　タキオンがからんでいる事じ件けんだけど、マサキはラドロってわけじゃないっぽいし。

　やっぱり、恭きょう也やに指し示じされて、動うごいてるのかな。

　わたしとマサキは、そのまま19階かいに進すすんでいく。

　この階かいも、17階かいまではいた、警けい備びらしき男おとこたちのすがたがない。

　タキオンにしては無む警けい戒かいすぎる気きがして、いやな感かんじだ。

　だって、ここまでにケイや誘ゆう拐かいされた人ひとたちのすがたを見みかけてないっていうことは、この上うえの階かいにいるはずなんだよね。

　それなのに、警けい備びが手て薄うすになるのは、変へんだし。

　18階かいもそうだったけど、19階かいも室しつ内ないをのぞくと、そこには見みたことのない機き械かいがおかれていた。

　パソコンとかそういうレベルじゃなくて、天てん井じょうに届とどくぐらい大おお型がたの、見みても機き械かいだってことしかわからないような「なにか」が、室しつ内ないのあちこちにおかれている。

「なんの機き械かいだろう？」

　ろう下かから室しつ内ないをのぞきながら、わたしは首くびをかしげる。

「なにかの計けい測そく器きのようにも見みえるが……どちらにせよ、ここにあるということは、ろくなことには使つかわれないだろうな」

　マサキが、けわしい目めを室しつ内ないにむけてる。

「それはそうだね……」

　大だい学がくの研けん究きゅう室しつの人ひとたちを誘ゆう拐かいしたことからも、いやな予よ感かんがする。

　七な音おも推すい理りしていたけど、なにかをさせるつもりなのは、まちがいなさそう。

「早はやく研けん究きゅう室しつの人ひとたちを見みつけよう」

　ケイが、タキオンに協きょう力りょくすることは、絶ぜっ対たいにあり得えない。

　だからこそ、心しん配ぱいだよ。

　協きょう力りょくしない相あい手てを、素す直なおに放はなしてくれるような連れん中ちゅうじゃない。

「当とう然ぜんだ」

　マサキが、真しん剣けんな表ひょう情じょうでうなずく。

　19階かいでもだれも見みつけられず、そのまま20階かいへとむかう階かい段だんをのぼろうとしたとき、マサキの足あしが止とまる。

　わたしも、同どう時じに足あしを止とめた。

　足あしを止とめた理り由ゆうは、おたがいに確かく認にんするまでもなかった。

　20階かいに、いま、大おおきな威い圧あつする気け配はいが、とつぜん現あらわれた。

　肌はだがビリビリするぐらい。

「…………いくぞ」

　マサキが小ちいさくつぶやいて、わたしはうなずく。

　この先さきに、とんでもない相あい手てが待まっているとわかっても、足あしを止とめるわけにもいかない。

　わたしとマサキは、20階かいにたどりついた。







　　　　20　ちいさな武ぶ芸げい者しゃ
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　やはり……か。

　おれは、20階かいのろう下かに立たっている相あい手てを見みて、予よ想そうが当あたっていたことに、心こころの中なかで舌した打うちする。

　──藤とう堂どう伊い織おり。

　長ながい間あいだ、タキオンの武ぶ術じゅつ顧こ問もんをつとめ、いまは、幹かん部ぶにいる男おとこだ。

　そして、おれにとっては……。

「わしの気け配はいを感かんじつつも、やってきたか」

　伊い織おりが片かた手てに棍こんを持もったまま、おれとアスカを見みて、ニヤリと笑わらう。

「あんたがいるってことは、この先さきが目もく的てき地ちで、まちがいなさそうだな」

　マサキは、ろう下かの先さきの階かい段だんを見みる。

「この先さきに進すすめれば、だな。わが弟子よ」

　伊い織おりが、自じ分ぶんの身しん長ちょうより長ながい棍こんを、かるいさばきであつかう。

「で、弟で子し!?」

　伊い織おりの言こと葉ばに、となりでアスカが、おどろいている。

「昔むかしのことだ。やつがタキオンの武ぶ術じゅつ顧こ問もんをしていたとき、稽けい古こをつけてもらったことがある」

　おれは、伊い織おりをまっすぐに見みすえたまま、アスカに教おしえる。

　変へんに伊い織おりの仲なか間まだとうたがわれても、こまるからな。

「筋すじがいい弟で子しの相あい手ては、なかなか楽たのしかったんだがのう。ファンタジスタとともに、とつぜんすがたを消けしてしまって、残ざん念ねんに思おもっていたところだわい」

「こっちはせいせいしたがな」

　伊い織おりの稽けい古こで、おれの実じつ力りょくは確かく実じつにのびただろうが、その稽けい古このきびしさはとんでもなかった。

　毎まい回かい、ボロボロになるまで戦たたかわされたからな。

　発はっ勁けいもそこで覚おぼえたし、体たい格かくで敵てきにおとることが多おおいおれが、戦たたかい方かたを学まなぶのに、おれ以い上じょうに小こ柄がらな伊い織おりの戦たたかい方かたは参さん考こうになった。

　感かん謝しゃするところは、たしかにある。

　だが、いまは敵てきだ。

　おれは、伊い織おりをにらむ。

「いい気き迫はくじゃのう。稽けい古ことしてではなく、敵てきとして本ほん気きでむかってくるおぬしと戦たたかえるのだから、いまの関かん係けいも悪わるくないのかもしれんの」

　伊い織おりは、戦たたかいの前まえだというのに、のんびりとした口く調ちょうで言いう。

「こっちは一度ど、あなたに勝かってるのに、そんなに余よ裕ゆうでいいわけ？」

　アスカが、伊い織おりの様よう子すを、けげんそうに見みている。

「そうだといいのう」

　伊い織おりは、アスカの言こと葉ばにも、意いに介かいした様よう子すがない。

　それもそうだろうな。

「油ゆ断だんするな。あいつに勝かったときの話はなしは、恭きょう也や様さまからきいている。はっきり言いって、やつは本ほん気きでもなんでもなかったはずだ。本ほん気きになったやつは、ファルコンとならぶと言いわれている」

「わしは、ファルコンとはちがうからのう。戦たたかうこと自じ体たいが好すきなんじゃ。だから、実じつ力りょくは相あい手てに合あわせなければ、楽たのしめないじゃろう」

　そうだ。

　藤とう堂どう伊い織おりとは、こういう男おとこだ。

　ファルコンは「勝かつため」に戦たたかう。

　しかし、伊い織おりは「楽たのしむため」に、戦たたかう。

　……自じ分ぶんの武ぶを高たかめるために。

　正しょう直じき、その考かんがえ方かたは理り解かいできないが、伊い織おりは「タキオンの人にん間げんであること」より、「武ぶ芸げい者しゃであること」が重じゅう要ようだと思おもっているのかもしれない。

「よくわかんないけど、つまり、あのときは手てをぬいてた……ってわけね。なら今日きょうは、本ほん気きを出ださせた上うえで、倒たおす！」

　アスカが、かまえる。

「そのとおりだ。藤とう堂どう伊い織おり、全ぜん力りょくでくるんだな。あんたに教おそわったころのままのおれじゃない」

　おれも、かまえをとる。

　昔むかしは、まったく歯はが立たたなかった。

　しかし、あれから実じっ戦せんをいくつも経けい験けんして、鍛たん錬れんも欠かかしていない。

　アスカとの２人ふたりがかりで、倒たおせない相あい手てではないはずだ。

　伊い織おりが、ゆっくりと棍こんをかまえる。


ピリッ



　それだけで、ひりついた空くう気きが、伊い織おりとの間あいだに流ながれる。


タンッ



　おれは、伊い織おりとの間ま合あいをつめるために、踏ふみこむ。

　リーチの長ながい棍こんを相あい手てに、はなれた距きょ離りは不ふ利りだ。

　距きょ離りをつめると同どう時じに、はなった右みぎの拳こぶしを、伊い織おりに棍こんで受うけ流ながされる。

　受うけ流ながしのいきおいのついた棍こんが、反はん転てんして、そのままおれにむかってくる。

「くっ！」

　バックステップでかわしきれない、と判はん断だんして、ガードのかまえをとる。

「わたしをわすれないでよね！」

　１テンポおくれてきたアスカが、棍こんを右みぎ足あしでけってはじくと、そのまま伊い織おりに掌しょう底ていをはなつ。

　戦たたかい方かたが似にているせいか、アスカは合あい図ずもしていないのに、こちらの動うごきにあわせてくる。

「わすれてなどおらんよ」

　伊い織おりは、余よ裕ゆうをもって、アスカの掌しょう底ていを棍こんで受うけとめる。

　体たい格かくではアスカより小ちいさいぐらいだというのに、地じ面めんに足あしがすいついているかのように、掌しょう底ていを受うけとめても、まったくぶれない。

「２人ふたりとも、なかなかいい動うごきじゃな。ほれ。のんびりしているなら、こっちからいくぞ」

　伊い織おりは棍こんを引ひくと、連れん続ぞくでするどく突ついてくる。

　速はやいっ！

　目めで追おうのが、ギリギリの速そく度どの棍こんに、たまらず、おれとアスカは、バックステップで棍こんのリーチの外そとまで下さがる。

　つめた距きょ離りが、またもとどおりだ。

「……実じつ力りょくをかくしてたっていうのは、本ほん当とうみたいね」

　アスカが、伊い織おりから目めをはなさずに言いう。

「まだ、これがヤツの本ほん気きじゃなさそうだな。少すこしは、どうにかなると思おもったんだが」
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　伊い織おりには、どう見みても余よ裕ゆうがある。

　こちらも、全ぜん力りょくではないとはいえ、７割わりぐらいの力ちからでは攻こう撃げきしている。

　それをああも簡かん単たんに受うけ流ながされては、ここからの戦たたかいはきびしいと考かんがえたほうがいい。

「ずいぶんと、弱よわ気きじゃない、マサキ」

「冷れい静せいに判はん断だんしているんだ。それに、勝かてないとは言いっていない」

「そうこなくっちゃ！」

　おれとアスカは、今こん度どは同どう時じにしかける。

　アスカは左ひだりから、おれは右みぎから。

　おれの右みぎのハイキックを、伊い織おりは棍こんで受うけとめる。

　それは予よ想そうどおりだ。

　だが、そうすればアスカの攻こう撃げきは受うけきれない。

「はあっ！」

　アスカが左ひだりから、左ひだり手てで発はっ勁けいをはなつ。

「なるほどのう」

　伊い織おりに発はっ勁けいが当あたる直ちょく前ぜん、右みぎ手てを棍こんからはなした伊い織おりが、アスカの発はっ勁けいを正しょう面めんから右みぎ手てで受うける。

　ふつうなら、そのていどは、ガードごと吹ふき飛とばせる。

　だが……。

「う、うそっ!?」

　アスカは、おどろいた声こえをあげる。

　伊い織おりはその場ばで立たったまま、右みぎ手て１つで、アスカの発はっ勁けいを受うけとめていた。

　おどろきから、一いっ瞬しゅん動うごきが止とまったおれとアスカを、伊い織おりの棍こんがねらってくる。

「ちっ！」

「くぅ……」

　おれとアスカは、棍こんをガードしつつ、うしろに下さがらされる。

「どうなってるわけ？　発はっ勁けいが右みぎ手て１本ぽんで受うけ流ながされた？」

　考かんがえたくないが、そういうことだろう。

　アスカの発はっ勁けいは、おれがはなつ発はっ勁けいと威い力りょくは変かわらないように見みえた。

　だが、おれに発はっ勁けいを教おしえたのは、もともと伊い織おりだ。

　同どう時じに伊い織おりが、発はっ勁けいを防ふせぐ手しゅ段だんを持もっていても、おかしくない。

「このていどかのう……」

　伊い織おりがブンブンと棍こんを流ながれるように、回かい転てんさせると、いきおいをつけて、横よこにないでくる。

　ふいをつかれたおれは、とっさに両りょう手てでガードする。

「このっ！」

　棍こんのいきおいを受うけとめきれずに、おれはバックステップで流ながす。

　あの体たい格かくのどこに、こんなパワーがあるんだ!?

　受うけとめた両りょう腕うでが、ビリビリと痛いたむ。

「大だい丈じょう夫ぶ？」

　アスカがきいてくる。

　ケガのことも、気きづかれているのだろう。

　心しん配ぱいそうな目めをしてる。

　怪かい盗とうなんかをしているというのに、どこまでも、お人ひと好よしなやつだ。

「問もん題だいない」

　ケガは、わかった上うえで戦たたかっている。

　それに戦たたかいはじめてから、ケガの痛いたみは感かんじなくなっていた。

　それが問もん題だいなわけじゃない。

　おれとアスカの２人ふたりがかりで、まだ伊い織おりに一いち撃げきも入いれられていないことが問もん題だいだ。

　しかも、伊い織おりにとっては、おれたちの実じつ力りょくに「あわせた」動うごきをしているんだろう。

　まだまだ、力ちからの底そこが知しれない。

　まったく……ファルコンといい、化ばけ物ものの相あい手てはいやになるな。

　次つぎはどうしかけるか。

　そう考かんがえていたときだ。

「なんだ。ネズミが入はいりこんだときいたが、まだ駆く除じょが終おわっていなかったのか」

　伊い織おりのうしろから、人ひとが現あらわれる。

　あれは……！

　おれは、心こころの中なかで舌した打うちせずにはいられなかった。







　　　　21　高こう速そくのエネミー
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　いまの声こえって……!?

　伊い織おりと戦たたかっている最さい中ちゅうに、ふいにきこえてきた声こえに、わたしは思おもわず、視し線せんをむける。

　伊い織おりのうしろ側がわのろう下かから、たしかに見みおぼえのある男おとこが歩あるいてくる。

「ゼス!?」

　わたしは、声こえをあげる。

　まちがいない。

　何なん度どか会あったことがあるから、わすれない。

　響ひびきを警けい視し総そう監かんをおそった犯はん人にんにしたり、スカイタワーでの事じ件けんにかかわったりしていた、あのタキオン幹かん部ぶのゼスだ。

「また会あったな、怪かい盗とうレッド。それに、おまえはマサキだったな。よくここまでたどりついた。だが、ここまでだ」

　ゼスはそう言いって、ニヤリと笑わらう。

　わたしは、その表ひょう情じょうに、けげんに思おもう。

　ゼス自じ身しんは、戦たたかう力ちからはなかったはず。

　あたりに手て下したの気け配はいも感かんじない。

　そもそも、スカイタワーにいたゼスの手て下したぐらいなら、伊い織おりの戦せん闘とうぶりについていけないどころか、邪じゃ魔まになると思おもう。

　どういうつもりなんだろうか？

「せっかく、楽たのしんでいたところなんだがのう」

　伊い織おりが、少すこしばかり不ふ機き嫌げんそうにゼスを見みる。

「おれには、武ぶの探たん求きゅうにこだわるあんたのほうが謎なぞだがな。なにより目もく的てきが優ゆう先せんされるのは、当とう然ぜんのことだ」

「……わかっておる」

　伊い織おりは、やれやれといった様よう子すで、首くびを横よこにふる。

　ゼスは、なにをするつもり？

　伊い織おりは、わかっているふうだったけれど……。

「────いけ」

　ゼスが、ちいさく指し示じを出だす。

　なにがくるの!?　やっぱり、だれか部ぶ下かがいる!?

　わたしが身みがまえると、ゼスのうしろに、人ひと影かげが現あらわれる。

　まったく気け配はいを感かんじなかった！

　その人ひと影かげは、現あらわれると同どう時じに、ゼスと伊い織おりの横よこをとおって、まっすぐにこちらにむかってくる。

「「────っ!?」」

　速はやすぎるっ！

「くっ！」

　反はん応のうするのがギリギリなぐらいの速そく度どで、あっという間まに人ひと影かげが、わたしの前まえに立たっている。

　そのまま、ふりおろされた拳こぶしを、なんとか両りょう腕うででガードする。

「!?」

　だけど受うけとめきれずに、わたしは、そのままうしろに吹ふき飛とばされ、床ゆかにたたきつけられる。

「レッド！」

「だ、大だい丈じょう夫ぶ……ちょっと油ゆ断だんした」

　マサキの声こえに、わたしは答こたえる。

　わたしは頭あたまをふって立たちあがって、目めの前まえの相あい手てを見みる。

　……そりゃ、気け配はいを感かんじないわけだよね。

　目めの前まえに立たっているのは……アンドロイドだ。

　黒くろいスーツを着きて、遠とお目めには人ひとに見みえなくもない。

　でも、その頭あたまは、あきらかにアンドロイドだとわかる。

　しかも、いまのスピードと、パワー。

　以い前ぜんに戦たたかったアンドロイドより、はるかに強つよい。

　パワーは、ファルコンなみかも。

　わたしは、じんじんとする腕うでを、かるくふって感かん覚かくをたしかめる。

　うん、折おれたりはしてない。まだ戦たたかえる。

　とっさにうしろにとんで、ダメージを減へらせたみたいだ。

「どうかな。このゼスが、みずから作つくりあげた戦せん闘とう用ようアンドロイドは」

　ゼスが、自じ慢まんげに言いう。

　なるほどね。この存そん在ざいがあったから、ゼスは戦たたかえると思おもったんだ。

　実じっ際さい、このアンドロイドは、前まえに戦たたかったことがある清きよ瀬せグループのアンドロイドとは、まるで動うごきがちがう。

　スピードもパワーもそうだし、なにより動うごき方かたがなめらかで、ほとんど人ひとと同おなじくらい。

　ゼスは見みているだけだろうから、２対たい２の戦たたかいとはいえ、あのアンドロイドと伊い織おりを、わたしとマサキで同どう時じに相あい手てにするのはきびしい。

　タイプがちがいすぎるし、アンドロイド相あい手てに、わたしたちの攻こう撃げきがどのぐらいつうじるかもわからない。

　──それなら。

「マサキ、そっちの相あい手てはまかせたから！」

　わたしは、マサキにむけてさけぶ。

　マサキは、すぐにわたしの考かんがえを理り解かいしたらしい。

「わかった。やられるなよ」

「だれに言いってるのよ！」

　わたしはこたえ、そのまま21階かいにむけて階かい段だんをかけあがる。

「逃にがすな」

　ゼスの指し示じに、アンドロイドがわたしのあとを追おってくる。

　予よ想そうどおりだ。

　ゼスの目もく的てきは、わたしとマサキを、この場ばで倒たおすこと。

　伊い織おりとアンドロイドの２人ふたりがかりなら、マサキを倒たおすことは難むずかしくないだろうけど、その間あいだに、わたしが誘ゆう拐かいされた人ひとのもとまでたどりつくのは、ゼスはさけようとするはずだ。

　まして、自じ分ぶんのほうが有ゆう利りだと思おもっているんだから。

　だから、アンドロイドには、わたしを追おわせると思おもったんだよね。

　もちろん、これは賭かけでもある。

　わたしと２人ふたりがかりで、どうにか相あい手てができていた伊い織おりを、１人ひとりで相あい手てするマサキ。

　未み知ちの力ちからを持もったアンドロイドを相あい手てにする、わたし。

　どっちも、不ふ利りなのはまちがいない。

　でも、その先さきにしか、ケイや誘ゆう拐かいされた人ひとたちを助たすける道みちがないなら、突とっ破ぱするだけだよ！







　　　　幕まく間あい６　黒くろ服ふくたちを追おいはらえ
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　桜さくら子ことケイは、黒くろ服ふくの男おとこたちに連つれていかれ、また２人ふたりだけで同おなじ部へ屋やに入はいることになった。

　前まえのところより、さらに豪ごう華かな部へ屋やだったけど、あんなことを言いわれたあとだと、ほっとすることもできない。

　──研けん究きゅうに協きょう力りょくしなければ、だれかが危あぶないめにあう。

　それがほぼ、まちがいない状じょう態たいになってしまった。

　それにしても、あのゼスという男おとこ……こわかったと、桜さくら子こは思おもう。

　威い圧あつ感かんや、強つよそうといったこわさじゃない。

　その考かんがえ方かたや、人ひとを「道どう具ぐ」として見みているような目め。

　なにより、あの研けん究きゅう内ない容ようの危き険けんさをわかった上うえで、それを使つかうことに、まったくためらいがないことだ。

　１つまちがえれば、世せ界かい中じゅうを混こん乱らんにおとしいれるかもしれない。

　あの研けん究きゅうを進すすめれば、そういう可か能のう性せいのあるものができるかもしれない。

　その研けん究きゅうをためらいなく、つづけろという。

　あの人ひとたちの目もく的てきのために……そんなこと、絶ぜっ対たいにできない！

　なんとかして、研けん究きゅうに協きょう力りょくさせられる前まえに、脱だっ出しゅつしなくちゃいけないけど……。

　マサキはここへ、たどりつけていないのかな。

　桜さくら子こは考かんがえずにはいられない。

　残のこしてきたメモに気きづいてもらえなかったのか……それとも、もともと動うごいてくれていないのかもしれない。

　だって、マサキは桜さくら子こが近ちかづくことを、さけているようだったから。

　それは、桜さくら子こを危き険けんなめにあわせないためで、２人ふたりの住すむ世せ界かいが、ちがうからだとはわかってる。

　でも……。

　ふと顔かおをあげると、ケイがまっすぐにドアのほうを見みつめている。

　どうしたんだろう？

　この部へ屋やには、パソコンなどがおかれておらず、前まえみたいな方ほう法ほうは使つかえない。

　だからって、ケイがおとなしくしているとも思おもえないんだけど。

　ケイが、急きゅうに立たちあがる。

「どうしたの？」

　桜さくら子こはたずねる。

「外そとで音おとがした。チャンスかもしれない」

　音おと？

　そんなのしただろうか。

　桜さくら子こは首くびをかしげる。

　それに、音おとがチャンスってどういうことだろう。

「くわしく話はなしている時じ間かんはないが、助たすけがきているかもしれない。部へ屋やの外そとに出でるために、協きょう力りょくしてほしい」

　助たすけが!?

　もしかして、マサキが！

　ケイの言こと葉ばに、桜さくら子こは身みを乗のりだしかけて、ぐっとこらえる。

　まだ、マサキだと決きまったわけじゃない。

　それに、ケイだって、音おとだけで助たすけがきたとわかるはずがない。

　あくまで、可か能のう性せいの話はなしを言いっているだけだよね。

　だけど、外そとに出でて、意い味みがあるんだろうか。

　おとなしく、ここで待まっていたほうが……ううん！

　ケイが、なにも考かんがえなしに部へ屋やの外そとに出でたい、なんて言いうわけがない。

　桜さくら子こたちや、研けん究きゅう室しつのみんなが脱だっ出しゅつするために、必ひつ要ようだと計けい算さんしたんだ。

「わかった。なにか勝しょう算さんがあるのね。でも部へ屋やの外そとには、さっきの黒くろ服ふくの男おとこがいるはずだけど」

「考かんがえがある。これを使つかう」

　ケイが、スマホをとりだす。

「スマホは、男おとこたちにとりあげられたはずじゃ……」

　連つれ去さられたとき、最さい初しょにボディチェックをされて、全ぜん員いんスマホなどの連れん絡らく手しゅ段だんは、とりあげられたはずだ。

「だから、そのあとに手てに入いれた」

　ケイは、なんでもないことのように答こたえる。

　そのあと……もしかして！

「だれかから盗ぬすんだの!?」

「人ひと聞ぎきが悪わるい。借かりただけ」

　悪わるびれた様よう子すもないケイに、桜さくら子こは目めを丸まるくする。

　いつのまに……。

　どうやったのかきいてみたいけど、いまはそんなことをきいている場ば合あいじゃない。

「で、それをどう使つかうの？」

「以い前ぜんに作つくった自じ作さくアプリを、インストールしておいた。ボイスチェンジャー機き能のうと、あらかじめ録ろく音おんした音おん声せいを、時じ間かん指し定ていで再さい生せいできる」

「……なるほどね」

　桜さくら子こは、ケイのやりたいことがわかって、うなずく。

　簡かん単たんに段だんどりの打うちあわせをする。

　大だい胆たんな作さく戦せんに、こんなことをよく考かんがえつくものだ、と桜さくら子こは感かん心しんせずにはいられない。

「いくわよ」

　自じ分ぶんに気き合あいを入いれる意い味みもこめて、桜さくら子こは口くちに出だしてから、思おもいきってドアを開あける。

　黒くろ服ふくの男おとこたちが見みはっているためか、外そとからカギをかけられたりはしていなかった。

　とつぜん開ひらいたドアに男おとこたちは少すこし、おどろいたようだ。

「おい、出でてくるな」

　部へ屋やの外そとに立たっていた、黒くろ服ふくの男おとこに、にらまれる。

　体からだがすくみそうになるけど、ギュッとくちびるをかんで、我が慢まんする。

「……すみません。でもやっぱり、男おとこの子こと２人ふたりきりでずっと同おなじ部へ屋やにいるっていうのは、抵てい抗こうがあるので、かえてもらいたいんですが」

　桜さくら子こは、本ほん当とうにこまっているというように、黒くろ服ふくの男おとこたちに話はなす。

「前まえの場ば所しょでは、文もん句くを言いってなかっただろうが」

「それは、我が慢まんしていたんです」

　桜さくら子こは、強ごう引いんに、ろう下かの外そと側がわに踏ふみだす。

「おいっ！」

　黒くろ服ふくの男おとこたちが、桜さくら子こが逃にげださないように、はばもうとしてくる。

「こんなに長ながい間あいだいっしょにいることになるなんて、思おもわなかったからで……。こんな場ば所しょじゃ、研けん究きゅうにも集しゅう中ちゅうできません！」

　桜さくら子こは、もうたえられない、という雰ふん囲い気きで声こえをしぼりだす。

「ちっ……しかたがないな」

　黒くろ服ふくの男おとこたちは、しぶしぶといった様よう子すだが、話はなしはきいてくれそうだ。

　思おもったとおり、研けん究きゅうにかかわるとなると、強ごう引いんにはできないらしい。

「考かんがえておいてやるから、いまは部へ屋やにもどれ」

　黒くろ服ふくの男おとこが、部へ屋やのほうを指ゆびさす。

「わかりました……」

　桜さくら子こは、素す直なおに部へ屋やにもどる。


ガチャ



　ドアが閉しまったのを確かく認にんして、桜さくら子こはケイを見みる。

「成せい功こうだ」

　ケイが、静しずかに言いって、桜さくら子こは、ほっと息いきをつく。

　はあぁ……緊きん張ちょうした。

　演えん技ぎをしたのなんて、生うまれてはじめてだったけれど、うまくだませたみたいだ。

　あとは、待まつだけ……。

　うまくいくかどうか、じりじりとした気き持もちで、桜さくら子こは待まつ。

　ケイは、作さく戦せん成せい功こうをうたがっていないように見みえる。

　──３分ぷん後ご。

『侵しん入にゅう者しゃだ！　警けい備びのものは集あつまれ！　下したの階かいだ！』

　ドア越ごしに、ろう下かから男おとこの怒ど鳴なり声ごえがきこえてくる。

「なんだと!?　だが、ここをはなれていいのか？」

「下したが突とっ破ぱされて、万まんが一いちでも侵しん入にゅう者しゃにここまでこられるよりはいい、という上うえの判はん断だんだろう」

　男おとこの話はなし声ごえがきこえたあと、ドタドタと、ろう下かがさわがしくなる。

　それが静しずまったところで、ケイが平へい然ぜんとドアを開あける。

「大だい丈じょう夫ぶそう」

　桜さくら子こも部へ屋やを出でると、ろう下かはガランとしている。

　いまのは、簡かん単たんな陽よう動どうだ。

　桜さくら子こがドアを開あけ、黒くろ服ふくの男おとこを引ひきつけている間あいだに、ケイが自じ作さくアプリをインストールしたスマホを、ろう下かにすべらせるように投なげる。

　あらかじめ録ろく音おんした「侵しん入にゅう者しゃがきた」という声こえを、ボイスチェンジャーで低ひくい男おとこの声こえに変かえて、タイマーをかけて大だい音おん量りょうで流ながしただけだ。

　ろう下かにスマホが落おちていることに気きづかれれば失しっ敗ぱいだけど、ケイはうまく、ろう下かにあった観かん葉よう植しょく物ぶつのうしろに投なげたみたい。

　ちなみに、桜さくら子この話はなしたセリフの内ない容ようを考かんがえたのも、ケイだ。

　桜さくら子こは、少すこしアレンジしただけ。

　桜さくら子こからすると、よくあんなセリフがすぐに思おもいつくと、ケイの多た才さいさにちょっとあきれてしまう。

　問もん題だいは、ここからだけど……。

　桜さくら子こは、黒くろ服ふくの男おとこたちのすがたがなくなった、ろう下かを見みまわす。

　この階かいのほかの部へ屋やに、研けん究きゅう室しつの人ひともいるかもしれないけど、その人ひとたちをここで助たすけても、いっしょに逃にげる方ほう法ほうがない。

　いまは助たすけるのは我が慢まんして、打うちあわせをしたとおりに、ケイといっしょにある場ば所しょを探さがすことにした。







　　　　22　思おもいがけない救すくい主ぬし
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　おれはかまえたまま、伊い織おりとむきあっていた。

　すでに、ゼスはアンドロイドとともに、アスカを追おっていき、そのすがたはない。

　この20階かいにいるのは、おれと伊い織おりだけだ。

　伊い織おりは、リラックスしたかまえをとっている。

　余よ裕ゆうからだけ、というわけじゃないだろう。

　あれが、伊い織おりの自し然ぜんなかまえ。

　おれより上うえの、武ぶの高たかみにいる人にん間げんだからできること、なんだろうな。

　とはいえ、負まけるつもりはない。

　おれは、ぐっと床ゆかを踏ふみこんで、一いっ気きに間ま合あいをつめようと、こころみる。

　しかし──

「くっ！」

　まるで読よんでいたかのように、棍こんがおれの目めの前まえに現あらわれる。

　急きゅうブレーキをかけて、なんとか首くびをふって、紙かみ一ひと重えでよける。

　足あしが止とまった場ば所しょは、こちらの攻こう撃げきが届とどかない位い置ち。

「そんなところで、のんびりしているヒマがあるかのう」

　伊い織おりは、流ながれるような動うごきで、連れん続ぞくで棍こんで突ついてくる。

　おれは、ギリギリで棍こんをよけたり、手てでさばいたりしてから、バックステップで、棍こんのリーチの外そとに出でる。

　さっきまでより、棍こんの動うごきが速はやくなり、追おえなくなった。

　棍こんのリーチぎりぎりまで下さがって、なんとかかわせるぐらいだ。

　とてもじゃないが、間ま合あいをつめたら、棍こんをかわせない。

　これまでかくしていた実じつ力りょくを、少すこしだけ見みせてきたってところか。

「ようやく、邪じゃ魔まの入はいらない師し弟てい対たい決けつとなったのに、そのていどかのう？」

　伊い織おりは、片かた手てを棍こんからはなして、あごに手てを当あてている。

　完かん全ぜんに、こちらをなめた動うごきだ。

　だが、それでも隙すきがない。

「油ゆ断だんしてくれるなら、大だい歓かん迎げいだ」

　おれは、自じ分ぶんに気き合あいを入いれなおして、しかける。

　間ま合あいをつめるおれにむけて、伊い織おりの棍こんが飛とんでくる。

　さっきと同おなじ展てん開かい。だが──

「ぐっ！」

　おれは、さばききれない棍こんを何なん回かいも受うけつつも、強ごう引いんに前まえに進すすむ。

　顔かおにむけて、飛とんできた棍こんを、左ひだり手てで大おおきくはじく。

　傷きずが開ひらいたのか、包ほう帯たいを巻まいた左ひだり腕うでから、血ちがにじむ。

　でもこれで、伊い織おりに攻こう撃げきの届とどく距きょ離りまで、たどりついた。

「くらえっ！」

　おれは、そのまま発はっ勁けいのかまえから、右みぎ手ての掌しょう底ていで発はっ勁けいをはなつ。


バンッ！



　次つぎの瞬しゅん間かん、ビリビリと、あたりの空くう気きを切きり裂さくような音おとがする。

「化ばけ物ものめ……」

　おれは、伊い織おりをにらみつける。

　目めの前まえでは、おれがはなった掌しょう底ていの発はっ勁けいが、伊い織おりの左ひだり手ての掌しょう底ていとぶつかって、止とまっている。

　伊い織おりはとっさに、棍こんから手てをはなし、おれと同おなじ威い力りょくの発はっ勁けいを左ひだり手てではなち、威い力りょくを相そう殺さいした。

　発はっ勁けいの威い力りょくを完かん全ぜんに打うち消けすなんて、まったく同おなじ威い力りょくの発はっ勁けいをはなたないとおこらない。

　伊い織おりの発はっ勁けいの威い力りょくが、少すこしでも小ちいさければ伊い織おりにダメージが入はいっていたし、大おおきければ、おれが吹ふき飛とばされていた。

　もちろん、これはぐうぜんなんかじゃない。わざとだ。

　そして当とう然ぜん、伊い織おりは、おれより強つよい発はっ勁けいをはなつことはできたのに、わざわざおれとまったく同おなじ威い力りょくの発はっ勁けいを、同どう時じにはなってきたのだ。

　一いっ瞬しゅんで、そこまで判はん断だんし、実じっ行こうできるだけの、技わざがある。

　技わざだけなら、ファルコンを上うわまわるというのは、ウソではなかったらしい。

「ほっほっ。いまのは、なかなかいい動うごきだったのう」

　伊い織おりは、余よ裕ゆうの顔かおで笑わらう。

「ちっ。ふざけてやがる」

　どこまで、実じつ力りょくをかくしているのか。

　どうすれば、この相あい手てに勝かてるのか。

　伊い織おりは油ゆ断だんしている。なのに、隙すきが見みつからない。

　桜さくら子このすぐそばまで、きているっていうのに……！

　勝かち筋すじが見みえずに、おれの心こころの中なかに、チリチリとしたあせりがつのっていく。

　そんなときだ。


カタン



　ふいに、無む人じんだったはずの20階かいの部へ屋やから、物もの音おとがする。

　敵てきか？　おれは警けい戒かいするが、同おなじように伊い織おりも注ちゅう意いをむけている。

　敵てきではない？

　そもそも、気け配はいがあまりにも弱よわすぎる。

　とても戦たたかう人にん間げんには思おもえないが……いや、この気け配はいは、まさか！

　物もの音おとがした部へ屋やのドアが開ひらき、それと同どう時じに、きき覚おぼえのある声こえが、ろう下かにひびいた。

「マサキ！」







　　　　23　ファルコンを超こえる？
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　やっぱり、硬かたいよね？　アンドロイドって。

　わたしは、目めの前まえに立たつ、スーツすがたのアンドロイドを見みる。

　ここは21階かい。

　さっきから１階かいあがったところで、わたしはアンドロイドとむかいあっていた。

　アンドロイドから、はなれたうしろに、追おいついてきたゼスが、余よ裕ゆうの笑えみで立たっている。

　とにかく、あの戦せん闘とう用ようアンドロイドとかいうのを、倒たおさないとこの先さきには進すすめそうにない。

「やるしかないか」

　わたしは腰こしを低ひくく落おとして、かまえる。

　アンドロイドも、かまえをとる。

　空から手てに近ちかいかまえだろうか。

　伊い織おりのような隙すきのなさはないけれど、それでも並なみ以い上じょうの武ぶ力りょくを、かまえから感かんじる。

　にらみあっててもしょうがない。

　先さきにしかけて……！

　わたしが動うごきだすより先さきに、アンドロイドが床ゆかをけって、突つっこんでくる。

　や、やっぱり速はやっ！

　なんとか、右みぎのパンチをかわしたものの、わたしの体たい勢せいがくずれる。

　左ひだりからのけりがくるのが、視し界かいの外そと側がわに見みえる。

　わたしは、左ひだりのけりを両りょう手てで受うけ流ながしつつ、その力ちからでうしろに飛とぶ。

　距きょ離りを空あけて、息いきをつく。

　本ほん当とうにファルコンなみのスピードがある。

　最さい初しょに受うけた攻こう撃げきからすると、パワーもファルコンとそう変かわらないかもしれない。

　動うごきも人にん間げんらしくて、流ながれるように連れん続ぞくで攻こう撃げきをくりだしてくる。

　やっかいすぎる……。

　わたしは、ギュッとくちびるをかむ。

「以い前ぜん、べつのアンドロイドと戦たたかったことがあるようだが、そんなものと同おなじと思おもわないことだな。これはおれが組くみあげた、戦せん闘とう特とっ化か型がたのアンドロイドだ。いまはまだ、ファルコンほどではないが、そのうち人にん間げんをはるかに超こえるものをつくってやる」

　ゼスがはなれたところから、満まん足ぞくそうに、わたしとアンドロイドの戦たたかいを見みている。

「こんなのがファルコンを超こえる？　むりよそんなの。あいつの強つよさはこんなもんじゃないから」

　わたしは、視し界かいにアンドロイドとゼスを同どう時じにとらえながら、言いう。

　たしかに、パワーもスピードも、ファルコンにおとらないかもしれない。

　だけど、このアンドロイドからは、ファルコンから受うける「圧あっ倒とう的てきな強つよさ」を感かんじない。

　何なん度どもファルコンと戦たたかってきた、わたしにはわかるよ。

「なら、ここでおまえを倒たおして、証しょう明めいしてみせようか」

　ゼスは、いらついた顔かおで、わたしをにらむ。

　アンドロイドの体からだが、ゆらりとゆれる。

　くるっ！

　わたしは、アンドロイドが間ま合あいをつめてくるのを待まち受うけて、体からだを半はん身みにして右みぎのパンチをかわす。

　カウンターで、左ひだりで発はっ勁けいをはなつ。


ガンッ！



　金きん属ぞく音おんがして、アンドロイドがうしろにふっとぶ。

　たしかにアンドロイドは、ファルコンなみに速はやいけど、その速はやさは直ちょく線せん的てきなんだよね。

　だから、予よ想そうしやすい。

　予よ想そうできさえすれば、いまみたいに待まちかまえることはできる。

　ただ……。

　アンドロイドは、なにごともなかったかのように、かまえをとる。

　やっぱり、きいてないか。

　わたしにとって、一いち番ばん強つよい攻こう撃げきの発はっ勁けいでも、アンドロイドをうしろに下さがらせることしかできないなんて。

　これじゃあ、動うごきが読よめても、倒たおすことは、何なん度どやってもむりだ。

　清きよ瀬せグループのアンドロイドみたいに、停てい止しボタンがあればいいけど、さっきから観かん察さつしているかぎり、見みあたらないんだよね。

　あのゼスが作つくったっていうなら、見みえる位い置ちにボタンをつくるなんて思おもってなかったけど。

　そもそも、ボタンなんて作つくってないかもしれない。

　まずいよね……。

　心こころにチリチリと、あせりの気き持もちがわいてくる。

　正しょう面めんから戦たたかって、アンドロイドを行こう動どう不ふ能のうにするのは、難むずかしい。

　なにか行こう動どう不ふ能のうにする方ほう法ほうか、動うごけなくする方ほう法ほうがわかればいいけど、そんなものを探さがせるのは、ケイぐらいだ。

　アンドロイドではなくて、ゼスを直ちょく接せつねらうっていう方ほう法ほうもあるけど、たぶんむり。

　このろう下かの広ひろさで、ゼスを攻こう撃げきするには、アンドロイドの横よこをとおりぬけないといけない。

　そんなことをする前まえに、まちがいなく攻こう撃げきがくる。

　あのスピードとパワーで、狭せまい場ば所しょで追おいつめられたら、深ふかいダメージを負おうかもしれない。

　一いちか八ばちかになりすぎる。

　そう考かんがえている間あいだに、アンドロイドがまた突つっこんでくる。

「くっ！」

　わたしは、アンドロイドの攻こう撃げきをさばきつつ、カウンターでパンチをいれてみるけど、びくともしない。

　発はっ勁けいじゃないと、きかないのか……。

　わたしは、発はっ勁けいのかまえをとるけれど、その前まえにアンドロイドがバックステップで、下さがってしまう。

　さっき一度ど、食くらったからか、きちんと警けい戒かいしてくる。

　こういうところは、人にん間げんを相あい手てにしているみたい。

　それなら！

　わたしはアンドロイドと距きょ離りが開ひらいたチャンスに、催さい眠みんガス入いりの玉たまを指し弾だんではなつ。

　相あい手てはもちろん、ゼスだ！

　かなりの速はやさで飛とぶ玉たまだから、もしかしたらと思おもったけど……。


パンッ！



　あっさりと、アンドロイドが手てをのばして玉たまをつかみとる。

「ムダだな。アンドロイドには、おれを守まもるように命めい令れいプログラムが組くみこまれている」

　ゼスが、鼻はなで笑わらう。

　でしょうね！　ちょっと、ためしただけだよ。

　でも、こうなると本ほん当とうに打うつ手てがなくなってきた。

　マサキが合ごう流りゅうするまで、ここでねばる？

　だけど、マサキだって、ギリギリの戦たたかいのはずだ。

　こっちにこられるかどうかなんて、わからない。

　……ああ、こんなとき、ケイがいてくれればって、どうしても考かんがえちゃう。

　きっと、アンドロイドを倒たおす作さく戦せんを考かんがえてくれるのに──と。
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ドンッ！



　とつぜん、これまでなんの気け配はいも感かんじなかった部へ屋やの中なかから、大おおきな物もの音おとがする。

　な、なに!?

　おどろいて、思おもわずわたしは、その部へ屋やのほうを見みる。

「戦たたかいの中なかで、よそ見みか！」

　ゼスの声こえとともに、アンドロイドが目めの前まえにせまってくる。

　や、やばっ！

　音おとに気きをとられて、反はん応のうがおくれたっ！

　攻こう撃げきをさばくには、わたしの体たい勢せいが、ととのっていない。むりだ。

　攻こう撃げきを食くらう覚かく悟ごで、ガードのかまえをとる。


ガンッ　ガンッ！



　さっきの部へ屋やのドアのほうから、ものすごい音おとがして、鉄てつ製せいのドアが変へん形けいしていく。

　アンドロイドも、異い常じょう事じ態たいと感かんじたのか、わたしへの攻こう撃げきを止とめて、うしろに下さがる。


ガアンッ!!



　ひときわ大おおきな音おとがして、ドアが派は手でにぶちやぶられる。

　な、なにごと!?

　目めを丸まるくしていると、目めの前まえのスーツのアンドロイドとはちがう、べつのアンドロイドがドアをけやぶって、部へ屋やから飛とびだしてくる。

　ゼスが、さらに新あたらしいアンドロイドを起き動どうさせたの!?

　かまえをとるが、部へ屋やから現あらわれたアンドロイドは、わたしの横よこをとおりぬけ、スーツすがたのゼスのアンドロイドにむかっていく！


ガキン！



　金きん属ぞく音おんが鳴なり響ひびき、そのまま、アンドロイド同どう士しの、はげしいなぐりあいがはじまる。

　ど、どうなってるの……？

「なんだ……なんなんだ、このアンドロイドは！」

　ゼスが、怒ど鳴なっている。

　ゼスにとっても、予よ想そう外がいのできごとらしい。

　わたしは、どう動うごくべきか、判はん断だんに迷まよう。

　新あたらしく出でてきたアンドロイドは……もしかして、味み方かただと思おもっていいのかな。

　そのときだ。


ジジッ……



　わたしのインカムに、ノイズ音おんが走はしる。

　え？

　次つぎには、そっけないけど、自じ信しんにあふれた声こえがきこえてくる。

『待またせた』

　１日にちぶりだっていうのに、ずいぶんとなつかしく思おもえるその声こえに、わたしは返へん事じをする。

「ケイ!!」







　　　　24　名めいアシスト、発はつ動どう！
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　────桜さくら子こ!?

　おれは、とつぜんすがたを現あらわした彼かの女じょに、おどろかずにはいられない。

　つかまっていたんじゃないのか？

　どうして、こんなところに出でてくるんだ!?

　疑ぎ問もんがいくつも、うかぶ。

　桜さくら子こは、その間あいだに、手てに持もっていたカラーボールのようなものを、ふりかぶる。

「えい！」

　桜さくら子こはカラーボールを、伊い織おりにむけてほうり投なげる。

　まっすぐにむかったカラーボールは、パチンと伊い織おりの棍こんでたたき割わられる。

　それはそうだろう。

　伊い織おりにあんなものが、きくわけがない。

「なにかと思おもえば、人ひと質じちの嬢じょうちゃんがぬけだしたのかのう。このカラーボールに、薬くすりでもしこんであったのかの？　残ざん念ねんじゃが、その手ては以い前ぜん、見みておるのでのう」

　伊い織おりはカラーボールを、はなれた場ば所しょで棍こんでたたき割わっていた。

　もし、桜さくら子こが眠ねむり薬ぐすりのようなものをしこんでいても、空くう気きにまざってしまって、もう効こう果かはないだろう。

「それはどうかしら？」

　桜さくら子こはあわてた様よう子すもなく、すばやくスマホを操そう作さする。


バチンッ！



　すると、とつぜんあたりが真まっ暗くらになった。

　いったいなにが……!?

　ぼんやりと明あかるいほうを見みると、この階かいの照しょう明めいだけを消けしたらしい。

　明あかりを消けして、視し界かいをうばった？

　だが、そんなことが伊い織おり相あい手てには……。

「明あかりを消けしたところで、気け配はいで居い場ば所しょはわかるんじゃよ」

　そう。通つう用ようしない。

　だけど、桜さくら子こが意い味みがないことをするわけがない。

「マサキ！」

　桜さくら子こが、おれを見みているのが、気け配はいでわかる。

「……そういうことか」

　おれは、自し然ぜんと口くちのはしがあがる。
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　そして一いっ気きに、伊い織おりとの間ま合あいをつめる。

「わかるというのに」

「こっちもな！」

　おれは、伊い織おりの棍こんを的てき確かくによけていく。

「なに!?」

　伊い織おりがはじめて、おどろいた声こえをあげる。

「丸まる見みえだ」

　おれは伊い織おりの棍こんの内うち側がわの、体からだ同どう士しがくっつくぐらいの、近ちかくまでいく。

　ここからなら、打うち消けしも間まにあわない。

「はあっ！」

　おれは、至し近きん距きょ離りから発はっ勁けいを伊い織おりに打うちこむ。

「ぐうぅ……」

　まともに受うけた伊い織おりが、後こう退たいし、ひざをつく。

「そういうことか……。最さい初しょのカラーボールがワナだったというわけじゃな」

　伊い織おりは、ひざをついたまま、桜さくら子このほうを見みる。

「そうよ。カラーボールを投なげれば、その棍こんでたたき割わると思おもった。光ひかりに反はん応のうする蛍けい光こう塗と料りょう入いりとも知しらずにね。そしてこの場ばを暗くらくすれば、蛍けい光こう塗と料りょうのついた棍こんはよく見みえるもの」

　桜さくら子こが、距きょ離りをおいたところから、説せつ明めいする。

「さすがにあんた相あい手てでも、暗くら闇やみで光ひかる棍こんをよけるのは、難むずかしくないな」

　目め印じるしがついていれば、そのぶん、反はん応のうしやすくなる。

　その上うえ、暗くら闇やみになれば、ほかの情じょう報ほうがないぶん、棍こんだけに集しゅう中ちゅうできる。

　伊い織おりが棍こんを手てばなしたらそこで終おわりだから、最さい初しょの攻こう防ぼうだけに使つかえる方ほう法ほうだが。

　いまも暗くら闇やみに目めがなれてきて、だんだんと伊い織おりのすがたが見みえている。

　伊い織おりもそれは同おなじだろう。

「なるほどのう……嬢じょうちゃんの機き転てんに、その機き転てんをすぐさま活いかす柔じゅう軟なん性せい。おぬしら、なかなかよいコンビじゃな」

　伊い織おりが、立たちあがる。

　まだ動うごけるか。

　発はっ勁けいは、完かん全ぜんに決きまったはずだが。

　おれは、桜さくら子こをかばうように警けい戒かいするが、伊い織おりはかまえをとく。

「弟で子しの成せい長ちょうも見みられたことだし、今こん回かいはこれぐらいにしておくとしよう。せいぜいこれからも精しょう進じんするがよい。──育そだちきったところを、刈かりとってやろう」

　伊い織おりが、笑えみをおれにむける。

　ゾクッ、と背せ筋すじに寒さむ気けが走はしり、冷ひや汗あせが背せ中なかを流ながれる。

　次つぎの瞬しゅん間かん、伊い織おりの気け配はいは20階かいから消きえていた。

「…………勝かった、の？」

　状じょう況きょうがわからない桜さくら子こが、きいてくる。

「一いち応おうな。それより、どうしてここにいる？」

　おれは、目めをほそめて桜さくら子こを見みる。

　つかまっていたはずじゃないのか？

「逃にげだしてきたから？」

　桜さくら子こは、とぼけた顔かおで、首くびをかしげている。

　こ、こいつは……。

　おれは頭あたまをかかえる。

　どうやら、もう少すこしくわしく話はなしをきく必ひつ要ようがありそうだ。







　　　　25　弱じゃく点てんをつけ！
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「どうしてケイが……つかまっていたはずじゃ」

『アスカがきたのがわかったから、ぬけだしてきた』

　ぬ、ぬけだして!?

　しかも、わたしがきたのがわかったって、どういうこと？

『それより、いまはあっちだ』

　短みじかい説せつ明めいに、よけいに混こん乱らんしそうになるのを、ケイが制せいしてくる。

　たしかに、いまは目めの前まえのアンドロイドとゼスを、どうにかしないといけない。

「あのアンドロイドは、ケイが？」

　部へ屋やから飛とびだしてきたほうのアンドロイドが、ゼスの戦せん闘とう用ようアンドロイドに、組くみついて殴なぐりあっている。

　ゼスのアンドロイドとはちがって、スーツすがたなどではなく、むきだしの機き械かいの体からだをしているから、見み分わけがしやすいんだよね。

『ああ。使つかえそうだったからコントロールを乗のっとったんだが、やはりきびしいか』

　ケイの言こと葉ばに、わたしはアンドロイドたちのほうを見みる。

　ケイのアンドロイドが、ゼスのアンドロイドに、馬うま乗のりにされている。


ガチャン！



　ゼスのアンドロイドに、ケイのアンドロイドが顔がん面めんをパンチされると、そのまま動うごかなくなる。

　ケイのアンドロイドは、機き能のう停てい止しにされてしまったみたいだ。

「調ちょう整せい中ちゅうのアンドロイドを乗のっとったか。しかしそれで、このおれがフルチューンナップをしたアンドロイドに、勝かてるわけがないだろう」

　ゼスが笑わらい、アンドロイドが再ふたたび、こちらを見みて、かまえる。

　次つぎの相あい手ては、わたしってことらしい。

　つかれ知しらずなのは、アンドロイドの強つよみだよね。

　それにしても、ケイのアンドロイドと力ちからの差さがあったのか、まったく無む傷きずのまま……ん？

『アスカ、気きづいたか』

　ケイが言いう。

「うん。右みぎ腕うでの付つけ根ねだよね」

　さっきまでのゼスのアンドロイドとの、ちがい。

　それは、表ひょう面めんがこわれて傷きずができたことだ。

　あれは、さっきまではなかった。

『乗のっとったアンドロイドの攻こう撃げきで、中なかの部ぶ品ひんがわずかにのぞいている。あそこをねらうぞ』

「りょーかい！」

　わたしは、攻こう撃げきのねらいを定さだめる。

　こちらからしかけて、アンドロイドと間ま合あいをつめていく。

　だけど、こちらの攻こう撃げきがまったくつうじなくて、アンドロイドの攻こう撃げきがすさまじく強つよいことには、変かわらない。

　どうしたって、わたしがアンドロイドの攻こう撃げきをかわす、防ぼう戦せん一いっ方ぽうになる。

　それをゼスは、満まん足ぞくそうな笑えみで見みている。

　だけど、わたしにはあせりはなかった。

　アンドロイドの動うごきを、冷れい静せいに見みきわめるんだ。

　いまは、スピードになれること。

　そのために、じっくりとアンドロイドの攻こう撃げきをさばいていく。

　……うん。だいたい、見みえてきたよ！

　わたしは、わざと体たい勢せいをくずしたふりをする。

　すると、アンドロイドが、そのわかりやすいさそいにのって、右みぎ手てを大おおきくふりかぶってくる。

「ここっ！」

　わたしは、足あしばらいでアンドロイドの体たい勢せいをくずす。

　アンドロイドが立たて直なおしてくる前まえに、わたしは腕うでに仕し込こんだワイヤーをはなつ。

　ふつうなら、アンドロイドはワイヤーの力ちからに対たい抗こうできていただろうけど、いまは体たい勢せいをくずしてる。

　いくらアンドロイドでも、ワイヤーの力ちからに、すばやく動うごけない。

　ダメ押おしに、わたしはけりの発はっ勁けいをはなって、アンドロイドを横よこに倒たおして、そのままワイヤーで床ゆかにぬいつける。

「きさま、なにを！」

　ゼスが、怒ど鳴なる声こえがきこえる。

「はああっ！」

　わたしは、目めいっぱい力ちからをためた全ぜん力りょくの発はっ勁けいを、床ゆかにぬいつけられたアンドロイドの、傷きずを負おった右みぎ腕うでの付つけ根ねに、たたきこむ。

　その傷きず口ぐちが、光ひかったような気きがした。

『ガッガガガガガッ……』

　アンドロイドが、はじめて音おとを発はっする。

　発はっ勁けいは、ダメージを体からだの表ひょう面めんだけではなくて、内うち側がわにたたきこむ。

　傷きずを負おって守まもるものが薄うすくなったいまなら、アンドロイドの中なかにあるはずの精せい密みつな機き械かいへのダメージが生うまれるはず！


ガクン



　ゼスのアンドロイドは、力ちからなく床ゆかに倒たおれたまま、動うごかなくなる。

　どうやら、機き能のう停てい止ししたみたいね。

「まさか……！　わずかに傷きずついた部ぶ分ぶんに衝しょう撃げきを打うちこんで、内ない部ぶの部ぶ品ひんを破は壊かいしたのか。ちっ。レッドがここまでやるとはな」

　ゼスはすぐさま、状じょう況きょうを分ぶん析せきする。

　そのあたりを一いっ瞬しゅんで見みぬくのは、さすがだよ。

「残のこりはあなただけよ」

　わたしは、ゼスにせまる。

　ゼスには、戦せん闘とう能のう力りょくは感かんじない。

　……ここで止とめる！

　そう思おもったとき……。

「それをされては、ちょっとこまるのう」

　伊い織おりが、ふいにゼスのうしろからすがたを現あらわす。

　う、うそ……。

　まったく気け配はいを感かんじなかった。

　それなのに、伊い織おりのすがたを見みた瞬しゅん間かんから、肌はだがビリビリと警けい戒かいしている。

　あなどっていたつもりはないけど、ファルコンなみのプレッシャーだ。

　ワイヤーもないのに、その場ばにぬいとめられたみたいに……。

　底そこが知しれないとは思おもったけれど……こんな実じつ力りょく者しゃだったの、藤とう堂どう伊い織おりは!?

　わたしが、まったく動うごけないままでいる間あいだに、伊い織おりとゼスが会かい話わをつづける。

「伊い織おり。こちらにきたということは、引ひき時どきか」

「少しょう々しょう、甘あまく見みておった、というところかのう」

「ふん。計けい画かくは、いくらでも立たて直なおせる」

「また会あうときの楽たのしみができたのう。次つぎは期き待たいにこたえてくれることを願ねがっておるよ」

　伊い織おりが、最さい後ごにわたしにむけてそう言いい残のこすと、２人ふたりはこの階かいからすがたを消けす。

　追おいかける気きは、おきなかった。

　あの伊い織おりの気け配はい。いつかの遊ゆう園えん地ちでは、手てをぬいていたのは、まちがいないらしい。

　でも、いまはここで敵てきが退ひいたことのほうが、重じゅう要ようだ。

　そして！

「ケイ、無ぶ事じだったんだね」

『当とう然ぜんだ。ほかにも囚とらわれている人ひとたちがいる。助たすけにいくぞ』

「うん！」

　ケイのいつもと変かわらない指し示じに、わたしはすぐに走はしりだした。







　　　　26　すべてを託たくして
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「────怪かい盗とうレッド」

　おれは、階かい段だんをのぼっていったところで、アスカと出でくわした。

「ゼスはどうした？」

　アスカがここにいるということで、だいたいの状じょう況きょうを察さっしたが、確かく認にんのためにきく。

「引ひきあげたよ。藤とう堂どう伊い織おりって人ひとといっしょに」

「そうか……」

　作さく戦せんが失しっ敗ぱいしたと見みて、あっさりと引ひいたか。

　ゼスのことは、直ちょく接せつはよく知しらないが、恭きょう也や様さまが話はなしていたイメージのとおりのやつだ。

　合ごう理り的てきな考かんがえ方かたで、どれだけ手て間まをかけたものでも、失しっ敗ぱいと判はん断だんすれば、ためらいなく捨すてる。

　なにかにこだわることが、あまりないらしい。

　もちろん、今こん回かいの計けい画かくを失しっ敗ぱいに追おいこんだ、おれやレッドのことを、恨うらんではいるだろうが。

「その人ひとは？」

　アスカが、桜さくら子こを見みる。

「研けん究きゅう室しつの人にん間げんだ。ぬけだしてきたところを保ほ護ごした。あとは、まかせていいか」

　ウソではない。

　ごまかすつもりもないし、どうせレッドの片かた割われのほうには気きづかれているだろうが、わざわざ、おれと桜さくら子この関かん係けいを説せつ明めいするつもりもない。

「マサキ？」

　桜さくら子こが、おどろいた顔かおでおれを見みつめる。

　ここでおれが帰かえるとは、思おもっていなかったらしい。どうして？　とききたげな顔かおだ。

　アスカもきき返かえしてくる。

「かまわないけど、マサキはこないの？」

「おれの仕し事ごとは、ここまでだ。やつらも引ひきあげたようだし、下したにも助たすけがきたようだからな」

　さっき窓まどガラスから下したを見みたら、警けい察さつのパトカーが複ふく数すう台だいやってくるところだった。

　思おもったよりも早はやい。

　深ふか沢ざわ七な音おがついているせいか。

　思おもった以い上じょうに、探たん偵ていとして優ゆう秀しゅうらしいな。

「……七な音おがきたんだ」

　ぼそりと、アスカが言いうのがきこえる。

　アスカは、深ふか沢ざわ七な音おといっしょに行こう動どうしていたし、警けい察さつのすばやい到とう着ちゃくの理り由ゆうを、すぐに察さっしたか。

　さすがに、警けい察さつと顔かおをあわせると、めんどうごとが増ふえる。

　もう危き険けんが去さった以い上じょうは、さっさと帰かえるべきだろう。

「わかった。それなら、わたしも研けん究きゅう室しつの人ひとたちの安あん全ぜんを確かく保ほして、警けい察さつにまかせるよ」

「そうしてくれ」

　おれはそのまま、きびすをかえす。

「マサキ」

　背せ中なかから、桜さくら子この声こえがきこえてきて、おれは足あしを止とめる。

「……助たすけにきてくれて、ありがとう」

　桜さくら子こが、どんな顔かおをしているのか、少すこしばかり気きになったが、おれはふりかえるのはやめておく。

「ただの仕し事ごとだ」

　おれは小ちいさく片かた手てをあげると、その場ばを立たち去さった。
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　　　　27　すべてが終おわって
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　わたしは、マサキからあずかった、桜さくら子こさんという研けん究きゅう室しつの人ひとを連つれて、上うえの階かいにむかう。

　連つれ去さられた研けん究きゅう室しつの人ひとたちがいる階かいにたどりつくと、１部へ屋やずつ開あけて、助たすけだしていく。

　わたしが何なに者ものなのか、説せつ明めいするのが難むずかしいかと思おもったけれど、桜さくら子こさんがいるおかげで、すぐに信しん用ようしてもらえて、助たすかったよ。

　……そういえば、桜さくら子こさんって名な前まえ、きき覚おぼえがあると思おもったけど、七な音おが言いっていたんだ。

　たしか、学がっ校こうの同どう級きゅう生せいだったかな。

　マサキとも知しりあいっぽかったけど、いったいどういう人ひとなんだろう？

　恭きょう也やの仲なか間まって感かんじでも、なさそうだし。

　興きょう味みはあったけれど、いまはそれより、研けん究きゅう室しつの人ひとたちの安あん全ぜんが先さきだ。

　とはいえ、タキオンの黒くろ服ふくの男おとこたちは、きれいさっぱりいなくなっていたから、とくになにかすることもなかったけどね。

『屋おく上じょうから、ヘリで逃にげられるようにしてあったんだろう』

「逃にげるルートも、きちんと考かんがえておいたってわけね」

　タキオンの幹かん部ぶだけあって、そのあたりはさすが、ぬかりがない。

　ケイも助たすけだされたかのようなふりで、自し然ぜんに研けん究きゅう室しつの人ひとたちと合ごう流りゅうして、みんなを大おおきな部へ屋やに集あつめておく。

　教きょう授じゅさんに確かく認にんしたけど、研けん究きゅう室しつにいた全ぜん員いんが、そろっているらしい。

　……ん？　警けい察さつがやってくる気け配はいがある。

　ここでまた、警けい察さつに追おいかけられたらたまらない。

「それじゃわたしは引ひきあげるわ。すぐそこまで警けい察さつがきているから。あとは彼かれらをたよって」

　わたしは、声こわ色いろを変かえて言いう。

「助たすけてくれて感かん謝しゃする。君きみは……あの怪かい盗とうレッドなんだろう？」

　教きょう授じゅさんが、一歩ぽ前まえに出でて、お礼れいを言いってくる。

「わたしだけの力ちからじゃありません。それにみなさんが動うごかず耐たえていたから助たすけだせたんです」

　わたしは、正しょう直じきな気き持もちを伝つたえる。

　みんなが無む茶ちゃをしないでいてくれたから、助たすけが間まにあった。

　それにケイがいっしょにいたわけだし、マサキも動うごいていたし。

　すばやく助たすけだせたのには、いろいろと幸こう運うんなことも多おおかった。

「謙けん虚きょだな。そういうことにしておこう」

　教きょう授じゅさんは、わたしの言こと葉ばを謙けん遜そんだと思おもったみたい。

　さて。本ほん当とうにそろそろいかないと、警けい察さつとはちあわせすることになっちゃう。

　わたしは、部へ屋やからはなれる。

　それからさほど間まをおかずに、七な音おや猿さる渡わたり警けい部ぶ、警けい官かんが部へ屋やにやってきた。

　わたしは、部へ屋やの中なかがのぞける場ば所しょから、少すこし様よう子すを見みることにする。

「みなさん、ご無ぶ事じですか！」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、声こえを張はりあげる。

「ああ、問もん題だいない。無ぶ事じだよ」

　教きょう授じゅさんが答こたえ、警けい官かんが研けん究きゅう室しつの人ひとたち１人ひとり１人ひとりにかけよっている。

「桜さくら子こ！　大だい丈じょう夫ぶだった？」

　七な音おが、桜さくら子こさんにかけよる。

「七な音お……？　どうして警けい察さつといっしょに？」

　桜さくら子こさんが、びっくりして目めを丸まるくしている。

「言いったでしょ。あたしは探たん偵ていだって」

　七な音おが胸むねをはる。

「冗じょう談だんじゃなかったのね、それ」

　桜さくら子こさんと七な音おは、おたがいにほっとしたように、笑わらいあっている。

　つかまっていた研けん究きゅう室しつの人ひとたちも、警けい察さつのすがたを見みて、やっと緊きん張ちょうがとけたのか、笑えみがこぼれている人ひとが多おおい。

　よかった。あとはまかせて、大だい丈じょう夫ぶそうかな。

　ケイがさりげなく、わたしがかくれている場ば所しょに視し線せんを送おくってくる。

　早はやくいけってことらしい。

　いまの状じょう態たいだと、インカムでの通つう信しんもできないしね。

　それじゃあ、わたしも帰かえろうっと。
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　朝あさになって、圭けい一いち郎ろうおじさんが警けい察さつにいって、警けい察さつに保ほ護ごされたケイといっしょに帰かえってきた。

　ケイは誘ゆう拐かいされたうちの１人ひとりだけど、ほかにもたくさん誘ゆう拐かいされていた人ひとがいることもあって、あまりくわしく事じ情じょうをきかれることはなかったらしい。

　ケイなら、きかれてたとしても、ボロを出だすことはないだろうけど。

「ケイ、おかえり」

　おじさんといっしょに帰かえってきたケイを、家いえで出でむかえる。

「……ただいま」

　ケイはいつもどおり、そっけない。

　でも、そのいつもどおりがうれしい。

「それにしても、ケイがいきなりアンドロイドをあやつりながらインカムから話はなしかけてきたときは、びっくりしたよ」

　２人ふたりで部へ屋やにもどってから、わたしはケイに話はなしかける。

「つかまっていた部へ屋やからぬけだしたあと、開かい発はつ中ちゅうのアンドロイドを見みつけたから、少すこし使つかわせてもらった」

「使つかわせてって……まあ、ケイらしいけど。そういえば、マサキといっしょにいた桜さくら子こさんっていう人ひとも、研けん究きゅう室しつの人ひとなの？」

　わたしは、気きになっていたことをたずねる。

「ああ。ぼくと同おなじで、大だい学がく生せいではないが特とく別べつに研けん究きゅう室しつに出で入いりしている。いっしょに部へ屋やからぬけだしたあと、途と中ちゅうでマサキの助たすけにいってしまったが」

「え？　でも、ふつうの人ひとだよね？」

　動うごきを見みれば、体からだを使つかって戦たたかうような人ひとでないことは、すぐにわかった。

「彼かの女じょは、一度ど、マサキとともに世界を救っている」

「……へ？」

　ケイの言いっている意い味みがわからなくて、わたしはきょとんとする。

　だけど、ケイはそれ以い上じょう説せつ明めいするつもりはないらしい。

　あきらめて、話わ題だいを変かえる。

「タキオンは今こん回かい、なにをねらってたのかな？」

　ゼスや伊い織おりという幹かん部ぶまで出でてきたんだから、簡かん単たんな計けい画かくではなかったことぐらいはわかる。

　でも、なにをしたかったのかについては、よくわからないんだよね。

　アンドロイドを作つくってみたかったってわけでも、ないだろうし。

　あれはたぶん、ゼスが、個こ人じん的てきに自じ分ぶんの配はい下かを作つくろうとしただけだと思おもう。

「ゼスの目もく的てきは、研けん究きゅう室しつの人ひとたちに、自じ分ぶんの指し示じどおりに研けん究きゅうをさせることだった。おそらく、世せ界かいに対たいする脅きょう迫はくができる手しゅ段だんを持もつことが、タキオンのねらいの１つだと思おもう」

「世せ界かいを脅きょう迫はくって……！　タキオンは、本ほん当とうに世せ界かい征せい服ふくでもするつもりなの!?」

　悪あくの組そ織しきが世せ界かい征せい服ふくって、アニメとか漫まん画がの世せ界かいの話はなしだと思おもってたんだけど。

「武ぶ力りょくでというよりは、政せい治じ的てきな意い味みあいもあるだろうが……やつらの目もく的てきは『世せ界かい征せい服ふく』といっていいものだろう。…………それがだれの意い思しなのかはわからないが」

「ん？　それってどういう……」

　だれの意い思しって、タキオンのボスはあいつ……ノア・ガーネットでしょ。

　世せ界かい征せい服ふくをねらっているといわれれば、納なっ得とくしてしまうような雰ふん囲い気きはあったし。

「……。ぼくのいなかった間あいだの、情じょう報ほう収しゅう拾しゅうと整せい理りをはじめる」

　話はなしはそこまでらしい。

　ケイはそう言いうと、わたしに背せ中なかをむけ、パソコンの前まえにすわる。

　数すう時じ間かん前まえまで誘ゆう拐かいされてたんだから、今日きょうぐらいは休やすめばいいのに。

　でも、こうやってキーボードをたたくケイを見みられるのも、帰かえってきたからだもんね。

　それに、タキオンの動うごきを見みていたら、ゆっくりしていられなくなったのかもしれない。

　あの伊い織おりの本ほん気きと、ゼスが作つくったアンドロイド。

　やっかいな相あい手ては多おおい。

　わたしも、しっかり鍛きたえておかないと！

　絶ぜっ対たいに、タキオンの好すきにはさせない。

　そんなことを考かんがえていると、ケイがふいにふりかえる。

　なに？

「……助たすけにくると思おもっていた」

[image: ]

　それだけ言いうと、ケイはまた作さ業ぎょうを再さい開かいさせる。

　え……えぇぇ!?

　いまのって……わたしが助たすけにくるって、ケイが信しんじてくれてたっていうこと!?

　それを言こと葉ばにするのも、ケイにしてはめずらしい。

　ケイなりの、感かん謝しゃの気き持もち……なのかな？

　信しんじてもらえてたこともそうだけど、その信しん頼らいにこたえられたのが、なによりうれしい。

　わたしは、ケイの背せ中なかに声こえをかける。

「当とう然ぜんだよ。何なん度どだって、助たすけにいくからね！」

[image: ]
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　おれは、恭きょう也や様さまのセーフハウスにもどってきていた。

「ご苦く労ろうだったね、マサキ」

　恭きょう也や様さまが、リビングでコーヒーを飲のんでいる。

　いまは、任にん務むの報ほう告こくを、ひととおり終おえたところだ。

「いえ。時じ間かんがかかり、申もうしわけありません」

「ひと晩ばんだけだろう。タキオンの幹かん部ぶも出でてきたんだ。十じゅう分ぶんな成せい果かだよ」

「その後ご、タキオンの動うごきはどうなって……？」

　おれは、気きになっていたことを確かく認にんする。

　タキオンの情じょう報ほうを追おっている恭きょう也や様さまなら、あのあとの動うごきもつかんでいるはずだ。

「あの研けん究きゅう室しつをねらうのはあきらめたようだ。警けい察さつもラドロも動うごいている。下手へたにこだわれば、無む意い味みなダメージを負おうことは、タキオンの幹かん部ぶなら気きづいているだろう」

「そうですか」

　おれは、息いきをつく。

　少すくなくとも、あの研けん究きゅう室しつが再ふたたびねらわれる危き険けんは、ないということか。

「今日きょうは休やすむといい。ケガもしているようだからね」

「ですが……」

「マサキ。これは命めい令れいだ」

　しぶるおれに、恭きょう也や様さまが真しん剣けんな表ひょう情じょうでつげる。

　命めい令れいと言いわれてしまえば、おれはなにも言いえない。

「……わかりました。しかし、散ちらかった部へ屋やの片かたづけだけは、させていただきます」

　おれは、リビングを見みまわして言いう。

　開あけっぱなしのお菓か子しの袋ふくろに、片かたづけられていないお皿さら、飲のみかけのコップに、床ゆかに散ちらばった書しょ類るい。

　あれは、重じゅう要ようなことが書かかれている書しょ類るいではないのだろうか。

　こんなところを、ラドロのボスである先せん代だいファンタジスタ様さまに見みられたら、お仕し置おきとして、また仕し事ごとを増ふやされてしまいそうだ。

　なにをどうすれば、ひと晩ばんでこれだけ散ちらかせるのか、と思おもうぐらいの散ちらかりよう。

　恭きょう也や様さまの不ふ思し議ぎの１つだ。

「ははは……それはお願ねがいしようかな」

　恭きょう也や様さまは、笑わらっている。

　おれはテキパキとリビングの片かたづけをすませると、自じ室しつにもどる。


ピロン



　タイミングを見みはからったかのように、スマホの通つう知ち音おんが鳴なる。

　おれの個こ人じん用ようのスマホだ。

　確かく認にんすると、桜さくら子こからトークアプリで、メッセージが届とどいている。

　またなにか、あったんじゃないだろうな……。

　おれはトークアプリを開ひらく。

　──あのときも言いったけど、助たすけてくれて、ありがとう。きてくれるって信しんじてた。

　桜さくら子この無む邪じゃ気きな顔かおが思おもいうかんで、おれは頭あたまをかかえたくなる。

　おれにはかかわるな、と言いいたいのに、どうにもそれができない状じょう況きょうがおきてしまう。

　どうして桜さくら子こ相あい手てだと、こうもうまくいかないのだろうか。

　だが、彼かの女じょが無ぶ事じでよかった、と思おもってしまう自じ分ぶんもいる。

「…………ばかやろう。何なん度ども危き険けんなめにあうんじゃねえよ」

　おれは画が面めんを見みつめて、ぶっきらぼうにつぶやいてから、小ちいさく笑わらった。


──『怪かい盗とうレッド』21巻かんにつづく
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